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序

茨城県では，県土の均衡ある発展を念頭におきながら地域の特性を

生かした振興を図るために，高規格幹線道路などの根幹的な県土基盤

の整備を図るとともに，広域的な交通ネットワークの整備を進めてい

ます。

その一環として整備する千代田石岡バイパスは，石岡市内を中心に

発生している交通渋滞を解消する上で極めて重要な役割を果たすもの

です。

しかしながら，この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である田島

遺跡（田島下地区，南光院地区・南光院下地区，三面寺地区）が所在

することから，これらを記録保存の方法により保護する必要があるた

め，当財団が国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所から埋蔵

文化財発掘調査の委託を受け，平成１６年１月から平成２０年３月までの

４年間余にわたってこれを実施しました。そのうち，平成１５～１８年度

に実施した調査の成果については，既に当財団の『文化財調査報告』

第２５３集，第２８７集として刊行したところです。

本書は，第２８７集に続き，田島遺跡（三面寺地区）の平成１９年度の調

査の成果を収録したものです。学術的な研究資料としてはもちろんの

こと，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されることにより

まして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

であります国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所から多大な

御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申しあげますとともに，茨

城県教育委員会，石岡市教育委員会をはじめ，関係各位からいただい

た御指導，御協力に対しまして深く感謝申し上げます。

平成２１年３月

財団法人茨城県教育財団

理事長 稲 葉 節 生



１ 本書は，国土交通省の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１９年度に発掘調査を実施した，茨城県
た じま さんめん じ

石岡市田島５�５５４番地ほかに所在する田島遺跡（三面寺地区）の発掘調査報告書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査 平成１９年４月２日～平成２０年３月３１日

整 理 平成２０年６月２日～平成２１年３月３１日

３ 発掘調査は，調査課長瓦吹堅のもと，以下の者が担当した。

首席調査員兼班長 藤田哲也

主任調査員 田原康司 平成１９年６月１日～平成１９年６月２９日

主任調査員 飯田浩彦 平成１９年４月２日～平成２０年１月３１日

主任調査員 杉澤季展 平成２０年２月１日～平成２０年３月３１日

主任調査員 本橋弘巳 平成１９年７月２日～平成１９年７月３１日

副 主 査 齋藤弘道

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，以下のものが担当した。

主任調査員 飯田浩彦 第１章第１節～第３章第３節１（１），２（１），３（１），５（１），第４節

主任調査員 大関 武 第３章第３節１（２），２（２）・（３），３（２），４（１）～（７），５（２）・（３）・（５）

主任調査員 小野政美 第３章第３節４（９）・（１０），５（４）

主任調査員 齋藤和浩 第３章第３節３（３），４（８）

５ 本書の作成にあたり，出土炭化材の樹種同定・自然科学分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に委

託し，考察を付章として巻末に掲載した。

例 言



凡 例

１ 当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第�系座標を原点とし，Ｘ＝＋１９�９２０ｍ，Ｙ＝＋３９�８４０ｍの交点

を基準点（Ａ１ａ１）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各 ４々０ｍ四方に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東へ１，２，３

…０とし，名称は大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」のように呼称した。

２ 遺構・遺物・土層の実測図，一覧表，遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

遺構 SI －竪穴住居跡 SB－掘立柱建物跡 UP－地下式坑 SK－土坑 SE－井戸跡

SD－溝跡

遺物 Ｐ－土器・陶磁器 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Ｑ－石器・石製品 Ｍ－金属製品

Ｗ－木製品 Ｔ－瓦

土層 Ｋ－撹乱

３ 土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株

式会社）を使用した。

４ 土層解説中の含有物については，各々総量で解説した。

５ 遺構・遺物実測図の縮尺は，次のとおりである。

� 遺構全体図は３００分の１，遺構実測図は原則として６０分の１で掲載した。

� 遺物実測図は原則として３分の１で掲載した。種類や大きさにより異なる場合があり，それらについて

は個々に縮尺を表示した。

� 遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。

焼土・赤彩・施釉・朱墨 炉・火床面・繊維土器断面

竈部材・粘土範囲・黒色処理 煤・柱痕

●土器 ○土製品 □石器・石製品 △金属製品・古銭 ◎木製品 ▲瓦

■炭化材 硬化面

６ 遺物観察表及び遺構一覧表の作成方法は，次のとおりである。

� 遺物番号は通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

� 計測値の単位は�及びｇで示した。

� 遺物観察表及び遺構一覧表とも（ ）は現存値，［ ］は推定値を示した。

� 備考欄は，土器の現存率及び写真図版番号の他に，必要と思われる事項を記した。

７ 竪穴住居跡の主軸は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，座標

北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で示した（例 Ｎ－１０°－Ｅ）。
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た じま い せき さん めん じ がい よう

田島遺跡（三面寺地区）の概要

【調査のあらまし】
じゅうたい かん わ

現在，国道６号線の渋滞緩和のためにバイパス工事が行われています。

その予定地には，田島遺跡があります。この遺跡を記録保存するために，
いばらきけんきょういくざいだん はっくつ

茨城県教育財団が発掘調査を行いました。

【調査の内容】
こ ふん たて あな じゅう

古墳時代中期（約１５５０年前）の竪穴 住
きょあと かべ

居跡。右側の壁についているニの字形に
かまど

見えるものは竈で，この地方で住居内に
ころ みぎすみ

竈が作られ始めた頃のものです。右隅の
ちょぞうけつ

四角形の穴は貯蔵穴といい，食料などを
ゆかめん

貯めておく穴です。床面に四角形に並ぶ
しゅちゅうけつ

丸い穴は，柱を立てていた主柱穴です。
はし ご

手前の穴は，出入り口用の梯子などを立

てていた出入り口ピットです。

古墳時代後期（約１５００年前）の竪穴住居
は じ き かめ

跡から出土した土器。これは土師器の甕

で，中に見えるものは，甕を支える役目
しきゃく す

をする支脚です。甕は竈に据えられ，水
に た

や食物の煮炊きなどで使われます。その
すす

ため，土器の表面には煤が付いている場

合があります。右の甕は，竈が崩れたと

きに押しつぶされ，支脚に突き破られた

状態です。

―１―



な ら

奈良時代（約１３００年前）の竪穴住居跡。
りつりょう

律令が整えられた奈良時代になると，

住居のつくり方や大きさが，統一される

ようになります。住居跡内には竈が作ら
かべぎわ

れ，主柱穴や出入り口ピット，壁際に掘
へきみぞ

り込まれた壁溝も，ほとんどの住居跡か

ら確認されています。

奈良時代（約１３００年前）の竪穴住居跡。
うわ や

上屋が焼失してしまった住居跡で，焼け

残った炭化材は，柱材や屋根材・壁材と
ぶんせき

みられます。この炭化材を分析した結果，

コナラやイネ・タケであったことが分か
つき

りました。床面からは，土師器の坏や甕，
す え き つぼ

須恵器の坏や壺などの土器が，そのまま

の形で，たくさん出土しました。

奈良時代（約１３００年前）の竪穴住居跡か
きゅうじょう ど すい

ら出土した球 状土錘。この住居跡の床
あみ

面や壁際からは，網のおもりとして使わ

れた球状土錘が３３個も出土しました。近
こい せ

くの恋瀬川などで魚をとっていたものと

思われます。

けん ど だま

上の表やグラフから分かるように，３９軒の住居跡から，合計１１１個の土玉・
かんじょうどすい

球状土錘，管状土錘が見つかりました。出土数・出土率とも，奈良時代が最

も高く，平安時代になるとやや減っています。

田島遺跡の住居跡数と土玉・球状土錘，管状土錘が
見つかった住居跡数および出土率

田島遺跡の住居跡から出土した土玉・球状土
錘，管状土錘の出土数

古墳
時代

奈良
時代

平安
時代

田島遺跡の
住居跡（軒） ５２ ３２ ２２

土錘が見つかっ
た住居跡（軒） ２０ １４ ５

出土率（％） ３８�５ ４３�８ ２２�７

―２―



へいあん

平安時代（約１２００年前）の竪穴住居跡。

この時代になると，住居の規模が小さく

なるとともに，内部に主柱穴をもたなく

なります。この住居跡は，面積が約９�
ほどの大きさです。

平安時代（約１１５０年前）の竪穴住居跡。

竈の左側が床よりも高くなっています。
たな

これは，棚のようなものと考えられてい

ます。この遺跡からは，棚をもつ住居跡

が３軒確認されました。

ちゅうせい ち か しき こう

中世（約６００年前）の地下式坑。２基が

並んで見つかりました。現在の愛知県
せ と とう き さん じ こ

瀬戸地方で焼かれた陶器の三耳壺が出土

しました。この遺跡からは，合わせて９

基の地下式坑が確認されました。

か そ う ど こ う

中世（約５００年前）の火葬土坑。上から

見るとＴ字形をしています。縦に延びる
つう

溝は，燃焼をよくするために風を通す通
ふうこう は じ しつ ど き

風溝の役目をします。また，土師質土器

の皿が２枚重なって出土しました。この

遺跡からは，合わせて３基の火葬土坑が

確認されました。

ぼ こう まい そう

中世（約５００年前）の墓坑。埋葬された

人骨とともに，土師質土器の皿が２枚出

土しました。この遺跡からは，人骨や馬

骨が見つかり，墓坑と分かったものが５

基確認されました。

―３―



【調査して分かったこと】
いし おか だんきゅう

田島遺跡（三面寺地区）は，石岡市の南東部，恋瀬川左岸の河岸段丘上に位置

しています。発掘調査の結果，竪穴住居跡１１０軒が見つかりました。

集落は，古墳時代前期（約１７００年前）に営まれ始まりますが，長くは続かないで
と だ

途絶えてしまいます。約１５０年後，古墳時代中期の後半（約１５００年前）になるとふ
むか

たたび営まれ，奈良時代の後半（約１２００年前）に最も栄えた時期を迎えることにな

ります。その後，集落の規模は小さくなりますが，平安時代中期の前半（約１０５０
けいぞく

年前）まで継続して営まれていました。

このように，長期にわたり営まれた田島遺跡の集落の様子は，大規模な住居を

中心に数軒がひとまとまりとなっている時期や，住居のほかに掘立柱建物も建て

られている時期，小規模な住居が散らばって存在している時期など，いろいろ変

わっていったことが分かりました。
ふた はち こしき

また，住居跡からは，坏・蓋・鉢・壺・甕・甑など，生活用具としての遺物も
とくちょうてき

たくさん出土しました。特徴的なものは，網のおもりとして使われた土玉・球

状土錘や管状土錘が多くの住居跡からたくさん出土したことです。この遺跡は，
ちゅうせき いな さく ぎょ ろう

周辺の沖積低地を利用した稲作とともに，南側を流れる恋瀬川を利用した漁労
たずさ しゅうらく あと

にも携わっていた集落跡で，半農半漁のような生活をしていたものと考えられ

ます。
ねん ど ばり ど こう

中世の後半（約６００年～５００年前）では，地下式坑・火葬土坑・粘土貼土坑・墓坑・
い ど あと ほりあと みぞあと い こう

土坑・井戸跡・堀跡・溝跡などの遺構が確認されるようになります。このような

遺構がたくさん見つかったことから，集落が終わってから約５００年後には，墓地

としてこの地が利用されていたことが分かりました。

【むずかしい言葉】
せきかっしょく

土師器…７００～８００℃の温度で焼かれた赤褐色の土器のこと。
かま せいかいしょく

須恵器…１０００℃以上の温度で，窯を使って焼かれた青灰色の土器のこと。

土玉・球状土錘…魚をとる網に用いる土製のおもりで球状のもの。直径が２�未
満を土玉，２�以上を球状土錘としました。

管状土錘…魚をとる網に用いる土製のおもりで管状のもの。

土師質土器…中世以降に土師器と同じ焼き方で作られた土器のこと。
おく しゅしつ

地下式坑…地表面に竪穴を深く掘り，さらに横へ向かって掘り進め，奥に主室を

設けた土坑のこと。

火葬土坑…遺体を焼くために掘られた土坑のこと。

粘土貼土坑…掘られた穴の内側に粘土を貼り付けた土坑のこと。

墓坑…遺体・遺骨などを埋葬するために掘られた土坑のこと。

―４―



平成１０年１１月１２日，建設省関東地方建設局常陸工事事務所長（現：国土交通省関東地方整備局常陸河川国道

事務所長）は茨城県教育委員会教育長に対して一般国道６号千代田石岡バイパス（千代田町市川～石岡市東大

橋）における埋蔵文化財の所在の有無及び取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，平

成１１年２月８日～３月３日に現地踏査を，平成１２年８月２２～２４日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。

平成１２年１１月２１日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長あてに，事

業地内に田島遺跡が所在する旨及びその取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

平成１５年３月１０日，国土交通省関東地方整備局長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７

条の３（現第９４条）に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委

員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成１５年

３月１２日，国土交通省関東地方整備局長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１９年１月３１日，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，

一般国道６号（千代田石岡ＢＰ）に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。平成１９年２月２２日，

茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長あてに，田島遺跡について，発

掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹

介した。

財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業

について委託を受け，平成１９年４月２日～平成２０年３月３１日まで田島遺跡（三面寺地区）の発掘調査を実施す

ることとなった。

調査は，平成１９年４月２日から平成２０年３月３１日まで実施した。以下，その概要を表で記載する。

【調査経過】

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

期間
工程 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤 収

―５―
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田島遺跡（三面寺地区）は，茨城県石岡市田島５，５５４番地ほかに所在している。

石岡市域の地勢は，霞ヶ浦の北西，県中央部に広がる洪積台地を主体としている。筑波山系の加波山に源を

発する恋瀬川が，北西から南東方向に流れながら霞ヶ浦の高浜入に注ぎ，両岸には標高２０～３０ｍのゆるやかな

台地が広がっている。北西域は恋瀬川とその支流によって，高地，台地，低地と起伏に富んだ地形が形成され，

恋瀬川右岸の台地上には，柿岡地区を中心とした旧八郷市街地が発達している。南東域は南端の高浜から市域

の中央部に位置する竜神山麓まで，約８�にわたり幅約１．５�の狭長な台地が形成され，恋瀬川と園部川，そ

の中間を流れる山王川によって支谷が刻まれている。恋瀬川左岸に位置するこの台地は石岡台地と呼ばれ，石

岡市街地が発達している。

地質は，未固結の砂を主とする石崎層，浅海成の貝化石を産する海成の砂層である見和層を基盤とし，その

上に茨城粘土層と呼ばれる粘土層，さらに褐色の関東ローム層が連続して堆積し，最上部は腐食土層となって

いる１）。

当遺跡（三面寺地区）は，恋瀬川左岸の標高７～１９ｍの河岸段丘低位段丘から上位段丘にかけて立地してお

り，現況は畑地である。低位段丘部の南西側は１０ｍほどの崖となっており，崖下の低地部は恋瀬川まで続く沖

積低地で水田地帯である。

田島遺跡は，縄文時代から近世にかけての複合遺跡である。当遺跡周辺には多くの遺跡が存在している２）。

ここでは，当遺跡に関連する周辺遺跡の分布概要について時代ごとに述べる。
しょうがつだいら みやだいら

旧石器時代の遺跡は，現在のところ市域では最古と考えられている正月平遺跡のほか，宮平遺跡〈２〉，
じゅうさんづか だんじょう

十三塚Ｃ遺跡や弾正Ｃ遺跡が確認されている３）。
とじょう

縄文時代の遺跡は，草創期から晩期にかけて各時期のものが確認されている。当遺跡周辺では，外城遺跡４）

こ もくだい さんめん じ た さき た じま た

〈３〉，小目代遺跡〈４〉，三面寺遺跡〈５〉，田崎遺跡〈６〉，平成１５～１８年度にかけて調査された田島遺跡（田
じました なんこういん なんこういんした と やま おお や つ が き づか みや

島下地区５）〈７〉，南光院・南光院下地区６）〈８〉），外山遺跡７）〈９〉，大谷津遺跡８）〈１０〉，餓鬼塚遺跡〈１１〉，宮
べ しんいけだい

部遺跡９）〈１２〉，新池台遺跡１０）〈１３〉などがある。これらの遺跡も旧石器時代の遺跡と同様に，恋瀬川から霞ヶ

浦にかけての舌状台地上に分布しており，集落が営まれていたと考えられる１１）。

弥生時代の遺跡は，新池台遺跡，宮平遺跡，外山遺跡などがあり，その分布を見ると，恋瀬川や園部川から

延びる谷津を望む台地縁辺部に集中しており，谷津地形を利用して集落を形成していたと考えられる。その他，
びょうざき なか つ がわ

兵 崎遺跡〈１４〉，田崎遺跡，中津川遺跡〈１５〉などが確認されている。

古墳時代になると，集落跡や古墳など，遺跡数の増加が顕著となる。市域における集落跡は，園部川，山王

川，恋瀬川流域，及び霞ヶ浦沿岸部などの台地上や縁辺部から５７か所が確認されている。主な集落跡は前期の

外山遺跡，後期の餓鬼塚遺跡，新池台遺跡などが確認され，そのほかには，田島遺跡（田島下地区，南光院・
いしおかべっしょ まつのべ ろくまい いちかわ

南光院下地区），石岡別所遺跡１２）〈１７〉，中津川遺跡，松延遺跡〈１８〉，六枚遺跡〈１９〉，市川遺跡〈２０〉，宮平

遺跡などがある。古墳，古墳群のほとんどは恋瀬川主流の柿岡盆地の中戸，瓦谷，野田，柿岡地区，恋瀬川支

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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流域の下青柳地区，高浜入りの恋瀬川左岸の中津川，北根本地区にみられ，その他は染谷，三村，石川地区な

どに分布している。市域における最古の古墳では，４世紀後半代の築造と考えられている柿岡の丸山１号墳が

あげられる１３）。本墳は，県内最古級の古墳として，周辺地域に点在する古墳群の盟主的な性格を有する存在と

して位置づけられている。５世紀中葉になると，東国第２位の規模を誇る舟塚山古墳が築造される。本墳の墳

丘形態は畿内のウワナベ古墳などに共通する特徴を有していることから，被葬者は大和政権と強い結びつきを

もった豪族と考えられ，霞ヶ浦や恋瀬川の水運を管理していた集団の首長であったとみられている。この舟塚

山古墳を盟主とする舟塚山古墳群は，愛宕山古墳，平足塚古墳，大日塚古墳など大形古墳を含んでおり，この

地における有力豪族の存在を裏付ている１４）。

奈良・平安時代には律令制により国・郡・里（郷）制がしかれ，石岡市域は茨城郡に属し，常陸国府が置か
ひ たちこく が

れた。常陸国衙跡１５）〈２１〉は従来から現石岡小学校敷地説が有力であったが，近年の継続的な調査によって，１

町四方の区画内に正殿，前殿が置かれ，その東西には脇殿が整然と配された国庁跡が確認され，石岡小学校敷
ひ たちこくぶん じ ひ たちこく

地が常陸国衙の中枢部である国庁であったことが判明した１６）。国衙跡の北方には常陸国分寺跡１７）〈２２〉，常陸国

表１ 田島遺跡（三面寺地区）周辺遺跡一覧表

番

号
遺 跡 名

時 代
番

号
遺 跡 名

時 代

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
・
平

中

世

近

世

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
・
平

中

世

近

世

� 田島遺跡（三面寺地区） ○ ○ ○ ２６ 茨 城 郡 衙 跡 ○

２ 宮 平 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ２７ 府 中 城 跡 ○

３ 外 城 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ２８ 高 野 浜 城 跡 ○

４ 小 目 代 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２９ 三 村 城 跡 ○

５ 三 面 寺 遺 跡 ○ ○ ○ ３０ 木 間 塚 遺 跡 ○ ○ ○ ○

６ 田 崎 遺 跡 ○ ○ ○ ３１ 高 根 遺 跡 ○ ○ ○ ○

７ 田島遺跡（田島下地区） ○ ○ ○ ○ ○ ３２ 尼 寺 ヶ 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○

８ 田島遺跡（南光院・南光院下地区） ○ ○ ○ ○ ○ ３３ 一 本 杉 遺 跡 ○ ○ ○

９ 外 山 遺 跡 ○ ○ ３４ 北 ノ 谷 遺 跡 ○ ○ ○

１０ 大 谷 津 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３５ 国 分 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１１ 餓 鬼 塚 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３６ 木間長者屋敷遺跡 ○ ○ ○

１２ 宮 部 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３７ 杉 ノ 井 遺 跡 ○ ○ ○

１３ 新 池 台 遺 跡 ○ ３８ 東 ノ 辻 遺 跡 ○ ○ ○

１４ 兵 崎 遺 跡 ○ ○ ○ ３９ 大 塚 遺 跡 ○ ○

１５ 中 津 川 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ４０ 幸 町 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１６ 舟 塚 山 古 墳 群 ○ ４１ 通 安 寺 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１７ 石 岡 別 所 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４２ 税 所 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ ○

１８ 松 延 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ４３ 山 王 遺 跡 ○ ○

１９ 六 枚 遺 跡 ○ ４４ 兵 崎 箕 輪 遺 跡 ○ ○ ○

２０ 市 川 遺 跡 ○ ４５ 茨 城 古 墳 ○

２１ 常 陸 国 衙 跡 ○ ４６ 石 岡 田 崎 遺 跡 ○ ○

２２ 常 陸 国 分 寺 跡 ○ ４７ 三 王 原 遺 跡 ○

２３ 常陸国分尼寺跡 ○ ４８ 姥 久 保 遺 跡 ○

２４ 鹿 の 子 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ４９ 東 野 寺 遺 跡 ○ ○

２５ 茨 城 廃 寺 跡 ○ ５０ 宮 台 遺 跡 ○ ○

―８―
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ぶん に じ

分尼寺跡１８）〈２３〉，常陸国分尼寺跡の北西方には多量の漆紙文書が出土したことで著名な，国衙に付属する工
か こ

房跡である鹿の子Ｃ遺跡１９）や一般集落跡である鹿の子Ａ遺跡を含む鹿の子遺跡〈２４〉が広がっている。また，
ばら き はい じ ばら き ぐん が

当遺跡が存在している石岡市街地の南部には，茨城郡の寺である茨城廃寺跡２０）〈２５〉や茨城郡衙跡〈２６〉に推

定されている外城跡が所在するなど，石岡台地上には当時代の遺跡が多数存在し，市域が隆盛を保っていた様

子をうかがい知ることができる。なお，古代における当遺跡が所在する付近を含めた石岡市街地は，茨城郡の

茨城郷に属していた。

中世には武家が台頭して勢力争いが起こり，戦国乱世へ流れていく中，各地に城郭の築造が見られるように

なる。石岡市域では，鎌倉時代に常陸国衙において政務を執っていた大掾資幹が外城の地に石岡城を築城した。
ふ

南北朝時代には，大掾氏と小田氏との間で抗争が激化し，八代詮国は現在の石岡小学校の場所に城を移して府
ちゅうじょう

中 城跡〈２７〉とした。これにより石岡城は外城として，府中城の出城としての性格を強めた。その他，市域
たか の はまじょう み むらじょう

には高野浜城跡〈２８〉や三村城跡２１）〈２９〉などがあり，これらはこの時期に築城された出城跡である。

大掾氏や小田氏等の抗争の中，中世末期は北から勢力を伸ばしてきた佐竹氏の支配下に入り，やがて徳川家

康が江戸に幕府を開くと，徳川頼隆を藩祖とする府中藩となり，陣屋が置かれた。古来から水運交通に恵まれ

ていた石岡の地は，周辺集落や各地からの物産集散地としての性格を色濃くし，近世になると特に酒・醤油な

ど醸造業を中心とした商人層の活躍が目覚ましかった。

なお，三面寺地区の名称については，中・近世においてこの地に三面寺という寺があったことに由来する。

三面寺の末寺は南光院で，三面寺が衰えた文明の頃から暫く栄えたが，幕末に廃寺となっている。三面寺は税

所氏の菩提寺で，仁和年間以前に同氏によって建立され鎌倉時代まで続いたのち，文明十三年に万福寺に継承

された。当地区は三面寺地区とされているが，南光院の南東に位置していることから，三面寺の推定地より南

側の地域にあった２２）。

※ 文中の〈 〉内の番号は，表１及び第２図の該当番号と同じである。
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田島遺跡（三面寺地区）は，恋瀬川左岸の標高７～１９ｍの河岸段丘低位段丘から上位段丘にかけて立地して

いる。調査区は，この段丘部を南北幅２２０ｍ，東西幅１０～６０ｍに設定され，調査面積は１１�１０６�である。調査

前の現況は畑地である。

今回の調査によって，古墳時代から中世までの遺構と遺物が確認でき，確認した遺構は，竪穴住居跡１１０軒

（古墳時代５２，奈良時代３２，平安時代２２，時期不明４），掘立柱建物跡９棟（奈良時代３，中世３，時期不明

３），方形竪穴遺構１９基（中世），地下式坑９基（中世），溝跡１９条（中世３，時期不明１６），井戸跡１０基（平安

時代２，中世８），土坑３３１基（古墳時代２，奈良時代２，平安時代２，中世３２，時期不明２９３），地下式坑９基，

火葬土坑３基，粘土貼土坑５基，墓坑５基，土坑３２基（中世）である。

遺物は，遺物コンテナ（６０×４０×２０�）に１３０箱出土している。主な遺物は旧石器（ナイフ形石器・剥片・

尖頭器），縄文土器（浅鉢・深鉢），弥生土器（壺），土師器（坏・椀・高台付坏・蓋・皿・坩・炉器台・壺・

高坏・甕・甑・ミニチュア土器），須恵器（坏・高台付坏・蓋・高盤・捏鉢・長頸瓶・甕・甑），灰釉陶器（椀・

長頸瓶），陶器（瓶子・三耳壺），土師質土器（小皿・内耳鍋），土製品（球状土錘・管状土錘・支脚・紡錘車），

石器（石鏃・磨製石斧・砥石），石製品（紡錘車・双孔円板），金属製品（刀子・鎌・�具・釘），木製品（刳

物桶ヵ），瓦（軒丸瓦・丸瓦・平瓦），古銭などである。

調査区は，台地上の低位段丘から上位段丘にかけて位置しており，比高があるため上位段丘上のＩ１２ｄ０区

にテストピット１を，低位段丘上のＬ１５ｆ２区にテストピット２を設定し，基本土層の堆積状況を観察した。

テストピット１は地表面の標高が１６�５ｍで，表土を除去した確認面から約２�７ｍほど掘り下げ，第３図左のよ

うな堆積状況を確認した。テストピット２は地表面の標高が９�２ｍで，表土を除去した確認面から約１�５ｍほど

掘り下げ，第３図右のような堆積状況を確認した。

土層は，色調・構成粒子・含有物・粘性などから１１層に細分される。観察結果は，以下の通りである。

第１層は，暗褐色の表土で，層厚は５０～１６０�である。

第２層は，にぶい黄褐色を呈する再堆積層で，ロームブロック・粘土粒子を中量含んでいる。粘性は普通で

締まりが強い。層厚は４０～６０�である。

第３層は，黄褐色を呈するハードローム層で，細礫を微量含み，粘性・締まりともに強い。層厚は３０～１００

�である。

第４層は，黄褐色を呈するハードローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は３０�前後である。

第５層は，にぶい黄色を呈するハードローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は４０～６０�である。

第６層は，褐色を呈するハードローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は３０�前後である。

第７層は，黄褐色を呈する砂層への漸移層で，細礫を多量含み，粘性・締まりともに弱い。層厚は３０～５０�

である。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序
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第８層は，明黄褐色を呈する粘土純層で，粘性・締まりともに強い。層厚は３０～５０�である。

第９層は，明黄褐色を呈する粘土層下層で，粘土粒子多量の中に沈着した鉄分を含み，粘性・締まりともに

強い。層厚は１０～１５�である。

第１０層は，明黄褐色を呈する粘土純層から砂層への漸移層で，粘土粒子を多量，砂粒子を微量に含み，粘性・

締まりともに強い。層厚は１０～５０�である。

第１１層は暗オリーブ褐色を呈する砂層で，粘性は弱い。下層は未掘のため本来の層厚は不明である。

なお，遺構の多くが上位段丘上では第３層，低位段丘上では第２層上面でそれぞれ確認されている。

１ 古墳時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡５２軒，土坑２基が確認されている。以下，確認された遺構と遺物について記

述する。

� 竪穴住居跡

第２号住居跡（第４・５図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｆ８区，標高１４�５ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

第３図 基本土層図

第３節 遺 構 と 遺 物

―１２―



重複関係 北西壁を第５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北東壁が調査区域外へ延びているため，北西・南東軸は５�７０ｍで，北東・南西軸は２�９７ｍが確認

されただけである。遺存する壁から主軸方向がＮ－４４°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は１９～６０

�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が西コーナー部から南西壁まで確認されている。また炭

化材が西コーナー部付近，焼土が南コーナー部の床面からそれぞれ確認されている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ７４�，Ｐ２は深さ７５�で，規模と位置から主柱穴である。

貯蔵穴 南コーナー部に位置している。長軸９８�，短軸８８�の長方形で，深さは８５�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。ロームブロックや炭化材を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第４図 第２号住居跡実測図
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覆土 １０層に分層できる。大半の層に炭化物を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２８５点（坏４２，甕２４２，甑１），土製品１点（球状土錘）が貯蔵穴と南コーナー部を中

心に出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片２点，混入した須恵器片２７点，瓦片，不明鉄製品も出土し

ている。１～３は貯蔵穴の覆土中層，５，DP１は南西壁際の床面，４は南西壁際の覆土下層からそれぞれ出

土している。

所見 焼土や炭化材の出土状況から焼失住居である。時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 炭化材・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 炭化材少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子多量，焼土粒子微量
５ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，炭化物少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

６ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・砂粒微量
１０ 黒 褐 色 焼土粒子・砂粒少量，炭化物微量

第５図 第２号住居跡出土遺物実測図

第２号住居跡出土遺物観察表（第５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１ 土師器 坏 １２�０ ５�５ － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラ磨き 内面放射状のヘラ磨き 貯蔵穴 １００％ PL２６

２ 土師器 坏 １３�７ ４�２ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部内面放射状のヘラ磨き 貯蔵穴 １００％ PL２７

３ 土師器 坏 １２�５ ４�６ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ナデ 体部内面放射状のヘラ磨き 貯蔵穴 ９５％

４ 土師器 坏 １２�１ ５�７ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 燈 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ当て痕 覆土下層 ９５％

５ 土師器 甑 ［２０�３］１５�２ ［６�４］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 床面 ６０％ PL４０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１ 球状土錘 ２�４ ２�６ ０�６ １２�６ 雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 床面 PL４５
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第３号住居跡（第６・７図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｄ１区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

第６図 第３号住居跡実測図
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重複関係 第６号住居跡を掘り込み，第６１・７１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９２ｍ，短軸４�４２ｍの長方形で，西コーナー部が削平されている。主軸方向はＮ－５６°－Ｗ

である。壁高は１５～５４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈手前から出入り口ピットにかけて踏み固められている。壁溝が竈東側から東コーナー部ま

で確認されている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３０�，燃焼部幅は６４�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さの地山の上に褐色土を積み上げて構築されている。第１１～１３層は袖部の土層である。火床部

は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２３�掘り込まれ，火床面か

ら水平に延び端部で直立している。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２０～５０�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１５�で，南東壁際

の中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
２ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量，焼土粒子・

炭化粒子極微量
６ 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量，

炭化粒子極微量

７ 暗 赤 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 明 赤 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
９ 暗 赤 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック・

ローム粒子少量
１１ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，炭化物少量，焼土ブロック微量
１２ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒子・細礫中量
１３ 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量，粘土粒子少量

第７図 第３号住居跡出土遺物実測図

―１６―



覆土 ８層に分層できる。砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２５５点（坏６８，甕１８６，甑１），須恵器片１２点（坏１１，蓋１），土製品３点（球状土錘２，

支脚１），石製品１点（紡錘車）が出土している。その他，混入した須恵器片３点，陶器片１点も出土してい

る。１０は竈の火床面，Ｑ１は中央部の床面から，９は中央部の覆土下層から，DP４は竈袖部付近の覆土下層

から横位で，６・７は北コーナー部壁際の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第６号住居跡（第８図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｅ１区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第３号住居と第６１・７１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１３ｍ，短軸３�８７ｍの方形で，主軸方向はＮ－５２°－Ｗである。壁高は１８～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北西壁付近の床が焼土化し，炭化材が中央部で確認されている。

ピット ４か所。Ｐ１は深さ３４�で，南東壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピット

である。Ｐ２～Ｐ４は深さ１１～１５�で，Ｐ１の北側に位置しているが性格は不明である。

覆土 １１層に分層できる。大半の層に焼土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
３ にぶい褐色 焼土ブロック多量，炭化物中量
４ 灰 黄 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量

５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，炭化物微量
６ にぶい黄褐色 炭化物・焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
３ 灰 黄 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量
６ 灰 黄 褐 色 炭化物中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７ にぶい黄褐色 炭化材・ローム粒子中量
８ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

第３号住居跡出土遺物観察表（第７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６ 土師器 坏 １１�０ ５�４ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 覆土上層 ９０％ PL２７

７ 土師器 坏 ［１１�４］ ３�４ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面放射状のヘラ磨き 覆土上層 ４５％

８ 土師器 坏 ［１１�６］ ３�７ － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ後，ヘラ磨き 覆土中 ４０％

９ 土師器 坏 ［１２�７］ ４�２ － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り 覆土下層 ４０％

１０ 須恵器 坏蓋 － （１�９） － 長石・石英 褐灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 天井部回転ヘラ削り 火床面 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２ 球状土錘 ２�４ ２�５ ０�７ １３�７ 長石・石英 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 覆土中 PL４５

DP３ 球状土錘 ２�８ ２�２ ０�７ １４�６ 長石・石英 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４ 支脚 （１６�０） ７�２ ４�７ （７０１�０）長石・石英 指頭圧痕 下部欠損 覆土下層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１ 紡錘車 ５�２ ０�８ ０�８ （２６�７） 凝灰岩 断面台形 両方向からの穿孔 下端欠け 床面 PL４７

―１７―



遺物出土状況 土師器片６６点（坏９，坩４，甕５２，甑１），土製品２点（支脚）が出土している。その他，混

入した須恵器片６点も出土している。１１は南東壁際付近の床面から出土している。炭化材が北，東コーナー部

へ向け放射状に出土している。

所見 焼土や炭化材が床面から出土していることから焼失住居である。時期は，出土土器から６世紀後葉と考

えられる。

９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 炭化材多量，焼土粒子少量

１１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化物少量

第８図 第６号住居跡・出土遺物実測図

第６号住居跡出土遺物観察表（第８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１１ 土師器 坏 ［１５�４］ ４�４ － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 床面 ４０％

―１８―



第８号住居跡（第９～１１図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｅ２区，標高１５�０ｍの河岸段丘上位の傾斜部に位置している。

第９図 第８号住居跡実測図�

―１９―



重複関係 西コーナー部を第７号住居，南部を第１９号住居，北西壁を第５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 北西軸６�０７ｍ，北東軸６�０４ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は２０～７２�で，ほ

ぼ直立している。南東壁と，南西壁の一部が削平されている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が確認された部分で巡っている。

竈 北西壁東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１４２�，燃焼部幅は５０�である。袖部およ

び燃焼部は地山を４０�ほど掘り込んで，褐色土を埋めた上に灰黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部

は床面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６２�掘り込まれ，火床面か

ら外傾して立ち上がっている。第７・８層は袖部の構築土，第９・１０層は掘方への埋土である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ４２～８１�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４～Ｐ６はそれぞれ深さが

１９～５４�で，性格は不明である。

覆土 ２０層に分層できる。大半の層にブロック状の焼土，ローム，砂質粘土を含む不自然な堆積状況から埋め

戻されている。

第１０図 第８号住居跡実測図�

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒中量，細礫少量，ローム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂

粒少量
３ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム

粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 灰少量，焼土ブロック・ローム粒子微量

５ にぶい黄褐色 粘土ブロック・砂粒中量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
７ 灰 黄 褐 色 砂粒中量，粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
９ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
１０ 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
５ にぶい黄褐色 炭化物・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化物少量，焼土粒子微量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

１２ 黒 褐 色 炭化物多量，焼土ブロック中量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック中量，焼

土粒子・炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
１７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
１８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少

量，ロームブロック微量
２０ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

―２０―



遺物出土状況 土師器片３１９点（坏４７，鉢２，甕２６９，ミニチュア土器１），須恵器片３８点（坏８，蓋３，高坏

１，�１，甕２５），土製品４点（球状土錘２，管状土錘２），石器１点（砥石），石製品１点（紡錘車），鉄製品

１点（刀子）が出土している。その他，混入した須恵器片５０点も出土している。Ｑ２は東コーナー部付近の床

面から，１７が南西壁際，１８・DP７は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第１１図 第８号住居跡出土遺物実測図

第８号住居跡出土遺物観察表（第１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１２ 土師器 坏 ［１２�０］（３�１） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外面ナデ 体部外面ヘラナデ 覆土中 ５％

１３ 土師器 坏 － （２�５） － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 覆土中 ５％

１４ 須恵器 坏蓋［９�４］（２�０） － 長石 灰 良好 天井部回転ヘラ削り 外面ロクロナデ 覆土中 ５％

１５ 須恵器 坏蓋 － （１�５） － 長石・黒色粒子 灰 良好 天井部回転ヘラ削り 外面ロクロナデ 覆土中 ５％

１６ 須恵器 高坏 － （５�９） － 長石・石英 黄灰 良好 坏部外面回転ヘラ削り 脚部内面ヘラナデ 覆土中 ２０％

―２１―



第９号住居跡（第１２・１３図）

位置 調査区東部のＫ１６ｇ２区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第６４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４３ｍ，短軸４�２５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は２０～４３�で，やや外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は南東コーナー部を除いて巡っている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１６�，燃焼部幅は５６�である。袖部およ

び燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，にぶい黄橙色土を埋めた上ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されて

いる。火床部は床面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４５�掘り込ま

れ，火床面から外傾して立ち上がっている。第１１層は袖部の構築土，第１２・１３層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２６～５４�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ４４�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １１層に分層できる。大半の層にブロック状のローム・焼土・砂質粘土を含む不自然な堆積状況から埋め

戻されている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化

粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

粒子少量
３ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量
４ 暗 褐 色 炭化物多量，焼土粒子中量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量
６ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物微量

７ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量
８ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１０ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量
１３ にぶい黄橙色 砂質粘土ブロック多量�焼土粒子・炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１７ 土師器 鉢 ［１４�６］１２�６ ７�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラ磨き 内面ヘラナデ 覆土下層 ５０％ PL３６

１８ 土師器 甕 １８�０ ４�８ ８�９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 底部外面ヘラ磨き 鉢転用ヵ 覆土下層 １００％ PL２８

１９ 須恵器 � － （４�６） － 黒色粒子 灰黄 良好 ロクロナデ 頸部外面ヘラ記号『×』 覆土中 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５ 球状土錘 ２�６ （２�４） ０�５ （１５�０）長石・石英・赤色粒子 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 一部欠け 覆土中 PL４５

DP６ 球状土錘（３�３）（２�９） ０�８ （１１�３）長石・石英・赤色粒子 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 欠け 覆土中

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７ 管状土錘（９�５） ５�２ １�３ （２２７�０）長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕一部欠け 覆土下層

DP８ 管状土錘（６�６）（２�８） １�４ （４６�３）長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 片側欠損 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ２ 砥石 （７�５） ７�０ ４�２ （２９７�０） 凝灰岩 砥面２面 床面 PL４８

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ３ 紡錘車 ４�７ １�６ ０�６ （１６�４） 滑石 表面研磨 側面磨き 上面線刻 上部半分欠け 半部欠損 一方向からの穿孔 覆土中

―２２―



土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・砂質粘土ブロッ

ク・焼土粒子少量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック多量，焼土

粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土ブロッ

ク微量

７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
９ 黒 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量

第１２図 第９号住居跡実測図

―２３―



遺物出土状況 土師器片２００点（坏１２，甕１８７，小形甕１），須恵器片１８点（坏２，椀１，甕１５）が出土してい

る。その他，流れ込んだ縄文土器片３点，石製品１点も出土している。２０，２１は西部の覆土下層から出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第１０号住居跡（第１４図）

位置 調査区東部のＫ１５ｄ８区，標高１６�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１０９号住居跡を掘り込み，南東部を第２９０～２９２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東軸は推定４�１２ｍ，南東軸は推定４�１０ｍで，遺存する壁と竈から主軸方向がＮ－５３°－Ｅの方

形または長方形と推測される。

床 ほぼ平坦である。

竈 東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６０�，燃焼部幅は３４�である。袖部は床面と同じ高

さの地山に砂質粘土を積み上げて構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏１２）が出土している。

第１３図 第９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量 ２ 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒

子微量

第９号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２０ 土師器 小形甕 １３�７ １４�３ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラ磨き 内面ヘラナデ 覆土下層 ９０％ PL３８

２１ 土師器 甕 １６�９（２３�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 輪積痕 覆土下層 ７０％

―２４―



所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第１１号住居跡（第１５図）

位置 調査区東部のＫ１５ｉ０区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 南コーナー部を第１２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３６ｍ，短軸２�５７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３１°－Ｗである。壁高は２０～４０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北西壁・南東壁の中央部を除いて確認されている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８３�，燃焼部幅は２６�である。袖部は床面

と同じ高さの地山に灰褐色土を積み上げて構築されており，内面が火を受けて赤変している。第８層は袖部の

構築土である。火床部は床面を浅く掘りくぼめている。煙道部は壁外に２７�掘り込まれ，火床面から緩やかに

立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１４～２９�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ３２�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

第１４図 第１０号住居跡実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少量
２ 褐 灰 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 黒 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・

砂質粘土ブロック微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土ブロック

微量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子

少量
８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量

土層解説
１ 黒 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
２ 黒 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 極 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

―２５―



遺物出土状況 土師器片７４点（坏１５，甕５８，甑１）が出土している。２３は竈内の覆土中層，２４は北部の床面，２２

は南東コーナー部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第１５図 第１１号住居跡・出土遺物実測図

第１１号住居跡出土遺物観察表（第１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２２ 土師器 坏 １３�９ ３�９ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土中層 １００％

２３ 土師器 坏 １２�２ ３�８ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 竈内 ９５％ PL２７

２４ 土師器 坏 ９�７ ４�８ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 １００％

―２６―



第１４号住居跡（第１６・１７図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｃ３区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 南東壁を第１３号住居，南西壁を第１５号住居，中央部を第６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８２ｍ，短軸５�６８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は１２～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

第１６図 第１４号住居跡実測図

―２７―



床 ほぼ平坦である。壁溝が南コーナー部の壁際で確認されている。中央部やや北西側から，焼土塊が確認さ

れている。

ピット ４か所。Ｐ１は深さ４６�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ２～Ｐ４は深さ１５～２３�で，性格は不

明である。

貯蔵穴 南コーナー部に位置している。長軸６５�，短軸６３�の方形で，深さは３７�である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。覆土は不自然な堆積状況から埋め戻されている。

覆土 ９層に分層できる。砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片３８点（椀１１，甕２７）が出土している。２５は南コーナー部壁際の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から４世紀と考えられる。

第１５号住居跡（第１８・１９図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｃ２区，標高１２�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１４号住居跡を掘り込み，南コーナー部を第１０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８７ｍ，短軸４�５２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は１０～３４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５８�，燃焼部幅は４８�である。袖部は床面

と同じ高さの地山に黒褐色土を積み上げて構築されている。第４～７層は袖部の構築土である。煙道部は壁外

に１０�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がり端部で直立している。

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子微量 ２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

６ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量

第１７図 第１４号住居跡出土遺物実測図

第１４号住居跡出土遺物観察表（第１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２５ 土師器 椀 ［１３�６］（３�４） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 体部内・外面器面摩滅 床面 ５％

―２８―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４０～５６�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１６�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴 南コーナー部に位置している。長軸８５�，短軸８２�の方形で，深さは６５�である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。覆土は不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第１８図 第１５号住居跡実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子極微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

―２９―



覆土 １０層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０７点（坏１２，高坏５，甕１６３，甑２６，手捏土器１）が出土している。その他，流れ込

んだ石製品２点，混入した須恵器片４点も出土している。２６は北西壁際，２７は北コーナー部付近，２９・３０は中

央部の床面からそれぞれ出土している。２８は南東壁付近の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

第１６号住居跡（第２０・２１図）

位置 調査区東部のＬ１６ｂ５区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸２�８６ｍ，短軸２�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－３６°－Ｗである。確認された壁高は１０～３２�

で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

７ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化
粒子微量

土層解説
１ 黒 色 焼土粒子・炭化物微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

６ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック微量
８ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量

第１９図 第１５号住居跡出土遺物実測図

第１５号住居跡出土遺物観察表（第１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２６ 土師器 坏 １３�４ ６�１ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 床面 ９５％ PL２６

２７ 土師器 坏 １２�７ ５�７ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 床面 ８０％

２８ 土師器 坏 ［１３�２］ ５�０ － 赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 覆土下層 ４０％

２９ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�７ － 長石・石英・雲母 褐 普通 体部内・外面器面摩滅 床面 ３０％

３０ 土師器 甑 － （７�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内面ヘラナデ 把手貼付後，ナデ 指頭圧痕 床面 １０％

―３０―



竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６２�，燃焼部幅は３４�である。火床部は床

面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けてわずかに赤変している。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床面か

ら緩やかに立ち上がっている。第４層は掘方への埋土である。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１５点（坏１，炉器台１，甕２１２，甑１）が出土している。その他，混入した陶器片１

点，磁器片３点も出土している。３２は北東壁付近から中央部にかけた覆土下層および床面から出土した破片が

接合したもので，出土状況から廃絶後に投棄されたものと考えられる。３１は覆土中から出土しており，流れ込

んだものである。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２０図 第１６号住居跡実測図

―３１―



第１７号住居跡（第２２～２５図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｄ５区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 南西壁を第２８号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�０２ｍ，短軸５�８８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は１７～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。壁溝が東コーナーと北西壁を除いて確認されている。

貼床は，ロームブロック主体のにぶい黄褐色土を埋めて構築している。

竈 北東壁東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７０�，燃焼部幅は２４�である。袖部および

燃焼部は地山を１０�ほど掘り込んで，にぶい黄褐色土を埋めた上に黒褐色土を積み上げて構築されている。火

床部は床面とほぼ同じ高さである。壁外への掘り込みはなく，煙道部は壁内でほぼ直立している。第４・５層

は袖部の構築土，第６層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５０～６５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２９�で，南東壁に

近い中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピットとみられる。

第２１図 第１６号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，ローム粒

子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 粘土粒子多量，焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子
微量

５ 黒 褐 色 粘土ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量

第１６号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３１ 土師器 炉器台［３�４］（６�２） － 長石・石英・赤色粒子 暗灰黄 普通 器受部内・外面ナデ 指頭押圧 外面一部ヘラ
削り 脚部外面ナデ 一部ヘラ削り 覆土中 ４０％ PL４２

３２ 土師器 甕 １６�０ ２２�４ ８�０ 長石・石英・雲母 黄褐 普通 内・外面剥離 覆土下層～床面 ７０％ PL３９

―３２―



第２２図 第１７号住居跡実測図�

―３３―



貯蔵穴 東コーナー部に位置している。長軸１０２�，短軸７８�の長方形で，深さは９５�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土はレンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第６層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片３４２点（坏１３，椀５，高坏１，甕３２０，小形甕２，甑１）が竈周辺と東コーナー部から

出土している。混入した土師器片２６点も出土している。３３は北東壁際の床面，３４は竈火床部の覆土下層，３５は

覆土中からそれぞれ出土している。３６・３８～４０は東コーナー部の床面からそれぞれ出土した破片が接合したも

のである。３７は竈付近の床面から出土している。３６～４０は出土状況からいずれも廃絶時に遺棄されたものと考

えられる。

所見 煙道部が壁外への掘り込みをもたない竈の形状であることや竈と隣接して付設されている貯蔵穴などが

特徴の住居である。時期は，出土土器から５世紀後葉と考えられる。

第２３図 第１７号住居跡実測図�

貯蔵穴土層解説
１ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 炭化粒子微量

３ 黒 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，

ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・砂粒少量
３ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量
５ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

第２４図 第１７号住居跡出土遺物実測図�

―３４―



第２５図 第１７号住居跡出土遺物実測図�

第１７号住居跡出土遺物観察表（第２４・２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３３ 土師器 椀 １３�７ ５�８ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 二次焼成 床面 ９５％ PL２７

３４ 土師器 椀 ９�９ ４�７ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 二次焼成 竈内 ８０％ PL２７

３５ 土師器 椀 １０�１ ５�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ヘラ削り後，指頭圧痕 覆土中 ８０％

３６ 土師器 椀 ［１１�７］ ７�２ ２�３ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 二次焼成 床面 ６０％

３７ 土師器 甕 １７�０ １６�０ ６�６ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ヘラ当て痕
二次焼成 口縁部輪積痕 床面 １００％ PL３８

３８ 土師器 甕 １６�８ ２９�１ ７�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 下端ヘラ削り 内
面ナデ 二次焼成 床面 ８０％ PL３９

３９ 土師器 甕 １８�２ ３２�５ ［７�５］長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面上半ヘラナデ 下端ヘラ削り 二次焼成 床面 ６５％

４０ 土師器 甑 ２０�０ １９�２ ８�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ヘラ当て痕 二次焼成 床面 ７５％ PL４０

―３５―



第１８号住居跡（第２６・２７図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｅ６区，標高１４�５ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

第２６図 第１８号住居跡実測図

―３６―



重複関係 東壁を第５号住居，南壁を第６８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東部が調査区域外に延びているため，東西軸は７�５４ｍで，南北軸は６�８８ｍが確認できただけで

ある。平面形は方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅと推測される。壁高は５５～８０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南東コーナー部を除いて確認されている。北西コーナー

部および南壁際付近において焼土が確認されている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ６２～８５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４は深さ１８�で，性格は不

明である。

覆土 １７層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片４５４点（坏１５３，甕３０１），土製品１３点（球状土錘４，管状土錘１，支脚８）が出土して

いる。その他，流れ込んだ縄文土器片１点，混入した須恵器片１５１点，陶器片２点，鉄製品２点，鉄滓５点も

出土している。４１は西壁溝の覆土下層から出土している。DP９～DP１３は覆土中から出土している。

所見 北西コーナー部および南壁際付近において焼土が確認されていることから焼失住居とみられる。時期は，

出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２７図 第１８号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化物

少量，焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量，ローム粒子少量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
１５ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

―３７―



第２０号住居跡（第２８図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｈ０区，標高１４�０ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

重複関係 南東壁を第５９号土坑，南西部を第８号溝，北西壁を第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北東壁は調査区域外へ延びていることや重複関係から，北西・南東軸は５�９２ｍで，北東・南西軸

は３�８４ｍが確認されただけである。主軸方向がＮ－５３°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は９�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３５�で，燃焼部幅は５０�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山に明赤褐色土を積み上げて構築されている。第７層は袖部の構築土である。火床部は床面

を浅く掘りくぼめ火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に５２�掘り込まれ，火床面から緩やかに立

ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５０�・６２�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ３は深さ４４�で南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ４～Ｐ８は深さ２０～３７�で，性格は

不明である。

覆土 ２層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１４６点（坏９，甕１３７）が出土している。４２は竈右袖部から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量
２ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土ブロック

少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量
４ 黒 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
７ 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
９ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・砂質粘土粒子中

量，炭化粒子少量

土層解説
１ にぶい黄褐色 炭化物少量，焼土粒子微量 ２ にぶい黄褐色 炭化物多量，焼土ブロック中量

第１８号住居跡出土遺物観察表（第２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４１ 土師器 坏 １０�２ ３�５ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 指頭痕 壁溝内 ９５％ PL２７

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP９ 球状土錘 ３�４ ２�９ ０�５ （３３�３）石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 一部欠け 覆土中 PL４５

DP１０球状土錘 ３�０ ２�４ ０�５ １８�５ 長石・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 覆土中 PL４５

DP１１球状土錘 ２�８ ２�４ ０�６ （１６�９）雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 一部欠け 覆土中 PL４５

DP１２球状土錘 ２�４ ２�２ ０�４ （１０�１）雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 一部欠け 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３管状土錘 ９�１ ４�５ １�５（１３９�３）長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 一部欠け 覆土中

―３８―



第２８図 第２０号住居跡・出土遺物実測図

―３９―



第２２号住居跡（第２９・３０図）

位置 調査区東部のＫ１５ｃ０区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 中央部を第３５８号土坑，西壁を第３６６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東半部が調査区域外へ延びているため，南北軸は４�０４ｍで，東西軸は４�２５ｍが確認されただけで

ある。遺存する壁から主軸方向がＮ－２０°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は１２～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南西コーナー部で確認されている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ４４～８０�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４は深さ３２�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ３層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

第２９図 第２２号住居跡実測図

第２０号住居跡出土遺物観察表（第２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４２ 土師器 甕 ２０�５（１８�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内・外面輪積痕 内面指頭痕 竈袖部 ３０％

―４０―



遺物出土状況 土師器片１０点（坏６，甕４）が出土している。その他，混入した須恵器片２点も出土している。

４３はＰ１の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第２４号住居跡（第３１・３２図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｆ６区，標高１４�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 南東部が調査区域外へ延びているため，北東・南西軸は４�８４ｍで，北西・南東軸は３�９２ｍが確認

できただけである。壁と竈から主軸方向がＮ－５９°－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は１０～４２�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。確認された範囲では，壁溝が巡っている。

竈 北東壁に付設されている。右袖部が調査区域外であるため，規模は焚口部から煙道部までは１００�，燃焼

部幅は６２�が確認されただけである。袖部および燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，明黄褐色土を埋めた上

に暗褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面には焼土が確認されている。

煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がり端部で直立している。第９・１０層が袖部の構

築土，第１１・１２層が掘方への埋土である。

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量

第３０図 第２２号住居跡出土遺物実測図

第２２号住居跡出土遺物観察表（第３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４３ 土師器 甕 ［２２�０］（３０�１） － 石英・雲母 褐 普通 体部内・外面器面摩滅 Ｐ１下層 ３０％

―４１―



竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子

少量
４ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック少

量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物微量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ にぶい黄橙色 焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 明 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量
１２ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化物少量，砂質粘土ブロック微量

第３１図 第２４号住居跡実測図

―４２―



ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２の深さは共に４３�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ３は深さ１７�で，南壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ６層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片９１点（坏２０，椀１，高台付坏２，甕６７，ミニチュア土器１），土製品３点（管状土錘

２，支脚１）が出土している。その他，混入した須恵器片４点も出土している。４４は竈左袖，DP１４は北西壁

際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

第２５号住居跡（第３３・３４図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｄ８区，標高１４�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 南東部が調査区域外へ延びているため，北東・南西軸は５�９２ｍで，北西・南東軸は３�２０ｍが確認

できただけである。遺存する壁と炉から，主軸方向がＮ－３３°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は

１２～３５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された範囲では，壁溝が巡っている。

炉 中央部のやや北西寄りに位置している。長径４０�，短径３０�の楕円形で，床面を５�掘りくぼめている。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量，焼土ブロ
ック・炭化粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子少量

第３２図 第２４号住居跡出土遺物実測図

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

第２４号住居跡出土遺物観察表（第３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４４ 土師器 坏 ［１９�６］（５�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 竈左袖 １５％

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１４管状土錘 ７�９ ４�４ １�７ １７０�０ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 二次焼成 床面 PL４６

―４３―



ピット ２か所。Ｐ１の深さは５３�，Ｐ２の深さは５５�で，規模と位置から主柱穴である。

覆土 ８層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８３点（椀１１，坩３，高坏３，鉢３，壺１，炉器台１，甕６０，小形甕１）が出土してい

る。４５は北壁際の覆土下層から，４８は炉付近の覆土下層から，４６・４９は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から４世紀と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第３３図 第２５号住居跡実測図

―４４―



第２６号住居跡（第３５図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｃ８区，標高１４�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 南東部が調査区域外へ延びているため，北東・南西軸は５�０４ｍで，北西・南東軸は３�７３ｍが確認

できただけである。遺存する壁から主軸方向がＮ－５８°－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は１２�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 ２層に分層できる。層厚は薄いが砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片５点（坏１，甕４）が出土している。５０は南部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第３４図 第２５号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック微量 ２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２５号住居跡出土遺物観察表（第３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４５ 土師器 高坏 － （５�３） ７�４ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 脚部外面ナデ 内面ヘラナデ ３孔式脚部 覆土下層 ４０％

４６ 土師器 壺 ［１４�４］（６�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面ナデ 頸部外面ヘラナデ 覆土中 ５％

４７ 土師器 炉器台［６�２］（２�５） － 長石・石英 橙 普通 器受部外面ナデ 内面一部ヘラ削り 一方向への穿孔 覆土中 １０％

４８ 土師器 甕 ２０�６（１９�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部輪積痕 体部内・外面ハケ目調整後，強いナデ 二次焼成 覆土下層 ４０％

４９ 土師器 小形甕 ６�３（４�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口縁部外面指頭痕 内面輪積痕 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土中 ６０％

―４５―



第２８号住居跡（第３６図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｅ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１７号住居跡を掘り込み，中央部から南部を第２７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４５ｍ，短軸３�３５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３８°－Ｅである。壁高は１６～４０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。北東壁際の床面で，焼土が確認されている。

第３５図 第２６号住居跡・出土遺物実測図

第２６号住居跡出土遺物観察表（第３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

５０ 土師器 坏 １４�２ ５�４ － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ナデ 二次焼成 覆土中層 １００％ PL２７

―４６―



竈 北東壁の北寄りに付設されている。焚口部の一部を第２７号住居に掘り込まれているため，規模は焚口部か

ら煙道部まで６０�，燃焼部幅４２�が確認できただけである。煙道部は壁外に１６�掘り込まれ，火床面から緩や

かに立ち上がっている。

覆土 ２層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片５８点（坏９，甕４９）が出土しているが，細片のため図示できなかった。

所見 時期は，重複関係から７世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物少量

３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子

微量

第３６図 第２８号住居跡実測図

―４７―



第２９号住居跡（第３７・３８図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｆ５区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 北部を第２７号住居，南部を第４２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北西・南東軸は４�２５ｍで，北東・南西軸は２�４０ｍが確認できただけである。遺存する壁と竈から

主軸方向がＮ－１１７°－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は４０～４２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 南東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８２�で，燃焼部幅は４０�である。袖部および燃焼

部は地山を１８�ほど掘り込んで，にぶい褐色土を埋めた上に暗褐色土を積み上げて構築されている。火床部は

床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外への掘り込みがなく，火床面か

ら外傾し壁内で立ち上がっている。第１２・１３層は袖部の構築土，第１４層は掘方への埋土である。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物微量
６ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 炭化物少量，焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量

１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

１１ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・細礫少量，ローム粒

子・粘土粒子微量
１３ 黒 褐 色 粘土粒子中量，細礫・砂粒少量，ローム粒子微量
１４ にぶい褐色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量

第３７図 第２９号住居跡実測図

―４８―



ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さが共に４６�で，規模と位置から主柱穴である。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５１点（坏１８，高坏３，甕１２９，小形甕１）が出土している。その他，流れ込んだ縄文

土器片２点，弥生土器片１点，混入した須恵器片６点，陶器片１点も出土している。５１・５４は竈の袖部，５３は

竈の覆土上層からそれぞれ出土している。５５は竈の火床面に逆位で据えられて出土しており，支脚として転用

されていたものである。５６は５５の上に重なっていたものが押しつぶされた状態で出土している。５２は中央部の

床面から出土している。

所見 煙道部が壁外への掘り込みをもたない竈の形状であることが特徴の住居である。時期は，出土土器から

６世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，

ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土粒子中量，炭化物・砂粒少量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化物・
ローム粒子少量

第３８図 第２９号住居跡出土遺物実測図

―４９―



第３０号住居跡（第３９・４０図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｆ５区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 南部を第８８号土坑，北西壁を第８９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�３６ｍ，短軸６�０６ｍの方形で，主軸方向はＮ－５２°－Ｗである。壁高は３０～４２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床であるが，南西部に向かって若干傾斜している。やや軟質で特に踏み固められている部分

は認められない。貼床は，ロームブロック主体の暗褐色土を埋めて構築している。壁溝が北西壁から南東壁ま

で確認されている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９５�で，燃焼部幅は６０�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さの地山ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。第１０層は袖部の構築土である。火床

部は床面を浅く掘りくぼめ火床面はわずかに赤変している。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床面から緩や

かに立ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５４～１００�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１６�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ６～Ｐ８は深さ３２～５１�で，Ｐ４の東

側に位置しているが性格は不明である。Ｐ１・Ｐ４の底面からは，柱のあたりが確認されている。

覆土 ８層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第９層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片５１４点（坏４３，蓋４，甕４６７），土製品４点（球状土錘１，支脚３）が竈付近の覆土中

から出土している。その他，流れ込んだ弥生土器片１６点，混入した須恵器片８５点，磁器片１点，石器１点，金

属製品２点も出土している。５７～５９は貼床の構築土から出土している。DP１５は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子・

砂粒少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・灰少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子微量

７ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
少量

８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子・灰少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
１０ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・細礫少量，

焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ

ク少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物中量，

砂質粘土ブロック少量
３ 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量

第２９号住居跡出土遺物観察表（第３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

５１ 土師器 坏 １４�１ ５�８ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ヘラ磨き 二次焼成 竈右袖部 １００％

５２ 土師器 坏 １３�４ ５�４ － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 放射状のヘラ磨き 二次焼成 床面 １００％ PL２７

５３ 土師器 坏 １２�８ ６�０ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面器面荒れ 竈内 １００％ PL２７

５４ 土師器 坏 １５�２ ５�５ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ヘラ削り後，ナデ 二次焼成 竈左袖部 ８０％ PL２６

５５ 土師器 小形甕 １２�８ １２�３ ６�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 二次焼成 竈内 ９５％ PL３８

５６ 土師器 甕 ［１７�７］３２�９ ８�２ 長石・石英・雲母 暗褐 普通 頸部外面上半ヘラ磨き 体部外面ヘラ削り後，
ナデ 下半ヘラナデ 輪積痕 竈内 ８０％ PL３９

―５０―



第３９図 第３０号住居跡実測図

―５１―



第３２号住居跡（第４１・４２図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｉ７区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 北コーナー部を第３１号住居，西コーナー部を第５１号住居，中央部を第７６号土坑，東コーナー部を第

３２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�８０ｍ，短軸３�５６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４３°－Ｗである。壁高は１０～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であるが，南西部に向かって若干傾斜している。中央部が踏み固められている。壁溝が北西壁と

北東壁の一部に確認されている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５５�で，燃焼部幅は３５�である。火床部は

第４０図 第３０号住居跡・出土遺物実測図

第３０号住居跡出土遺物観察表（第４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

５７ 土師器 坏 １４�２ ５�４ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 口縁部・体部内面ヘラ磨き
内面放射状のヘラ磨き 二次焼成 貼床中層 １００％

５８ 土師器 坏 １４�２ ５�４ － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ヘラ磨き
二次焼成 貼床中層 ９５％ PL２６

５９ 土師器 坏 １０�９ ５�６ － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 体底部外面ヘラ削り
内面放射状のヘラ磨き 貼床中層 ９５％ PL２６

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１５球状土錘 ３�１ ２�４ ０�６ １８�０ 長石・石英・赤色粒子 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１ 鎌 （１８�５） ５�７ ０�４ （７９�４） 鉄 弓状に彎曲 断面三角形 一部欠損 覆土下層 PL４９

―５２―



床面を浅く掘りくぼめ，火床面はわずかに赤変している。煙道部は壁外に４５�掘り込まれ，火床面から緩やか

に立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ２～Ｐ４は深さ２０～２４�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１５�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ１・Ｐ６は深さ２０�・１８�で，性格は

不明である。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７４点（坏１１，盤１，甕１６２），土製品２点（球状土錘２）が竈付近の覆土中から出土

している。その他，流れ込んだ縄文土器片２点，混入した須恵器片１３点，陶器片１点も出土している。６０は中

央部の床面，６１は中央部と竈の東側付近の覆土下層からそれぞれ出土している。DP１６・DP１７は覆土中から出

土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量，ローム粒

子微量
２ 黄 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第４１図 第３２号住居跡実測図

―５３―



第３４号住居跡（第４３・４４図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ７区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第４７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�１２ｍ，短軸５�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は３４～４６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝がほぼ全周している。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１２�で，燃焼部幅は４５�である。袖部お

よび燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，褐色土を埋めた上ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。

火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床面から緩

やかに立ち上がっている。第５・６層は袖部の構築土，第７・８層は掘方への埋土である。

第４２図 第３２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，ロー

ムブロック少量，炭化物微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子少量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

物少量

６ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化
粒子少量

７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土ブロック
少量

８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第３２号住居跡出土遺物観察表（第４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６０ 土師器 甕 １６�９（９�７） － 長石・石英・雲母 赤 普通 体部外面ナデ 内面ヘラ当て痕 床面 ３０％

６１ 土師器 甕 － （１１�５） － 長石・石英・雲母 褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラ磨き 内面ナデ 輪積痕 指頭痕 覆土下層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１６球状土錘 ２�７ ２�５ ０�６ １７�６ 長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 覆土中 PL４５

DP１７球状土錘 ２�５ ２�６ ０�６ １４�５ 長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 覆土中 PL４５

―５４―



第４３図 第３４号住居跡実測図

―５５―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２２～４６�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ３０�で南壁際の中

央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ６は深さ２８�で，性格は不明である。

覆土 １１層に分層できる。砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１５５（坏９，鉢４，甕１４２），土製品２点（球状土錘，支脚）が竈付近の覆土中から出

土している。その他，流れ込んだ石器１点，混入した須恵器片８点も出土している。６２，DP１８・DP１９は覆土

中から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第３７号住居跡（第４５・４６図）

位置 調査区南東部のＬ１５ｆ０区，標高１１�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第４号地下式坑に掘り込まれている。

規模と形状 西壁が削平されているため，南北軸は５�００ｍで，東西軸は４�６５ｍが確認できただけである。主軸

方向がＮ－３°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は８～１６�で，外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

物少量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子

少量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化

粒子微量

６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微

量
１０ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量

第４４図 第３４号住居跡出土遺物実測図

第３４号住居跡出土遺物観察表（第４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６２ 土師器 坏 ［１４�４］（４�１） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 外面指頭圧痕 覆土中 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１８球状土錘 ２�９ （１�７） ０�９ （１０�６）長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 指頭圧痕 欠け 覆土中

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１９ 支脚 （１２�０） ５�６ ３�３ （３３４�０）長石・石英 ナデ 指頭圧痕 一部欠け 覆土中

―５６―



床 ほぼ平坦で，中央部から南部にかけて踏み固められている。北東コーナー部際の床面で，焼土が確認され

ている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ５０～６５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４は深さ２４�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ５は深さ２４�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南西コーナー部に位置している。長軸５６�，短軸４７�の長方形で，深さは５０�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土はロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

３ 明 黄 褐 色 炭化物中量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第４５図 第３７号住居跡実測図

―５７―



覆土 ９層に分層できる。ロームブロック・粘土ブロック等を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片６５点（椀１，坩３，甕６１），土製品３点（球状土錘）が出土している。その他，混入

した須恵器片２点が出土している。６３は東壁付近の覆土下層，DP２２は床面からそれぞれ出土している。

所見 焼土が北東コーナー部際の床面で確認されていることから焼失住居と見られる。時期は，出土土器から

４世紀と考えられる。

第３８号住居跡（第４７・４８図）

位置 調査区中央部のＫ１４ａ９区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 中央部を第３３号住居と第６号掘立柱建物，北東壁を第１１号方形竪穴遺構，第８６号土坑と第３号井戸

および第９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�１２ｍ，短軸６�７０ｍの方形で，主軸方向はＮ－４２°－Ｗである。壁高は１０～４７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が南西壁を除いて確認されている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０８�で，燃焼部幅は４８�である。袖部は

床面１２�ほど堀り込んで，暗赤褐色土を埋めた上に暗褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床面を浅

く掘りくぼめ，火床面はわずかに赤変硬化している。煙道部は壁外に５２�掘り込まれ，火床面から緩やかに立

ち上がっている。第１０～１２層が袖部の構築土，第１３層が掘方への埋土である。

土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化物少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第４６図 第３７号住居跡出土遺物実測図

第３７号住居跡出土遺物観察表（第４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６３ 土師器 椀 ［９�８］ ４�３ ［３�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ハケ目調整後，ナデ 覆土下層 ５０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２０球状土錘 ３�０ ２�７ ０�７ ２１�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

DP２１球状土錘 ２�８ ３�１ ０�７ １７�８ 長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

DP２２球状土錘 ２�８ ２�３ ０�５ １６�１ 長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 床面 PL４５

―５８―



第４７図 第３８号住居跡実測図�

―５９―



ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６３～８３�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２８�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ６～Ｐ８は深さ１８～４３�で，性格は不

明である。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１１点（坏１９，高坏１，甕９１）が覆土中から出土しているが，細片のため図示できな

い。その他，混入した須恵器片６４点，灰釉陶器片１点，鉄滓１点も出土している。

所見 時期は，重複関係から７世紀後葉と考えられる。

第４２号住居跡（第４９図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｆ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第２９号住居跡を掘り込み，北コーナー部付近の北西壁から南東壁の中央部にかけて第１０号溝に掘り

込まれている。

規模と形状 西半部が削平されているため北西・南東軸は５�３７ｍで，北東・南西軸は２�３５ｍが確認できただけ

である。遺存する壁から主軸方向がＮ－４９°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は５４�で，ほぼ直立

している。

第４８図 第３８号住居跡実測図�

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
３ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量，ローム粒子微量
６ にぶい黄褐色 焼土ブロック多量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量

８ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化
粒子少量

９ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化

粒子少量
１３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
２ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・炭化物・砂粒少量

３ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量

―６０―



床 ほぼ平坦である。壁溝が北東壁から南東壁まで確認されている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１７～２１�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３点（坏１，甕２２），須恵器片２点（坏），土製品２点（球状土錘）が出土している。

その他，混入した須恵器片３点も出土している。６４は南東壁付近の床面，DP２４は東コーナー部の覆土下層か

ら出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物・粘土粒子少量，ローム粒子微量

３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

第４９図 第４２号住居跡・出土遺物実測図

―６１―



第４３号住居跡（第５０～５２図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｈ３区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 南西部を第４６号住居に掘り込まれている。

第５０図 第４３号住居跡実測図�

第４２号住居跡出土遺物観察表（第４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６４ 土師器 坏 － （４�５） － 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 二次焼成 床面 ６０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２３球状土錘 ３�２ ３�２ ０�７ ２５�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

DP２４球状土錘 ３�２ ２�８ ０�６ ２３�４ 長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土下層 PL４５

―６２―



規模と形状 北西・南東軸は５�０６ｍで，北東・南西軸は３�８０ｍが確認できただけである。主軸方向がＮ－５７°

－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は８～４４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が北西壁と南東壁で確認されている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８６�で，燃焼部幅は４０�である。袖部の一部およ

び燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，褐色土を埋めた上に黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は

床面を浅く掘りくぼめられている。煙道部は壁外へわずかに掘り込まれ，緩やかに立ち上がっている。第５～

８層が袖部の構築土，第９層が掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～４６�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ４２�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １０層に分層できる。ブロック状の不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片６１３点（坏１５８，甕４５２，甑３），土製品２点（球状土錘）が覆土中から出土している。

その他，混入した須恵器片４４点も出土している。６５は中央部の覆土下層から出土している。

所見 煙道部が壁外への掘り込みをわずかにもつ竈の形状であることが特徴の住居である。時期は，出土土器

から６世紀前葉と考えられる。

第５１図 第４３号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量

６ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，砂粒中量，焼土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロック

微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量�ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 炭化粒子微量

第５２図 第４３号住居跡出土遺物実測図

―６３―



第４４号住居跡（第５３・５４図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ０区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 南コーナー部を第３８号住居と第１１号方形竪穴遺構，北東壁を第４１号住居と第１０号方形竪穴遺構，北

部を第８２・８３号土坑，北西部を第９号溝に掘り込まれている。

第５３図 第４４号住居跡実測図

第４３号住居跡出土遺物観察表（第５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６５ 土師器 坏 ［１３�３］ ５�０ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面剥離 覆土下層 ５０％

６７ 土師器 坏 ［１５�０］（５�３） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ３０％

６８ 土師器 坏 ［１２�０］（４�３） － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 覆土中 ２０％

―６４―



規模と形状 北東・南西軸は５�４０ｍで，北西・南東軸は４�１８ｍが確認されただけである。遺存する壁と主柱穴

から主軸方向がＮ－３２°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は３２～４８�で，外傾して立ち上がってい

る。

床 ほぼ平坦である。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ６５�・１８�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ３は深さ１５�で，南東壁

際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴 東コーナー部に位置している。長軸１１８�，短軸８０�の長方形で，深さは６６�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。ブロック状の不自然な堆積状況から埋め戻されている。

覆土 １４層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１０２点（坏３０，甕７２），石器１点（砥石）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土

器片１点，混入した須恵器片７点も出土している。７０は貯蔵穴の覆土中層，７１は中央部の床面から出土してい

る。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，砂質粘土ブロック・
焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量�焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，砂質粘土ブロック微量

８ にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量
１４ にぶい黄褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

第５４図 第４４号住居跡出土遺物実測図

第４４号住居跡出土遺物観察表（第５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

６９ 土師器 坏 ［１３�８］ ５�５ － 石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口縁部内面ヘラ磨き 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 床面 ５５％ PL２６

７０ 土師器 坏 ［１１�６］ ５�１ － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラナデ 内面放射状のヘラ磨き 貯蔵穴 ８０％ PL２６

７１ 土師器 坏 ［１４�０］ ５�１ － 長石・石英・雲母 赤 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面器面荒れ 二次焼成 床面 ２５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４ 砥石 （７�０） ４�７ ２�８ （９９�０） 凝灰岩 砥面２面 端部欠損 覆土中

―６５―



第４７号住居跡（第５５～５７図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ６区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 東コーナー部から竈上部を第３４号住居，中央部から西部を第４８号住居，中央部を第１０４号土坑，南

東壁を第１０号溝に掘り込まれている。

第５５図 第４７号住居跡実測図

―６６―



規模と形状 長軸５�１６ｍ，短軸５�０５ｍの方形で，主軸方向はＮ－５６°－Ｅである。壁高は３２～５２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が北コーナー部から南コーナー部まで確認されている。

竈 北東壁中央部に付設されている。煙道部が第３４号住居に掘り込まれているため，規模は焚口部から煙道部

まで７０�が確認できただけで，燃焼部幅は５０�である。右袖部は床面とほぼ同じ高さの地山に暗褐色土を積み

上げて構築されている。左袖部および燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，黒褐色土を埋土した上に黄褐色土

を積み上げて構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。第１３

～１６層が袖部の構築土，第１７・１８層が掘方への埋土である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４２～６５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２０�で，規模と位

置から出入り口施設に伴うピットである。Ｐ６は深さ１２�で，性格は不明である。

貯蔵穴 南コーナー部に位置している。長軸９０�，短軸７０�の長方形で，深さは５５�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。ロームブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１６１点（坏２１，椀１，鉢１，広口壺１，甕１３７），須恵器片１点（坏），土製品２点（球

状土錘，支脚）が竈付近および覆土中から出土している。その他，混入した須恵器片１点も出土している。DP

２５は覆土中から出土している。DP２６は竈の火床面に据えられており，７４はDP２６の上に重なっていたものが押

しつぶされた状態で出土している。７５は竈左袖部付近の床面，７２・７３は竈左袖上部から，それぞれ出土してい

る。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，細礫・砂粒少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
９ にぶい黒褐色 粘土粒子中量，砂粒少量
１０ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量

１１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１２ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，砂粒少量
１３ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，焼土ブロック・細礫少量
１４ 極 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・粘土粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロック・砂粒

少量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，粘土粒子少量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量�焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

第５６図 第４７号住居跡出土遺物実測図�

―６７―



第４８号住居跡（第５８～６０図）

位置 調査区中央部のＫ１４ａ５区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第４７号住居跡を掘り込み，西コーナー部を第４９号住居，中央部を第１０４号土坑に掘り込まれている。

第５７図 第４７号住居跡出土遺物実測図�

第４７号住居跡出土遺物観察表（第５６・５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

７２ 土師器 坏 ［１４�３］（４�２） － 長石・石英 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面放射状のヘラ磨き 二次焼成 竈左袖 ２０％

７３ 土師器 坏 ［１３�７］（４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口縁部内面ヘラ磨き 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 竈左袖 ２０％

７５ 土師器 広口壺 １３�８（１５�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ヘラナデ 二次焼成 床面 ６０％

７４ 土師器 甕 １７�４ ２８�４ ６�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 竈火床面 ９０％ PL３９

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２５球状土錘 ３�２ （２�９） ０�７ （２３�４）長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２６ 支脚 １６�０ ９�４ ６�７ （１３３６�０）長石・石英 ナデ 指頭圧痕 一部欠け 竈内

―６８―



規模と形状 長軸４�８２ｍ，短軸４�７６ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は１２～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北西壁から南コーナー部まで確認されている。貯蔵穴

の周囲には高さ５�の高まりが確認されている。

第５８図 第４８号住居跡実測図

―６９―



竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８５�で，燃焼部幅は４０�である。袖部およ

び燃焼部は地山を２２�ほど掘り込んで，暗褐色土を埋めた上に黄褐色土を積み上げて構築されている。火床面

は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外への掘り込みがなく，火床面から外傾し壁内で立ち上がってい

る。第６・７層が袖部の構築土，第８～１０層が掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５５～７８�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１８�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴 南東壁際に位置している。長軸８０�，短軸７５�の方形で，深さは８０�である。底面は平坦で，壁は外

傾して立ち上がっている。砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２６９点（坏４０，壺１，甕２２７，甑１），須恵器片１点（坏身），土製品１点（支脚），石

器１点（砥石）が出土している。DP２７は竈の火床面に据えられた状態で出土しており，７９は竈火床部，８１は

北西壁付近の床面，８０は竈の左袖部内，７８は南東壁付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 煙道部が壁外への掘り込みをもたない竈の形状であることが特徴の住居である。時期は，出土土器から

６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ にぶい橙色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土ブロック微量

６ 黒 褐 色 粘土粒子中量，細礫少量，ローム粒子微量
７ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，細礫・砂粒少量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量

貯蔵穴土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒

子少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化物

微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，砂質粘土ブロック・

ローム粒子少量

４ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

第５９図 第４８号住居跡出土遺物実測図�

―７０―



第４９号住居跡（第６１・６２図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ３区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第４８・７１号住居跡を掘り込み，北西部を第５０号住居に掘り込まれている。

第６０図 第４８号住居跡出土遺物実測図�

第４８号住居跡出土遺物観察表（第５９・６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

７６ 土師器 坏 １１�９ ５�２ － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ７０％ PL２６

７７ 土師器 坏 ［１２�８］ ５�３ － 長石・石英・雲母 明褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面放射状のヘラ磨き 覆土中 ２５％

７８ 須恵器 坏身 １４�３ ５�４ － 長石・石英 灰 良好 口縁部内面沈線有り 底部外面回転ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL２６

７９ 土師器 壺 － （９�９） ４�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 輪積痕 竈火床面 ８０％

８０ 土師器 甕 ［１８�４］２０�２ ６�８ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 下端ヘラ当て痕 内・外面
輪積痕 内面ヘラ当て痕 底部木葉痕 竈左袖 ７０％

８１ 土師器 甑 ２６�３ ２８�５ ８�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 下端ヘラ削り 内・外面輪
積痕 把手貼付後，ナデ 床面 ９０％ PL４１

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２７ 支脚 （１９�３）１３�５ － （１９０５�０）長石・石英 ナデ 指頭圧痕 一部欠け 竈火床面

―７１―



規模と形状 一辺５�０９ｍの方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｗである。壁高は１４～３６�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 南西部がやや低くなっている。南部が踏み固められている。壁溝が北東壁から南東壁中央付近まで確認さ

れている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～６８�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２３�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

第６１図 第４９号住居跡実測図

―７２―



遺物出土状況 土師器片１３８点（坏４１，高台付坏２，甕９５），石器１点（砥石）が出土している。３６１は南東壁

際の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第５１号住居跡（第６３・６４図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｈ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第３２号住居跡を掘り込み，北東壁を第３１号住居，第１０１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西部が削平されているため北西・南東軸は６�１４ｍで，北東・南西軸は５�００ｍしか確認できなかっ

たが，主軸方向がＮ－３５°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。壁溝が北西壁から南東壁まで確認されている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１５�で，燃焼部幅は４０�である。火床部は床面

を浅く掘りくぼめ，火床面はわずかに赤変している。煙道部は壁外に２８�掘り込まれ，火床面から緩やかに立

ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５８～６８�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２４�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ５層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１２３点（坏２１，甕１０２），須恵器片１２点（坏身），土製品１点（球状土錘）が出土してい

る。８２・８３覆土中から出土している。DP２８は中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第６２図 第４９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
３ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量

４ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子

少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

第４９号住居跡出土遺物観察表（第６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３６１ 土師器 坏 １１�６ ３�４ － 赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ８０％ PL２８

３６２ 土師器 坏 ［１３�２］ ３�０ － 長石・石英 橙 普通 体部内・外面器面荒れ 覆土中 ４０％

―７３―



第６３図 第５１号住居跡実測図

―７４―



第５４号住居跡（第６５・６６図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｂ３区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第７１号住居跡を掘り込み，北壁を第７２号住居，南西コーナー部付近を第１０５号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と形状 長軸５�５６ｍ，短軸５�３８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は１４～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床である。貼床は，粘土ブロック主体の暗褐色土を埋めて構築している。壁溝が北東壁から

南東壁まで確認されている。北東コーナー部および東壁付近，南東壁際から焼土が確認されている。

竈 北壁東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�で，燃焼部幅は８０�である。煙道部は

壁外に６８�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４４～６４�で，規模と位置から主柱穴である。

覆土 単一層である。第２層は掘方への埋土である。粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片８２５点（坏１８４，甕６４１）が出土している。その他，混入した須恵器片６０点も出土して

いる。DP３２は南東壁付近の床面，８５はＰ４の覆土中層から出土している。

所見 北東コーナー部および東壁付近，南東壁際から焼土が確認されていることから焼失住居とみられる。時

期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第６４図 第５１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量，

ローム粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

中量
８ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化物少量

第５１号住居跡出土遺物観察表（第６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

８２ 土師器 坏 ［１２�６］（２�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部内・外面ナデ 覆土中 ５％

８３ 土師器 坏 ［１１�８］（３�３） － 長石・雲母 黄灰 普通 内・外面器面摩滅 覆土中 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２８球状土錘 ２�８ ２�４ ０�５ １５�８ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土下層 PL４５

―７５―



第６５図 第５４号住居跡実測図

―７６―



第５５号住居跡（第６７～６９図）

位置 調査区東部のＬ１５ｊ０区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第７７号住居跡を掘り込み，西部を第５６号住居と第４号井戸，南部を第６０・６７住居，東部を第６４号住

居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�２０ｍ，短軸７�１１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は２６～４２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北部から南部にかけて踏み固められている。

竈 ２か所。竈１は北東壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�で，燃焼部幅は４０�

である。袖部および燃焼部は地山を５�ほど掘り込んで，暗褐色土を埋めた上に黄褐色土を積み上げて構築さ

れている。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受け赤変硬化している。煙道部は壁外に２１�掘り込

まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第１４～１６層が袖部の構築土，第１７・１８層が掘方への埋土である。

竈２は北西壁中央部に付設されている。作り替えのため遺存状態が悪く，規模は焚口部から煙道部まで１１６

�，燃焼部幅は２５�が確認できただけである。火床面付近に浅い掘り込みが確認されている。長径７２�，短径

第６６図 第５４号住居跡出土遺物実測図

第５４号住居跡出土遺物観察表（第６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

８４ 土師器 坏 ［１３�０］（３�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 覆土中 ４０％

８５ 土師器 甕 － （９�５） ４�０ 長石・石英・赤色粒子 灰 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ヘラナデ 輪積痕 Ｐ４覆土中層 ７０％ PL３８

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP２９球状土錘 ２�８ ２�５ ０�７ １７�７ 長石・石英 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

DP３０球状土錘 ２�５ ２�１ ０�５ １１�６ 長石・石英・雲母 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

DP３１球状土錘 ２�７ （２�０） ０�７ （１０�６）長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP３２ 支脚 １６�４ ５�８ ３�８ ６０３�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 床面 PL４７

―７７―



第６７図 第５５号住居跡実測図�

―７８―



第６８図 第５５号住居跡実測図�

―７９―



５４�の楕円形で，深さ１３�である。覆土から少量の焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・灰・砂粒が確認さ

れている。規模から火床部とみられる。煙道部は壁外に４２�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がってい

る。袖部の遺存状態から，竈２から竈１へ作り替えられている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ５６～６５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４は深さ１２�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１はＰ４の東側に位置している。長軸９８�，短軸７６�の長方形で，深さは５４�である。

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土はレンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

貯蔵穴２はＰ４の南側に位置している。長軸８５�，短軸６５�の方形で，深さは６４�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土はレンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

覆土 １０層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１，３５８点（坏３４８，高坏７，壺８，直口壺１，甕９９４），須恵器片１０点（坏），土製品８

点（球状土錘５，支脚３）が中央部から東コーナー部にかけて出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片

５点，混入した土師器片１点，須恵器片９点，陶器片１点，土製品１点も出土している。８７は東コーナー部，８９

は北コーナー部の床面からそれぞれ出土している。９２は南東壁際の床面と貯蔵穴１の覆土中層から出土した破

片が接合したものである。８６は東コーナー部，９０は中央部，DP３７は北部の覆土下層からそれぞれ出土してい

る。９１は東コーナー部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈１土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子

微量
７ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
８ 赤 褐 色 焼土粒子多量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 灰 黄 褐 色 灰多量

１１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子
少量

１２ 暗 褐 色 砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・細
礫少量

１３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１４ にぶい黄褐色 細礫・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・細礫中量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・細礫中量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子中量

竈２土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子少量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
５ 褐 色 炭化物・焼土粒子微量

貯蔵穴１土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

３ 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・炭化粒

子少量，焼土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック・ローム

粒子少量

―８０―



第６９図 第５５号住居跡出土遺物実測図

第５５号住居跡出土遺物観察表（第６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

８６ 土師器 坏 １２�７ ４�４ － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面放射状のヘラ磨き 覆土下層 ７０％

８７ 土師器 坏 ［１４�８］ ４�９ － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面放射状のヘラ磨き 床面 ４５％

８８ 土師器 坏 ［１３�１］ ４�５ － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面器面摩滅 床面 ４５％

８９ 土師器 坏 ［１５�２］ ４�２ － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部内・外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面器面摩滅 床面 ５０％

―８１―



第６３号住居跡（第７０図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｊ２区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 西部を第６４号住居，南部を第６１号住居，北壁を第１１１号土坑と第１２８号土坑，中央部を第１１２号土坑，

北西部を第１２号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 南部が調査区域外に延びていることと重複関係から南北軸は４�３８ｍ，東西軸は３�９１ｍが確認でき

ただけである。遺存する壁と竈から主軸方向がＮ－１８°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は８～１４

�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦ある。中央部が踏み固められている。壁溝が東壁下で確認されている。

竈 北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８０�で，燃焼部幅は３２�である。袖部は床面とほぼ

同じ高さの地山に暗褐色土を積み上げて構築されている。第１１層は袖部の構築土である。火床部は床面をやや

掘りくぼめ，火床面は火を受けてわずかに赤変硬化している。

ピット 深さが４０�で，規模と位置から主柱穴である。

覆土 ７層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片４９点（坏３，甕４６）が出土しているが，細片のため図示できない。その他，流れ込ん

だ縄文土器片１点，混入した須恵器片７点も出土している。

所見 時期は，８世紀後葉に比定されている第６１号住居に掘り込まれていることや同一の方向軸に竈をもつ他

の住居跡から，６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土ブロック・焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

９０ 土師器 坏 ［１２�３］ ４�０ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 内面ナデ 覆土下層 ６０％

９１ 土師器 直口壺［７�９］（１１�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部外面ナデ後，ヘラ磨き 内面ナデ 体部
外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ヘラナデ 覆土上層 ６０％ PL３７

９２ 土師器 甕 ２７�６ ２７�４［１０�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面工具痕有り 内面ハケ状工具によるナデ 覆土下層～床面 ６０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP３３球状土錘 ２�９ ２�３ １�０ ９�７ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

DP３４球状土錘 ２�６ ２�４ ０�５ １５�８ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

DP３５球状土錘 ２�５ １�９ ０�７ １６�５ 雲母 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP３６ 支脚 １８�５ ９�３ ６�３ （１３９６�０）長石・石英 ナデ 指頭圧痕 竈内 PL４７

DP３７ 支脚 （１１�８）［７�０］ － （３６１�０）長石・石英 ナデ 覆土下層

―８２―



第６５号住居跡（第７１図）

位置 調査区南東部のＬ１５ｅ９区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 西半部は削平されているが，長軸４�４６ｍ，短軸４�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３６°－Ｗであ

る。壁高は８～１４�で，外傾して立ち上がっている。

床 北西側へ傾斜している。壁溝が北東壁から南コーナー部まで確認されている。

炉 東コーナー部付近に付設されている。長径４０�，短径３８�の円形で，床面を５�掘りくぼめている。

覆土 １１層に分層できる。大半の層にロームブロックや炭化物を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片５８点（坏３２，壺１，甕２５）が出土している。その他，混入した須恵器片１点も出土し

ている。９３・９４は覆土中からそれぞれ出土している。

第７０図 第６３号住居跡実測図

炉土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒

子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量，焼

土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量

６ 極 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・粘土粒子少量
７ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
９ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子少量
１１ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量

―８３―



所見 時期は，出土土器から，４世紀と考えられる。

第６８号住居跡（第７２図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｈ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 北部を第６９号住居と第１１６号土坑，西部を第７０号住居，南部を第１１５・１１７号土坑，中央部を第１３号

方形竪穴遺構と第１１８号土坑，北東壁を第１２１号土坑，東コーナー部を第７号地下式坑と第１３１号土坑に掘り込

まれている。

第７１図 第６５号住居跡・出土遺物実測図

第６５号住居跡出土遺物観察表（第７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

９３ 土師器 甕 － （２�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部内・外面ナデ 覆土中 ５％

９４ 土師器 甕 － （１�３）［６�２］長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部内・外面器面摩滅 覆土中 ５％

―８４―



規模と形状 長軸４�４８ｍ，短軸は推定４�３７ｍで，主軸方向がＮ－４０°－Ｗの方形または長方形と推測される。

壁高は３０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北西壁に付設されている。袖部が第１３号方形竪穴遺構に掘り込まれているため，規模は焚口部から煙道部

まで７０�で，燃焼部幅は５０�が確認できただけである。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，火床面から緩やかに

立ち上がっている。第５層は，袖部の構築土である。

覆土 単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２点（坏，甕）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見 出土土器が少ないため，明確な時期判定は困難であるが，竈が設けられていることと重複関係から古墳

時代後期で７世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
２ 黄 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

４ 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

第７２図 第６８号住居跡実測図

―８５―



第７１号住居跡（第７３～７５図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ３区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

第７３図 第７１号住居跡実測図�

―８６―



重複関係 東壁を第４９・５０号住居，南東部を第５４号住居と第１７２号土坑，西部を第７２号住居に掘り込まれてい

る。

規模と形状 長軸６�４２ｍ，短軸は推定６�４０ｍで，壁と竈から主軸方向がＮ－２０°－Ｗの方形または長方形と推

測される。壁高は３２～３８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が北壁から南壁まで確認されている。

竈 北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅６０�である。袖部は床面とほぼ同じ

高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第１６～１８層が袖部の構築土である。火床部は床面を浅く掘

りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち

上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５０～６０�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１３�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ２層に分層できる。粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１４９点（坏３５，高坏１，甕１１２，甑１），須恵器片２点（坏）が出土している。９５・９７

は東壁際，９８は西部，９６は北壁付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第７４図 第７１号住居跡実測図�

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黄 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，炭化粒子

少量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量

１１ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘土ブロック微量
１５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土ブロック

微量
１７ 赤 褐 色 焼土粒子多量
１８ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

少量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量 ２ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

第７５図 第７１号住居跡出土遺物実測図

―８７―



第７４号住居跡（第７６図）

位置 調査区南部のＬ１５ｅ２区，標高９�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

確認状況 南西壁が耕作による削平を受けている。竈やピットの配置から形状を推定した。

規模と形状 推定長軸４�３０ｍ，短軸４�１０ｍの方形または長方形で，主軸方向はＮ－３１°－Ｗである。壁高は８

～２５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が北東壁から南西壁まで確認されている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅４５�である。袖部および燃焼部は

地山を５�ほど掘り込んで，にぶい褐色土を埋めた上に黄褐色土を積み上げて構築されている。火床面は火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第１１～１３層は袖部

の構築土，第１４・１５層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３３～４７�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１５�で，南東壁付

近の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

覆土 １６層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１２５点（坏４０，椀１，高坏１，甕８３），須恵器片１１点（坏６，蓋２，甕３），土製品１

点（球状土錘）が出土している。その他，流れ込んだ土師器片１点も出土している。９９は北コーナー部付近，１００

とDP３８は中央部の床面付近からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子

微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物少量，炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

９ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，粘土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量
１１ にぶい黄褐色 粘土粒子・細礫・砂粒中量
１２ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・細礫少量
１３ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
１５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，砂粒少量，炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子

少量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量

９ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
１０ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１１ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１５ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量
１６ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第７１号住居跡出土遺物観察表（第７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

９５ 土師器 坏 １７�６ ５�８ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部沈線有り 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ５０％

９６ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ７５％

９７ 土師器 坏 ［１５�８］ ４�１ － 赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面器面摩滅 覆土下層 ４０％

９８ 土師器 高坏 － （５�４） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 脚部外面器面摩滅 内面ヘラ削り後，ナデ 覆土下層 ２０％

―８８―



第７６図 第７４号住居跡・出土遺物実測図

第７４号住居跡出土遺物観察表（第７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

９９ 土師器 坏 １１�１ ３�２ － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 床面 ８０％ PL２７

―８９―



第７５号住居跡（第７７・７８図）

位置 調査区南部のＬ１５ｃ３区，標高９�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸３�９５ｍ，短軸３�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は２３～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７６�，燃焼部幅４０�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山の上にローム粒子主体の褐色土を積み上げて構築されている。第７～９層は袖部の構築土

である。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受け赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�掘り込ま

れ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

第７７図 第７５号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１００ 土師器 坏 ［１１�３］ ３�５ － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 床面 ６０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP３８球状土錘 ３�１ ２�５ ０�８ （２１�８）長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 床面 PL４５

―９０―



ピット 深さは１４�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １４層に分層できる。大半の層に粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第１５層は

貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１２４点（坏２３，高坏１，甕１００），土製品１点（支脚）が出土している。その他，混入

した須恵器片３点，陶器片１点，瓦片１点も出土している。１０１は竈の火床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第７６号住居跡（第７９・８０図）

位置 調査区南部のＬ１５ｃ１区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 中央から北西部にかけて第１１号溝，東コーナー部を第１３２号土坑に掘り込まれている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
４ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
７ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量，砂粒微量
８ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化

粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，

焼土粒子微量

８ 黒 褐 色 粘土ブロック微量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量

第７８図 第７５号住居跡出土遺物実測図

第７５号住居跡出土遺物観察表（第７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１０１ 土師器 甕 － （４�２） ７�８ 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面器面荒れ 竈内 １０％

１０２ 土師器 甕 ［１４�０］（５�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内・外面器面荒れ 竈内 １０％

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP３９ 支脚 （６�６）（６�７） － （１２３�６）長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 覆土中

―９１―



規模と形状 西部が削平されているため北東・南西軸は４�７０ｍ，北西・南東軸は推定４�６０ｍで，主軸方向がＮ

－２９°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は３４～４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。焼土と粘土が南部の床面から確認されている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３２～６２�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ４２�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １０層に分層できる。ブロック状の不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第７９図 第７６号住居跡実測図

―９２―



遺物出土状況 土師器片１５６点（坏３３，高坏３，甕１０１，小形甕３，甑１５，手捏土器１）が出土している。その

他，流れ込んだ土師器片１点，石製品２点，不明鉄製品１点，混入した須恵器片１６点，陶器片９点，磁器片１

点，ガラス製品１点，瓦片３点も出土している。１０７はＰ５の覆土中層から出土している。１０３と１０６は中央部

の床面から出土している。１０４は中央部と南東壁際，１０５は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 南部の床面に焼土が確認されていることから焼失住居とみられる。時期は，出土土器から６世紀後葉と

考えられる。

第７７号住居跡（第８１図）

位置 調査区南東部のＭ１６ａ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第５５・６０・６４号住居と第１０８～１１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西・南東軸は４�９７ｍで，北東・南西軸は３�５０ｍが確認できただけである。主軸方向がＮ－３３°

－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は２４～３８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，確認された部分では壁溝が巡っている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４８～７４�で，規模と位置から主柱穴である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物中量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
９ 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量

第８０図 第７６号住居跡出土遺物実測図

第７６号住居跡出土遺物観察表（第８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１０３ 土師器 坏 １３�３ ４�６ － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部内・外面器面摩滅 床面 ８０％

１０４ 土師器 坏 １３�８ ５�０ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部内・外面器面摩滅 覆土下層 ８０％

１０５ 土師器 坏 １３�０ ４�５ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面器面摩滅 覆土下層 ５０％ PL２６

１０６ 土師器 高坏 － （６�６） １０�５ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 脚部外面ヘラ削り後，ナデ 指頭痕 下端ナデ
内面ヘラ削り後，ナデ 床面 ５０％

１０７ 土師器 手捏土器 ７�６ ３�４ ７�３ 長石・石英・赤色粒子 明褐 普通 体部外面ヘラ削り 内・外面指頭痕 Ｐ５中層 １００％ PL４２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２ 不明 （３�９） １�０ ０�５ （４�３） 鉄 断面方形 覆土中

―９３―



覆土 ８層に分層できる。大半の層にロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片４４点（坏３，高坏３，坩３，鉢３，甕３０，ミニチュア土器２），土製品１点（球状土

錘）が出土している。その他，混入した須恵器片２点も出土している。１０９，１１０は南側壁際の床面，１１１は東

側壁際の覆土下層，DP４０は南東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から４世紀と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量，
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック多量

第８１図 第７７号住居跡・出土遺物実測図

―９４―



第７８号住居跡（第８２・８３図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｈ４区，標高１２�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第６号地下式坑，第１４号方形竪穴遺構，第３号墓坑，第１３５・１５６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸は４�６５ｍで，東西軸は３�３８ｍが確認できただけである。主軸方向がＮ－２３°－Ｗの方形ま

たは長方形と推測される。壁高は１５～４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 全体的にほぼ平坦な貼床である。貼床は，粘土ブロック主体のにぶい黄褐色土を埋めて構築している。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ３０�，Ｐ２は深さ４０�で，規模と位置から主柱穴である。

第８２図 第７８号住居跡実測図

第７７号住居跡出土遺物観察表（第８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１０８ 土師器 高坏 － （５�１） １０�２ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 脚部外面ナデ 内面ヘラ削り後，ヘラナデ ３孔式脚部 覆土中 ４５％

１０９ 土師器 高坏 － （３�６） ７�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ナデ 内面ヘラ削り後，ナデ 床面 ５０％

１１０ 土師器 鉢 ９�０ ６�６ ４�７ 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部ヘラ当て痕 輪積痕 体部内・外面ヘラ
削り後，ナデ 床面 １００％ PL３６

１１１ 土師器 ミニチュ
ア土器 ３�９ ４�２ ３�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部内外面ナデ 覆土下層 １００％ PL４２

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４０球状土錘 ２�７ ２�３ ０�５ １５�４ 長石・石英・雲母 全面ナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 床面 PL４５

―９５―



覆土 １４層に分層できる。大半の層に細礫，ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第１５層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片２２３点（坏４７，甕１７６）が出土している。その他，混入した土師器片１点，須恵器片８

点が出土している。１１２はＰ１付近の覆土中層，１１３は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

第９５号住居跡（第８４図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｃ５区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 南東部を第１２号溝，北西部を第１５号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北東・南西軸４�２６ｍ，北西・南東軸は３�６５ｍが確認できただけである。主軸方向がＮ－４８°－Ｗ

の方形または長方形と推測される。壁高は５～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北東壁と南コーナー部で確認されている。

竈 北西部に付設されていたとみられるが，第１５号溝に掘り込まれているため火床部の一部が遺存しているだ

けである。規模や形状は不明である。火床面は火を受け赤変硬化している。

土層解説
１ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 細礫多量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロ

ック微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・細礫多量，ロームブロック・炭化

粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

ブロック微量，
５ 暗 褐 色 細礫中量，ロームブロック・炭化粒子少量，焼土

粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

８ 褐 色 炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量，

焼土粒子微量
１５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少

量，焼土ブロック微量

第８３図 第７８号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子少量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子微量
３ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

４ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量

第７８号住居跡出土遺物観察表（第８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１１２ 土師器 坏 ［１４�８］ ４�２ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 覆土中層 ４０％

１１３ 土師器 坏 ［１２�５］（３�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 覆土中 ３０％

―９６―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２６～５４�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１６�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １５層に分層できる。焼土ブロックや粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片９２点（坏１２，甕８０）が出土している。その他，混入した須恵器片１１点，陶器片３点，

磁器片２点，瓦片２点も出土している。

所見 出土土器が少ないため，明確な時期判定は困難であるが，６世紀後葉の土師器片がみられることから，

当該期まで使用されていたと考えられる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

９ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい黄褐色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１２ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック微量

第８４図 第９５号住居跡実測図

―９７―



第９７号住居跡（第８５・８６図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｅ７区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 北西壁を第９６号住居，南東部を第１４号溝に掘り込まれている。

第８５図 第９７号住居跡実測図

―９８―



規模と形状 北東・南西軸４�８７ｍ，北西・南東軸は３�８０ｍが確認できただけである。主軸方向がＮ－４５°－Ｗ

の方形または長方形と推測される。壁高は８～３５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北コーナー部から北東壁まで確認されている。

竈 北西壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６６�，燃焼部幅４０�である。袖部および燃

焼部は地山を１２�ほど掘り込んで，黒褐色土を埋めた上に黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床

面よりやや低く，火床面は火を受けて赤変硬化している。第２０・２１層は袖部の構築土，第２２層は掘方への埋土

である。

第８６図 第９７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

１３ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１８ にぶい黄褐色 焼土粒子多量，粘土ブロック・炭化粒子少量
１９ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化

粒子少量
２１ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・細礫・

砂粒少量
２２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量

―９９―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２５～４３�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２５�で，南東壁付

近の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

覆土 ８層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２３６点（坏１６，高坏１，鉢１，甕２１２，小形甕２，甑４），須恵器片３８点（坏１５，高台

付坏３，蓋９，甕１１）が出土している。１１４と１１６は中央部の床面から出土している。１１５は中央部と西コーナー

部の床面から出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第９８号住居跡（第８７・８８図）

位置 調査区南部のＫ１４ｉ７区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 東部を第８８・８９号住居，南西部を第９０号住居と第１５８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西・南東軸は３�３４ｍで，北東・南西軸は２�０８ｍが確認できただけである。平面形は遺存する壁

から主軸方向がＮ－４０°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は１０～１３�で，外傾して立ち上がってい

る。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，粘土ブロック微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，粘土粒子微量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量

第８７図 第９８号住居跡実測図

第９７号住居跡出土遺物観察表（第８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１１４ 須恵器 坏蓋［１３�４］（２�９） － 長石 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 天井部回転ヘラ削り 床面 ４５％

１１５ 土師器 甕 ２４�４ ３２�６ ８�１ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面器面荒れ 床面 ８５％ PL３９

１１６ 土師器 甕 ２２�４ ３２�３ ８�４ 石英・雲母・赤色粒子 明褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面器面荒れ 床面 ７０％ PL３９

―１００―



床 ほぼ平坦である。

覆土 ５層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏１，甕１０），須恵器片１点（蓋），土製品１点（管状土錘）が出土している。

１１７・DP４１は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第１００号住居跡（第８９・９０図）

位置 調査区南部のＬ１５ｂ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１７１号土坑を掘り込み，中央部から東壁にかけて第１７０・１７３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸は４�３５ｍ，東西軸は３�９０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は１６～４６�

で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０４�，燃焼部幅４５�である。袖部および燃

焼部は地山を２１�ほど掘り込んで，暗褐色土を埋めた上に黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床

面よりやや低く，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床面から緩やか

に立ち上がっている。第１０～１３層は袖部の構築土，第１４～１６層は掘方への埋土である。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化材微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第８８図 第９８号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・炭化物・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第９８号住居跡出土遺物観察表（第８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１１７ 土師器 坏 ［１２�３］ ２�９ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面器面摩滅 内面ナデ 覆土中 ２５％

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４１管状土錘 ８�２ ４�４ １�８～
２�５ １３０�３ 長石・石英・赤色粒子 ナデ 両方向からの穿孔 覆土中

―１０１―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１２～３１�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ３０�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １１層に分層できる。大半の層に粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１９点（坏２，甕１７），土製品１点（管状土錘）が出土している。その他，混入した須

恵器片８点も出土している。１１８は覆土中から出土している。

５ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量

１１ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック・細礫・砂粒少量
１２ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，細礫中量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，細礫少量
１４ 赤 褐 色 焼土粒子多量
１５ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子

少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

７ にぶい暗黄褐色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第８９図 第１００号住居跡実測図

―１０２―



所見 出土土器が少ないため，明確な時期判定は困難であるが，６世紀後葉の土師器片がみられることから，

当該期まで使用されていたと考えられる。

第１０３号住居跡（第９１～９４図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｃ８区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 南西壁を第１５号方形竪穴遺構，第１９９号土坑，Ｐ３の北西側を第１９６号土坑，中央部を第１９７号土坑，

北東壁付近を第１９８号土坑，北西壁から北東壁にかけて第１０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 北西・南東軸は９�００ｍで，北東・南西軸は２�１３ｍが確認できただけである。主軸方向がＮ－５０°

－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は３０～４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈付近が踏み固められている。壁溝が北コーナー部から東コーナー部まで確認されている。

間仕切り溝が，北東壁から４条確認されている。

竈 北東壁の西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１８�で，燃焼部幅は６０�である。袖部

は床面と同じ高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第１１～１４層は袖部の構築土である。火床部は

床面をやや浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５�掘り込まれ，火床面

から緩やかに立ち上がっている。

貯蔵穴 南東壁の東寄りに位置している。長軸１０７�，短軸９８�の方形で，深さは９８�である。底面は平坦で，

壁は直立している。覆土は粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２８～４８�で，規模と位置から主柱穴である。

第９０図 第１００号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，細礫少量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，細礫微量
４ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
６ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，細礫・砂粒少量，ローム粒子微量
７ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量

９ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，粘土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム

粒子微量
１１ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・細礫・砂粒少量
１２ にぶい赤褐色 焼土粒子・粘土粒子中量，細礫少量
１３ 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量，細礫・砂粒少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・

粘土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック少量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量

第１００号住居跡出土遺物観察表（第９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１１８ 土師器 甕 ［１５�２］（３�８） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 覆土中 ５％

―１０３―



第９１図 第１０３号住居跡実測図�

―１０４―



覆土 １６層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２００点（坏４１，坩１４，鉢１，甕１４３，小形甕１），須恵器片９点（坏３，蓋６），土製品

３点（球状土錘２，支脚１）が出土している。その他，混入した須恵器片１０点，磁器片１点も出土している。

１２６は竈の火床部と貯蔵穴の底面から出土した破片が接合したものである。１２１は北東壁の間仕切り溝付近の床

面と南東壁付近の覆土中層からそれぞれ出土した破片を接合したものである。１１９は南東壁付近の覆土中層か

ら出土している。土製支脚は竈の火床面に据えられた状態で出土している。１２０・１２２・DP４２は覆土中から出

土している。

所見 煙道部が壁外への掘り込みをほとんどもたない竈の形状であることが特徴の住居である。時期は，出土

土器から６世紀前葉と考えられる。

第９２図 第１０３号住居跡実測図�

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 細礫多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロ

ック微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量

９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・粘土
ブロック微量

１０ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第９３図 第１０３号住居跡出土遺物実測図�

―１０５―



第１０６号住居跡（第９５～９７図）

位置 調査区中央部のＫ１５ｂ１区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第２８８号土坑を掘り込み，南部を第１０４号住居，北コーナー部を第１９４号土坑，北東壁から南西壁ま

でを第１７号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２５ｍ，短軸４�８５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３８°－Ｗである。壁高は１０～５２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。炭化材と焼土が北部で確認されている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３６�，燃焼部幅５５�である。袖部は床

面とほぼ同じ高さの地山に黄橙色土を積み上げて構築されている。第２２～２５層は袖部の構築土である。火床部

は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床面か

第９４図 第１０３号住居跡出土遺物実測図�

第１０３号住居跡出土遺物観察表（第９３・９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１１９ 土師器 坏 ［１１�６］（３�４） － 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部内・外面ナデ 覆土中層 ５％

１２０ 土師器 坏 ［１２�７］（３�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面器面摩滅 内面ナデ 覆土中 ５％

１２２ 須恵器 坏身［１２�３］（４�４） － 長石・石英 灰 良好 ロクロ成形 覆土中 １０％

１２３ 須恵器 坏身［１１�８］（４�３） － 長石 灰 良好 ロクロ成形 覆土中 ５％

１２４ 須恵器 坏身 － （４�１） － 長石 灰 良好 ロクロ成形 覆土中 ５％

１２１ 須恵器 坏蓋［１６�６］ ５�１ － 長石 灰 良好 天井部回転ヘラ削り 覆土中層～床面 ３０％

１２５ 須恵器 坏蓋［１２�２］（３�４） － 長石・石英 暗灰黄 良好 天井部回転ヘラ削り 覆土中 ５％

１２６ 土師器 甕 ２１�２ ３２�４ ８�８ 長石・石英・赤色粒子 明黄褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 貯蔵穴 ８５％ PL４０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４２球状土錘 ２�１ ２�０ ０�４ （７�５）長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 一部欠け 覆土中 PL４５

―１０６―



ら緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 炭化物中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
９ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量
１０ 明 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
１１ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
１４ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量

１５ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 炭化粒子微量
１７ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
２０ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２１ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
２２ にぶい黄橙色 粘土粒子多量，焼土ブロック・細礫・砂粒少量，

炭化物微量
２３ 暗 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・砂粒少量，ローム

ブロック・炭化物微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，砂粒少量
２５ にぶい黄橙色 粘土粒子多量，細礫・砂粒少量

第９５図 第１０６号住居跡実測図

―１０７―



貯蔵穴 東コーナー部に位置している。長軸８５�，短軸５５�の長方形で，深さは８５�である。底面は平坦で，

壁は直立している。

覆土 ３１層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片３７７点（坏４９，甕３２６，甑１，ミニチュア土器１），須恵器片１点（高坏），土製品７点

（球状土錘４，支脚３）が出土している。その他，混入した須恵器片３０点も出土している。DP４７は竈の火床

面に据えられて出土しており，上面には多量の炭化物の付着が確認されている。１２７は竈内，DP４５は貯蔵穴の

覆土中層からそれぞれ出土している。１３１は中央部，DP４６は北西壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 焼土や炭化材が床面から出土していることから焼失住居の可能性が高い。時期は，出土土器から６世紀

中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック微量
１２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１６ 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量

１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
１８ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
１９ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化物中量
２０ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
２１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物微量
２３ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子微量
２４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロック・

焼土ブロック微量
２５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
２６ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２７ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２９ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３０ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
３１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第９６図 第１０６号住居跡出土遺物実測図�

―１０８―



第１０９号住居跡（第９８・９９図）

位置 調査区東部のＫ１５ｅ８区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 北部を第１０号住居，第２９０～２９２号土坑，南東コーナー部付近を第２９３・２９４号土坑に掘り込まれてい

る。

第９７図 第１０６号住居跡出土遺物実測図�

第１０６号住居跡出土遺物観察表（第９６・９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１２７ 土師器 坏 １１�７ ５�５ － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 竈内 １００％

１２８ 土師器 坏 １１�９（４�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 底部円形状に欠け 支脚転用ヵ 床面 ８５％

１２９ 土師器 坏 ［１１�８］ ５�３ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 ６０％

１３０ 須恵器 高坏 － （５�６） － 長石・石英 黄灰 良好 脚部内・外面ロクロナデ 覆土下層 ３０％

１３１ 土師器 甑 ２０�６ ２０�９ ７�３ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 把手貼付後，ナデ 床面 ７０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４３球状土錘 ２�７ ２�２ ０�５ （１４�９）長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 一部欠け 覆土中

DP４４球状土錘 ２�５ ２�２ ０�６ １１�６ 長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 焼成時の裂痕有り 覆土中 PL４６

DP４５球状土錘 ２�４ ２�２ ０�６ １１�４ 長石・石英・雲母 丁寧なナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 貯蔵穴 PL４６

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４６ 支脚 （１６�５）１０�０ ７�０ （１８７６�０）長石・石英 ナデ 指頭痕 一部欠け 床面

DP４７ 支脚 １５�３ ８�５ ８�０ （１２４６�０）長石・石英 ナデ 指頭痕 一部欠け 上面炭化物付着 竈内

―１０９―



規模と形状 長軸４�２０ｍ，短軸３�４５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６８°－Ｅである。壁高は１２～４５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床である。貼床は，ローム粒子主体の黒褐色土を埋めて構築している。

竈 東壁の東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅４５�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山に粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめている。煙

道部は壁外に１５�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

第９８図 第１０９号住居跡実測図

―１１０―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１４～５７�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２０�で，西壁際の

南寄りに位置し，竈と正対していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

覆土 ９層に分層できる。粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。第１０層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片３７１点（坏２５，高台付坏３，甕３４２，小形甕１），土製品３点（球状土錘２，支脚１）

が出土している。その他，混入した須恵器片７２点，陶器片３点，瓦片２点も出土している。DP５０は東壁際の

覆土下層から出土している。１３２は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
２ 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量

６ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物中量，粘土ブロック少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第９９図 第１０９号住居跡出土遺物実測図

第１０９号住居跡出土遺物観察表（第９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１３２ 土師器 小形甕［１４�２］１２�２［１０�９］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面指頭痕 内・外面器面荒れ 覆土中 ３０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４８球状土錘 ２�０ １�９ ０�４ （５�４）長石・石英・雲母・赤色粒子 丁寧なナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 一部欠け 覆土中

DP４９球状土錘 ２�６ ２�０ ０�４ １２�７ 長石・石英・赤色粒子 丁寧なナデ 指頭圧痕 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５０ 支脚 （１４�４） ７�０ － （６９９�０）長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 一部欠け 籾殻痕 覆土下層
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第１１１号住居跡（第１００図）

位置 調査区北西部のＩ１４ｊ１区，標高１２�５ｍの河岸段丘上位の傾斜部に位置している。

規模と形状 南側が削平されているため，北西・南東軸は２�７５ｍ，北東・南西軸は１�７０ｍが確認できただけで

ある。遺存する壁とピットから主軸方向がＮ－５８°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は２５�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。焼土が北東壁付近で確認されている。

ピット 深さが３０�で，規模と位置から主柱穴である。

覆土 １１層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２６点（坏３，甕２３）が出土している。その他，混入した須恵器片１点も出土している。

１３３は覆土中，１３４は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

７ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
８ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，炭化物少量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
１０ 黒 褐 色 炭化物多量，焼土ブロック中量
１１ にぶい黄褐色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量

第１００図 第１１１号住居跡・出土遺物実測図
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第１１２号住居跡（第１０１・１０２図）

位置 調査区東部のＪ１５ｉ４区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 北東部が調査区域外へ延びているため，北西・南東軸は３�５５ｍで，北東・南西軸は２�７０ｍが確認

されただけである。壁と竈から主軸方向がＮ－４２°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は１０～３０�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８６�，燃焼部幅３５�である。火床部は床面を浅く

掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立

ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第１０１図 第１１２号住居跡実測図

第１１１号住居跡出土遺物観察表（第１００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１３３ 土師器 坏 ［１２�６］（４�２） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 覆土中 １０％

１３４ 土師器 甕 － （９�５） ８�６ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ３０％
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ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さが１６�・１２�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ３は深さ２２�で，南東

壁際に位置しており，竈と正対していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

覆土 ４層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏１，甕１０），土製品１点（支脚）が出土している。その他，混入した須恵器

片１０点も出土している。１３５は竈の火床部，DP５１は竈の火床面に据えられて出土している。

所見 時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

第１１３号住居跡（第１０３・１０４図）

位置 調査区東部のＫ１５ｃ９区，標高１２�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 西部が削平されているため長軸４�７５ｍ，短軸は推定４�７０ｍで，主軸方向がＮ－１０°－Ｗの方形と

推測される。壁高は３０～７０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が全周している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０２�，燃焼部幅４５�である。袖部は地山を

１０�ほど掘り込んだ上に積み上げて構築されている。火床部は床面を３０�ほど掘りくぼめている。煙道部は壁

外に２０�掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック・ローム粒子・砂粒微量

３ にぶい黄褐色 粘土ブロック・砂粒少量
４ 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子微量

第１０２図 第１１２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
２ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック多量，炭化粒子中量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量

５ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
７ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物中量

第１１２号住居跡出土遺物観察表（第１０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１３５ 土師器 坏 １１�８ ５�０ － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部内・外面ヘラ削り後，ヘラナデ 竈内 ８０％ PL２６

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５１ 支脚 （１５�０） ８�４ ５�７ （７６０�０）長石・石英 ナデ 下部欠け 竈内
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第１０３図 第１１３号住居跡実測図
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ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２５～３６�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ３は柱穴痕が２か所確認さ

れている。Ｐ５・Ｐ６は深さがそれぞれ３０�で，南壁の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴う

ピットとみられる。

覆土 ８層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片８８点（坏１６，甕７１，甑１），須恵器片３点（坏），土製品１点（支脚）が出土している。

その他，混入した須恵器片４点も出土している。DP５２は竈の火床面に据えられた状態で出土している。１３８は

中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から７世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子中量，焼土ブロック微量

５ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１０４図 第１１３号住居跡出土遺物実測図

第１１３号住居跡出土遺物観察表（第１０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１３６ 土師器 坏 ［１３�３］（３�３） － 長石・石英・雲母 褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 ３０％

１３７ 土師器 坏 ［１３�０］（２�９） － 長石・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面放射状のヘラ磨き 覆土中 ５％

１３８ 土師器 甕 － （１７�９） ７�４ 長石・石英 にぶい黄褐 普通 体部内・外面器面摩滅 床面 ６０％

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５２ 支脚 （１２�８） ６�９ ５�２ （５２０�０）長石・石英・赤色粒子 ヘラナデ 下部欠損 竈内
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表２ 竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）主柱穴 出入口

ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２ Ｉ１３ｆ８ Ｎ－４４°－Ｗ ［方形］ ５�７０×（２�９７）１９～６０平坦 一部 ２ － － － １ 人為 土師器，土製品 ６世紀中葉 本跡�SI５

３ Ｊ１４ｄ１ Ｎ－５６°－Ｗ 長方形 ４�９２×４�４２１５～５４平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器，土製品，
石製品 ７世紀前葉 SI６�本跡�SK６１・７１

６ Ｊ１４ｅ１ Ｎ－５２°－Ｗ 方形 ４�１３×３�８７１８～３８平坦 － － １ ３ － － 人為 土師器，土製品 ６世紀後葉 本跡�SI３，SK６１・７１

８ Ｉ１３ｅ２ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ６�０７×６�０４２０～７２平坦（全周） ３ － ３ １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ６世紀中葉 本跡�SI７・１９，SB５

９ Ｋ１６ｇ２ Ｎ－３５°－Ｗ 方形 ４�４３×４�２５２０～４３平坦 ほぼ
全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器 ７世紀前葉 本跡�SK６４

１０ Ｋ１５ｄ８ Ｎ－５３°－Ｅ ［方形・
長方形］［４�１２］×［４�１０］ － 平坦 － － － － １ － － 土師器 ７世紀中葉 SI１０９�本跡�SK２９０～２９２

１１ Ｋ１５ｉ０ Ｎ－３１°－Ｗ 長方形 ３�３６×２�５７２０～４０平坦 一部 ４ １ － １ － 自然 土師器 ７世紀前葉 本跡�SI１２

１４ Ｌ１６ｃ３ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�８２×５�６８１２～４０平坦 一部 １ － ３ － １ 人為 土師器 ４世紀 本跡�SI１３・１５，SK６９

１５ Ｌ１６ｃ２ Ｎ－２９°－Ｗ 方形 ４�８７×４�５２１０～３４平坦 － ４ １ － １ １ 自然 土師器 ６世紀前葉 SI１４�本跡�SD１０

１６ Ｌ１６ｂ５ Ｎ－３６°－Ｗ 方形 ２�８６×２�８０１０～３２平坦 － － － － １ － 自然 土師器 ７世紀中葉

１７ Ｌ１６ｄ５ Ｎ－３０°－Ｅ 方形 ６�０２×５�８８１７～４０平坦 一部 ４ １ － １ １ 自然 土師器 ５世紀後葉 本跡�SI２８

１８ Ｉ１３ｅ６ Ｎ－８°－Ｅ 方形 ７�５４×６�８８５５～８０平坦 一部 ３ － １ － － 人為 土師器，土製品 ７世紀前葉 本跡�SI５，SK６８

２０ Ｉ１３ｈ０ Ｎ－５３°－Ｗ ［方形・
長方形］［５�９２］×［３�８４］ ９ 平坦 － ２ １ ５ １ － 不明 土師器 ６世紀中葉 本跡�SK５９，SD３・８

２２ Ｋ１５ｃ０ Ｎ－２０°－Ｗ ［方形・
長方形］（４�２５）×４�０４１２～１８平坦 一部 ３ １ － － － 不明 土師器 ６世紀中葉 本跡�SK３５８・３６６

２４ Ｌ１６ｆ６ Ｎ－５９°－Ｅ ［方形・
長方形］４�８４×（３�９２）１０～４２平坦（全周） ２ １ － １ － 自然 土師器，土製品 ６世紀前葉

２５ Ｌ１６ｄ８ Ｎ－３３°－Ｗ ［方形・
長方形］５�９２×（３�２０）１２～３５平坦（全周） ２ － － 炉１ － 自然 土師器 ４世紀

２６ Ｌ１６ｃ８ Ｎ－５８°－Ｅ ［方形・
長方形］５�０４×（３�７３） １２ 平坦 － － － － － － 人為 土師器 ７世紀前葉

２８ Ｌ１６ｅ４ Ｎ－３８°－Ｅ 長方形 ４�４５×３�３５１６～４０平坦 － － － － １ － 不明 土師器 ７世紀後葉 SI１７�本跡�SI２７

２９ Ｌ１６ｆ５ Ｎ－１１７°－Ｅ ［方形・長方形］（４�２５）×（２�４０）４０～４２平坦 － ２ － － １ － 自然 土師器 ６世紀前葉 本跡�SI２７・４２

３０ Ｊ１４ｆ５ Ｎ－５２°－Ｗ 方形 ６�３６×６�０６３０～４２平坦 一部 ４ １ ３ １ － 自然 土師器，土製品 ６世紀中葉 本跡�SK８８・８９

３２ Ｊ１４ｉ７ Ｎ－４３°－Ｗ 方形 ３�８０×３�５６１０～１８平坦 一部 ３ １ ２ １ － 自然 土師器，土製品 ６世紀後葉 本 跡�SI５１・３１，SK
７６・３２３

３４ Ｊ１４ｊ７ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�１２×５�１０３４～４６平坦 ほぼ
全周 ４ １ １ １ － 人為 土師器，土製品 ６世紀後葉 SI４７�本跡

３７ Ｌ１５ｆ０ Ｎ－３°－Ｗ ［方形・
長方形］５�００×（４�６５）８～１６平坦 一部 ３ １ １ － １ 人為 土師器，土製品 ４世紀 本跡�UP４

３８ Ｋ１４ａ９ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 ７�１２×６�７０１０～４７平坦 一部 ４ １ ３ １ － 自然 土師器 ７世紀後葉 本 跡�SI３３，SB６，方 形
竪穴１１，SK８６，SE３，SD９

４２ Ｌ１６ｆ４ Ｎ－４９°－Ｗ ［方形・
長方形］５�３７×（２�３５） ５４ 平坦 一部 － － ４ － － 自然 土師器，須恵器，

土製品 ６世紀中葉 SI２９�本跡�SD１０

４３ Ｊ１４ｈ３ Ｎ－５７°－Ｗ ［方形・
長方形］５�０６×（３�８０）８～４４平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器，土製品 ６世紀前葉 本跡�SI４６

４４ Ｊ１４ｊ０ Ｎ－３２°－Ｗ ［方形・
長方形］（５�４０）×（４�１８）３２～４８平坦 － ２ １ － － １ 人為 土師器，石器 ６世紀前葉 本跡�SI３８・４１，方形竪

穴１０・１１，SK８２・８３，SD９

４７ Ｊ１４ｊ６ Ｎ－５６°－Ｅ 方形 ５�１６×５�０５３２～５２平坦 一部 ４ １ １ １ １ 人為 土師器，須恵器，
土製品 ６世紀前葉 本跡�SI３４・４８，SK１０４，SD１０

４８ Ｋ１４ａ５ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ４�８２×４�７６１２～４０平坦 一部 ４ １ － １ １ 人為 土師器，須恵器，
土製品，石器 ６世紀中葉 SI４７�本跡�SI４９，SK１０４

４９ Ｊ１４ｊ３ Ｎ－４０°－Ｗ 方形 ５�０９×５�０９１４～３６平坦 一部 ４ １ － － － 人為 土師器，石器 ７世紀後葉 SI４８・７１�本跡�SI５０

５１ Ｊ１４ｈ５ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形・
長方形］６�１４×（５�００） ４０ 平坦 一部 ４ １ － １ － 不明 土師器，須恵器，

土製品 ７世紀中葉 SI３２�本 跡�SI３１，
SK１０１

５４ Ｋ１４ｂ３ Ｎ－２２°－Ｗ 方形 ５�５６×５�３８１４～３０平坦 一部 ４ － － １ － 人為 土師器 ７世紀前葉 SI７１�本跡�SI７２，SK１０５

５５ Ｌ１５ｊ０ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ７�２０×７�１１２６～４２平坦 一部 ３ １ － ２ ２ 人為 土師器，須恵器，
土製品 ６世紀後葉 SI７７�本跡�SI５６・６０・６４・６７，SE４

６３ Ｌ１６ｊ２ Ｎ－１８°－Ｗ ［方形・
長方形］（４�３８）×（３�９１）８～１４平坦 一部 １ － － １ － 人為 土師器 ６世紀中葉 本跡�SI６１・６４，SK１１１・

１１２・１２８，方形竪穴１２

６５ Ｌ１５ｅ９ Ｎ－３６°－Ｗ［長方形］［４�４６］×４�０５ ８～１４平坦 一部 － － － 炉１ － 人為 土師器 ４世紀

６８ Ｌ１６ｈ１ Ｎ－４０°－Ｗ ［方形・
長方形］［４�４８］×［４�３７］ ３０ 平坦 － － － － １ － 不明 土師器 ７世紀後葉 本跡�SI６９・７０，方形竪穴１３，

UP７，SK１１５～１１８・１２１・１３１

７１ Ｊ１４ｊ３ Ｎ－２０°－Ｗ ［方形・
長方形］６�４２×［６�４０］３２～３８平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器 ６世紀後葉 本跡�SI４９・５０・５４・７２，SK１７２

７４ Ｌ１５ｅ２ Ｎ－３１°－Ｗ ［方形・
長方形］［４�３０］×４�１０ ８～２５平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，

土製品 ７世紀前葉

７５ Ｌ１５ｃ３ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ３�９５×３�６６２３～３０平坦 全周 － １ － １ － 人為 土師器，土製品 ７世紀前葉

７６ Ｌ１５ｃ１ Ｎ－２９°－Ｗ ［方形・
長方形］４�７０×［４�６０］３４～４０平坦 － ４ １ － － － 人為 土師器 ６世紀後葉 本跡�SK１３２，SD１１

７７ Ｍ１６ａ１ Ｎ－３３°－Ｗ ［方形・
長方形］４�９７×（３�５０）２４～３８平坦 一部 ４ － － － － 人為 土師器，土製品 ４世紀 本跡�SI５５・６０・６４，

SK１０８～１１０

７８ Ｌ１６ｈ４ Ｎ－２３°－Ｗ ［方形・
長方形］４�６５×（３�３８）１５～４０平坦 － ２ － － － － 人為 土師器 ７世紀中葉 本跡�方形竪穴１４，UP６，墓坑３，SK１３５・１５６

９５ Ｋ１４ｃ５ Ｎ－４８°－Ｗ ［方形・
長方形］４�２６×［３�６５］５～２０平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器 ６世紀後葉 本跡�SD１２・１５

９７ Ｋ１４ｅ７ Ｎ－４５°－Ｗ ［方形・
長方形］４�８７×（３�８０）８～３５平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器 ７世紀後葉 本跡�SI９６，SD１４

９８ Ｋ１４ｉ７ Ｎ－４０°－Ｗ ［方形・
長方形］３�３４×（２�０８）１０～１３平坦 － － － － － － 人為 土師器，須恵器，

土製品 ７世紀後葉 本跡�SI８８～９０，SK１５８
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� 土坑

第１７２号土坑（第１０５図）

位置 調査区中央部のＫ１４ａ４区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第７１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸０�９２ｍ，短軸０�７４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－９°－Ｗである。深さは１８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。不規則な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片５点（坏４，甕１）が出土している。１４１～１４３は覆土下層から出土している。

所見 時期は出土土器や重複関係から６世紀中葉と考えられる。性格は不明である。

第３２５号土坑（第１０５図）

位置 調査区北部のＪ１３ｄ８区，標高９�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第１号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�３０ｍ，短径２�２４ｍの円形である。深さは８０�で，底面に深さ１６�のピットを有し，壁面は

外傾して立ち上がっている。

覆土 １３層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物を含み，不規則な堆積状況から埋め戻されて

いる。

遺物出土状況 土師器片１２７点（坏・椀２２，甕１０３，甑１，手捏土器１）が出土している。３２２・３２３は覆土中か

ら出土している。その他，混入した須恵器片８点（坏４，蓋１，甕３）が覆土中から出土している。

所見 時期は出土土器や重複関係から５世紀後葉と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 粘土粒子・炭化粒子少量
６ 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土ブロック

微量

８ 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 粘土粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１０ にぶい暗褐色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック微量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・炭化物中量，焼土粒子少量

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）主柱穴 出入口

ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

１００ Ｌ１５ｂ５ Ｎ－１８°－Ｗ 長方形 ４�３５×３�９０１６～４６平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，土製品 ６世紀後葉 SK１７１�本跡�SK１７０・１７３

１０３ Ｋ１４ｃ８ Ｎ－５０°－Ｅ ［方形・
長方形］９�００×（２�１３）３０～４０平坦 一部 ４ － － １ １ 人為 土師器，須恵器，

土製品 ６世紀前葉 本跡�方形竪穴１５，SK１９６～１９９，SD１０

１０６ Ｋ１５ｂ１ Ｎ－３８°－Ｗ 方形 ５�２５×４�８５１０～５２平坦 － － － － １ １ 人為 土師器，須恵器，
土製品 ６世紀中葉 SK２８８�本跡�SI１０４，SK１９４，SD１７

１０９ Ｋ１５ｅ８ Ｎ－６８°－Ｅ 長方形 ４�２０×３�４５１２～４５平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，土製品 ６世紀中葉 本跡�SI１０，SK２９０～２９４

１１１ Ｉ１４ｊ１ Ｎ－５８°－Ｗ ［方形・
長方形］（２�７５）×（１�７０） ２５ 平坦 － １ － － － － 人為 土師器 ６世紀前葉

１１２ Ｊ１５ｉ４ Ｎ－４２°－Ｗ ［方形・
長方形］３�５５×（２�７０）１０～３０平坦 － ２ １ － １ － 人為 土師器，土製品 ６世紀前葉

１１３ Ｋ１５ｃ９ Ｎ－１０°－Ｗ ［方形］ ４�７５×［４�７０］３０～７０平坦 全周 ４ ２ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ７世紀中葉
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第１０５図 第１７２・３２５号土坑・出土遺物実測図

第１７２号土坑出土遺物観察表（第１０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１４１ 土師器 坏 １４�６ ４�９ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面横位のヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ９５％ PL２７

１４２ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�７ － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面横位のヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ７０％ PL２６

１４３ 土師器 甕 ２３�０ （７�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部から頸部内・外面横ナデ 覆土下層 １０％

第３２５号土坑出土遺物観察表（第１０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２２ 土師器 甕 － （３�１） ６�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部下端縦位のヘラ削り 内面ナデ 底部ヘラ削り 覆土中 ５％

３２３ 土師器 甕 － （３�５） ７�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端縦位のヘラナデ 内面ヘラナデ 底部ヘラナデ 覆土中 ５％
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２ 奈良時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡３２軒，掘立柱建物跡３棟，土坑２基が確認されている。以下，確認された遺

構と遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第５号住居跡（第１０６～１１０図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｅ７区，標高１４�５ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

重複関係 第２・１８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北東部の大半が調査区域外へ延びているため，北西・南東軸は４�５０ｍで，北東・南西軸は１�８０ｍ

が確認できただけである。遺存する壁から主軸方向がＮ－６６°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は

４８～５２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が南コーナー部から南西壁まで確認されている。炭化材

が床のほぼ全域から出土している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４２�・４８�で，規模と配置から主柱穴である。

覆土 １０層に分層できる。大半の層にロームブロックや焼土ブロック，炭化材を含み不自然な堆積状況から埋

め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１３５点（坏２０，鉢１，甕１１２，小形甕２），須恵器片５０点（坏３９，蓋７，捏鉢１，長頸

瓶１，甕１，香炉ヵ１），土製品２点（支脚），石製品１点（紡錘車），金属製品２点（刀子，鉄斧），木製品１

点（刳物桶ヵ）が中央部と南東壁際の床面および北西壁付近の覆土下層を中心に出土している。その他，炭化

材が床面および覆土下層から出土している。Ｗ１は南東壁際の床面，１４６・１５１・１５９・１６５・１６６・１７９・１８０は

北西壁付近，１４８・１５３・１７６・Ｑ５は中央部，Ｍ４は南西壁付近の覆土下層からそれぞれ出土している。 １６０・

１５０，１４７・１７３・１７７，１６３・１８１はそれぞれ正位で，１７１・１７０・１６８・１７４は正位から崩れた状態で，１５２・１６２・

１７２，１５６・１５４・１６１，１６７・１５８，１７５・１５５はそれぞれ逆位で，北西壁付近の覆土下層からそれぞれ重なった状

態で出土している。炭化材は，�は中央部，�・�・�は南西壁付近，�は南東部の床面，�・	は南西壁際

の覆土中層からそれぞれ出土している。遺物の多くは焼失に伴い煤が付着している。

所見 炭化材が中央部から南東部までの床面，北西壁付近の覆土下層で確認されていることから焼失住居であ

る。北西壁付近では，焼土や炭化材を含まない覆土の上に，完形の土師器坏や小形甕あるいは須恵器坏などが

正位や逆位で，重ねられた状態で出土している。また，炭化材がこれより上位で出土していることから，不測

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化材多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化材多量，ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材中量，焼土粒子少量

６ にぶい黄褐色 炭化材多量，焼土ブロック中量，ロームブロック少量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化材中量，焼土粒子少量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック・炭化材多量，焼土ブロック少量
９ 褐 色 炭化物・ローム粒子多量，焼土ブロック中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化材中量

表３ 土坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古
新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１７２ Ｋ１４ａ４ Ｎ－９°－Ｗ 長方形 ０�９２ × ０�７４ １８ 平坦 外傾 人為 土師器 ６世紀中葉 SI７１
本跡

３２５ Ｊ１３ｄ８ － 円形 ２�３０ × ２�２４ ８０ 平坦
ピット有 外傾 人為 土師器 ５世紀後葉 本跡
堀１

―１２０―



○1

○1 ○5 ○6 ○8 ○9 ○12 ○13

○2 ○3

○7

○9

○4

○6 ○5

○8

○10

○20

○12

○11 ○14

○13

○21

○15
○16

○19
○25

○26
○27

○24

○18
○17

○23○28

○22

○2 ○3 ○7○4 ○10

○20

○11 ○14 ○21○15 ○16 ○19 ○25

○26 ○27○24○18○17

○23○28

○22

W1　刳物桶カ　出土状況

の焼失による廃絶と考えられる。時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。なお，住居構築材と思われ

る炭化材及び木製品・紐状炭化物については樹種同定を行い，ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節，イネ科タ

ケ亜科，イネ科，及びバラ科サクラ属という分析結果を得ている（付章参照）。

第１０６図 第５号住居跡実測図
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第１０７図 第５号住居跡出土遺物実測図�
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第１０８図 第５号住居跡出土遺物実測図�
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第１０９図 第５号住居跡出土遺物実測図�
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第１１０図 第５号住居跡出土遺物実測図�

第５号住居跡出土遺物観察表（第１０７～１１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１４４ 土師器 坏 １４�０ ４�２ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １００％ PL２７

１４５ 土師器 坏 １３�４ ３�４ － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 底部外面ヘラ削り 二次焼成 覆土下層 １００％ PL２８

１４６ 土師器 坏 １４�４ ３�２ － 長石・石英 明赤褐 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 二次焼成 覆土下層 ９５％ PL２８

１４７ 土師器 坏 １３�５ ４�０ － 長石・石英 にぶい褐 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 二次焼成 覆土下層 ９５％ PL２８

１４８ 土師器 坏 １４�２ ２�８ － 長石・石英 橙 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 二次焼成 覆土下層 ９０％

１４９ 土師器 坏 １５�１ ３�５ － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 二次焼成 刻書『□』 覆土下層 ６５％ PL２８

１５０ 須恵器 坏 １３�７ ４�０ ９�４ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 覆土下層 １００％

１５１ 須恵器 坏 １３�２ ３�６ ８�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り
二次焼成 覆土下層 １００％ PL２９

１５２ 須恵器 坏 １２�８ ３�５ ８�１ 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部下端ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り
二次焼成 覆土下層 １００％ PL２９

１５３ 須恵器 坏 １３�３ ３�８ ８�５ 長石・石英・雲母 灰黄 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
不定方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 ９５％

１５４ 須恵器 坏 １１�３ ３�９ ７�２ 長石・石英 灰 良好 底部外周部不定方向のヘラ削り 中央部一方向
のヘラ削り 覆土下層 １００％

１５５ 須恵器 坏 １０�７ ４�３ ５�４ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 覆土下層 １００％ PL２９

１５６ 須恵器 坏 １０�５ ３�７ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り
二次焼成 覆土下層 １００％ PL３０

１５７ 須恵器 坏 １２�８ ４�２ ８�５ 長石・石英・雲母 灰白 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り
二次焼成 覆土下層 １００％

PL２９・４３

１５８ 須恵器 坏 １３�３ ４�２ ９�４ 石英・雲母 灰黄 良好 体部下端，底部回転ヘラ削り 底部外面ヘラ書
き『×』 二次焼成 覆土下層 ９５％

PL２９・４３

１５９ 須恵器 坏 １３�３ ３�８ ９�５ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端，底部回転ヘラ削り 底部外面ヘラ書
き『×』 二次焼成 覆土下層 ９０％

PL２９・４３

１６０ 須恵器 坏 １３�２ ４�２ ８�３ 長石・石英・赤色粒子 黄灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 覆土下層 ９５％
PL２９・４３
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第７号住居跡（第１１１～１１３図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｄ１区，標高１５�０ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

重複関係 第８号住居跡を掘り込み，竈の煙道部を第７０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西部が調査区域外へ延びているが，長軸５�６５ｍ，短軸５�２５ｍで，主軸方向がＮ－７２°－Ｗの方

形または長方形である。壁高は２８～７５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が北壁で確認されている。

竈 北西壁に付設されている。煙道部を第７０号土坑に掘り込まれているため，規模は焚口部から煙道部まで１１０

�，燃焼部幅７０�が確認できただけである。袖部および燃焼部は地山を１５�ほど掘り込んで，褐色土を埋土し

て構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ

２０�掘り込み，火床面から緩やかに外傾し立ち上がっている。第１１・１２層は掘方への埋土である。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１６１ 須恵器 坏 １０�６ ３�６ ６�９ 長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り ヘラ書
き『×』 二次焼成 覆土下層 １００％

PL２９・４３

１６２ 須恵器 坏 １０�５ ３�７ ７�３ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 底
部外面ヘラ書き『×』 二次焼成 覆土下層 ９５％ PL４３

１６３ 須恵器 坏 １４�６ ４�８ ８�２ 長石・雲母 灰黄 良好 底部回転ヘラ削り後，雑なナデ 覆土下層 ９５％ PL２９

１６４ 須恵器 坏 １４�０ ４�７ ８�４ 長石・石英・雲母 灰オリーブ 良好 底部一方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 １００％ PL２９

１６５ 須恵器 坏 １４�３ ３�７ １０�０ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 覆土下層 １００％ PL２９

１６６ 須恵器 坏 １３�８ ４�４ ８�７ 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 ９０％ PL２９

１６７ 須恵器 坏 １３�４ ３�９ ８�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部一方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 １００％ PL３０

１６８ 須恵器 坏 １４�２ ４�４ ７�０ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部外周回転ヘラ削り 中
央一方向のヘラ削り 覆土下層 ９５％

１６９ 須恵器 坏 １４�１ ３�６ １０�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰 良好 底部外周不定方向のヘラ削り 中央一方向のヘラ削り 覆土下層 ９０％

１７０ 須恵器 坏 １４�０ ３�７ ８�０ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 二次焼成 覆土下層 ９５％

１７１ 須恵器 坏 １３�５ ４�２ ８�０ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 覆土下層 ９０％

１７２ 須恵器 坏 １２�５ ３�９ ９�２ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
回転ヘラ削り 覆土下層 １００％ PL３０

１７３ 須恵器 坏 １３�６ ４�２ ８�７ 長石・石英・雲母 灰 良好 底部不定方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 ８０％

１７４ 須恵器 坏 １２�７ ４�０ ８�４ 長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
不定方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 １００％ PL３０

１７５ 須恵器 坏 １１�０ ４�９ ７�３ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 底部回転ヘラ切り後，一方向のヘラ削り 二次焼成 覆土下層 ９５％ PL３０

１７６ 須恵器 蓋 １５�５ ３�３ － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土下層 １００％ PL３３

１７７ 土師器 鉢 １７�２ ６�２ １０�３ 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 覆土下層 ９０％ PL３６

１７８ 須恵器 捏鉢 １６�０ ８�７ １０�２ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り 一方向からの穿孔 １３孔 覆土下層 ９５％ PL３６

１７９ 須恵器 長頸瓶 － （２３�９） ８�６ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 二次焼成 覆土下層 ８５％ PL３７

１８０ 土師器 小形甕 １４�２ １７�３ ８�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 輪積痕 底部木葉痕 床面 １００％ PL３８

１８１ 土師器 小形甕 １５�２ １６�７ ８�６ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラナデ 下端ヘラ削り 内面ナデ
底部木葉痕 二次焼成 覆土下層 ９５％ PL３８

１８２ 須恵器 香炉ヵ － （５�９）［７�４］長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 透し孔方向へのヘラ削り ３孔 覆土中 ２５％ PL４２

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ５ 紡錘車 （４�５）（１�４） ０�８ （２３�５） 蛇紋岩 上部，側部一部欠け 側面に楔状の線刻 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３ 刀子 （１１�７）（１�６） ０�５ （１０�３） 鉄 刃部断面三角形 茎部断面長方形 木質付着 覆土下層 PL４９

Ｍ４ 鉄斧 ８�０ ４�５ １�７ （１３４�１） 鉄 方形の袋部を有し，刃部は幅広 袋部内木質付着 覆土下層 PL４９

番号 種別 器種 口径 器高 底径 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｗ１ 木製品 刳物桶ヵ １７�０ － － バラ科の樹木
（サクラ属） 円筒形 外面鑿状工具痕 床面
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第１１１図 第７号住居跡実測図
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ピット ５か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３５�・５５�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ３～Ｐ５は深さ２５～５６�

で，配列と規模から壁柱穴とみられる。

覆土 １４層に分層できる。ロームブロック等を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片４４５点（坏４３，甕４０１，小形甕１），須恵器片５８点（坏３１，高台付坏２，蓋１３，高盤３，

鉢１，短頸壺１，横瓶ヵ１，甕６），土製品１点（管状土錘），金属製品４点（刀子２，不明２）が出土してい

る。その他，流れ込んだ縄文土器片６点，混入した陶器片１点も出土している。１８６・１８７・１９５は竈付近，Ｍ

５は南東壁付近の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

物少量
２ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
３ 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子

少量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，砂質粘土ブ

ロック・炭化物少量

６ 褐 色 炭化物微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量
８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ にぶい黄褐色 炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黄 褐 色 ローム粒子多量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量，

砂質粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
７ 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック多量，炭化粒子

少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物

少量，焼土ブロック微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量，

砂質粘土ブロック少量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

粒子少量
１４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量

第１１２図 第７号住居跡出土遺物実測図�

―１２８―



第１１３図 第７号住居跡出土遺物実測図�

第７号住居跡出土遺物観察表（第１１２・１１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１８３ 土師器 坏 ［１３�０］（２�１） － 長石・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラナデ底部ヘラ削り 覆土中 ５％

１８４ 須恵器 坏 － （３�８） ７�３ 長石・石英 灰白 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中 ３５％

１８５ 須恵器 坏 － （２�６） ６�６ 長石・石英 灰 良好 底部一方向のヘラ削り 覆土中 ３０％

１８６ 須恵器 坏 － （１�１） ７�６ 長石・石英・雲母 灰黄 良好 底部不定方向のヘラ削り 床面 ３０％

１８７ 須恵器 坏 － （１�２）［６�５］長石・石英 黄灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転糸切り 床面 １５％

１８８ 須恵器 高台付坏 － （２�６）（８�２）長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す高台貼り付け 覆土中 ３０％

１８９ 須恵器 高台付坏 － （２�０）［１０�２］石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土中 １０％

１９０ 須恵器 蓋 ［１０�８］（２�０） － 長石・石英・雲母 灰オリーブ 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中 ５０％

１９１ 須恵器 蓋 － （２�８） － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中 ２０％

１９２ 須恵器 蓋 ［１４�４］（２�０） － 長石・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％

１９３ 須恵器 高盤 － （５�１） － 長石・石英・雲母 灰 良好 外面ロクロナデ 脚部内面ヘラ削り 覆土中 ２０％

―１２９―



第１２号住居跡（第１１４・１１５図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｉ０区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�１２ｍ，短軸２�９７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は１３～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北東壁から南コーナー部まで確認されている。

第１１４図 第１２号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１９７ 須恵器 鉢 ［２８�２］（６�２） － 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

１９４ 須恵器 短頸壺 － （７�３）１３�２ 石英 浅黄 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土上層 １０％

１９６ 須恵器 横瓶ヵ － （１８�２） － 長石・石英・雲母 灰黄 良好 体部外面掻き目調整 内面ヘラナデ 覆土中 １０％

１９５ 土師器 甕 ［２５�４］（１７�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 床面 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ５ 刀子 （１８�９） １�２ ０�４ （２０�３） 鉄 断面三角形 床面 PL４９

Ｍ６ 刀子 （８�２） ２�２ ０�３ （７�７） 鉄 断面三角形 覆土中層 PL４９

―１３０―



竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５８�，燃焼部幅５０�である。袖部および

燃焼部は地山を１２�ほど掘り込んで，黒褐色土を積み上げて構築されている。第５～７層は袖部の構築土であ

る。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，

火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット 深さ３０�で，南東壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ４層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８９点（坏４，椀６，皿１，甕７８），須恵器片７点（坏３，高台付坏３，蓋１），土製品

４点（球状土錘１，支脚３），金属製品１点（釘）が出土している。２００は竈の火床部から出土している。１９８

は北コーナー部，１９９は中央部，DP５４は北東壁付近の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量

５ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 粘土粒子中量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１１５図 第１２号住居跡出土遺物実測図

第１２号住居跡出土遺物観察表（第１１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

１９８ 須恵器 坏 １４�３ ４�１ ８�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 二次焼成 床面 ８０％

１９９ 須恵器 坏 １４�６ ４�５ ９�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 二次焼成 床面 ７５％ PL３０

―１３１―



第１３号住居跡（第１１６・１１７図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｄ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１４号住居跡を掘り込み，北西コーナー部を第６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３７ｍ，短軸３�３４ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は２０～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は，粘土ブロックを主体とする暗褐色土を埋めて

構築されている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７５�，燃焼部幅４０�である。袖部および燃

焼部は床面とほぼ同じ高さの地山を１０�ほど掘り込んで，黒褐色土の上ににぶい黄褐土を積み上げて構築され

ている。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上

がっている。第９層は袖部の構築土，第１０・１１層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４５～４８�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１４�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ５層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第６層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片２９０点（坏３７，蓋１，高坏２，甕２４８，甑２），須恵器片１０点（坏２，蓋５，長頸瓶１，

甕２）が出土している。２０３は竈の火床部から出土している。２０２は中央部，２０５は南壁付近の床面からそれぞ

れ出土している。２０６は中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子・焼土粒子少量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ にぶい黄褐色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック微量

６ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 黒 色 焼土ブロック・炭化物中量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子微量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック・細礫多量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子
中量

６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２００ 須恵器 蓋 ［１６�２］ ３�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 竈火床部 １０％

２０１ 土師器 皿 ［１８�０］ ２�９ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 ６０％ PL３４

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５４球状土錘 ２�３ ２�３ ０�５ １２�８ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 床面 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ７ 釘 （４�３） ０�６ ０�４ （３�１） 鉄 角釘 断面長方形 覆土中 PL４９

―１３２―



第１１６図 第１３号住居跡・出土遺物実測図

―１３３―



第２３号住居跡（第１１８・１１９図）

位置 調査区東部のＪ１５ｊ３区，標高１２�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸４�５４ｍ，短軸４�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は１５～４６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は，粘土ブロックを主体とする黒褐色土を埋めて

構築されている。壁溝が全周している。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７８�，燃焼部幅５０�である。袖部および

燃焼部は地山を１８�ほど掘り込んで，にぶい黄褐色土の上に暗赤褐色土を積み上げて構築されている。火床面

は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０�掘り込まれ，火床面から外傾し立ち上がっている。第７・

８層は袖部の構築土，第９層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５３～７５�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ８�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １７層に分層できる。ブロック状の不自然な堆積状況から埋め戻されている。第１８層は貼床の構築土であ

る。

第１１７図 第１３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂粒少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
３ 暗 褐 色 砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化

物微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・砂
粒微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・

焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土ブロ

ック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，砂質粘土ブロック少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少量

８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物中量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物微

量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化物少量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１３ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化粒子

少量

第１３号住居跡出土遺物観察表（第１１６・１１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２０２ 須恵器 坏 － （２�２）１０�０ 長石・石英・雲母 灰白 良好 底部回転ヘラ切り 床面 ４５％

２０３ 須恵器 蓋 ［１５�５］ ３�０ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 竈火床部 ６０％

２０４ 須恵器 蓋 ［１５�９］（２�９） － 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２０５ 須恵器 長頸瓶 － （４�４） － 長石・石英 灰黄 良好 体部内・外面ロクロナデ 床面 ５％

２０６ 土師器 甑 － （１８�１）［８�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 輪積痕 覆土下層 ２０％

―１３４―



遺物出土状況 土師器片１７２点（坏３７，高台付坏１，壺１，甕１３３，手捏土器１），須恵器片８点（坏２，蓋３，

甕３），土製品１点（球状土錘）が出土している。その他，混入した須恵器片２点も出土している。２１２は北コー

ナー部付近，２１３は南東壁際，２１６は中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・

焼土ブロック微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

１７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロッ
ク・焼土粒子微量

１８ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化物微量

第１１８図 第２３号住居跡実測図

―１３５―



第２７号住居跡（第１２０図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｅ４区，標高１３�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第２８・２９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�９０ｍ，短軸３�６５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は４０～４５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９８�，燃焼部幅４５�である。袖部は床面

と同じ高さの地山の上に褐色土を積み上げて構築されている。第４～６層は袖部の構築土である。火床面は火

を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床面から外傾し立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ１８�で，南東壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴う

ピットである。

覆土 ７層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

第１１９図 第２３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，炭化物・砂粒少量，焼土ブロック

微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
５ にぶい黄褐色 砂粒多量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第２３号住居跡出土遺物観察表（第１１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２１２ 土師器 坏 ［１４�１］ ４�８ ７�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り 床面 ６０％

２１３ 土師器 坏 ［１３�６］ ３�８ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ３０％

２１４ 須恵器 坏 ［１５�２］ ３�９ ［８�４］長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 覆土中 ２０％

２１５ 須恵器 蓋 １５�５ ３�５ － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中層 ７５％ PL３３

２１６ 土師器 手捏土器 ５�９ ３�３ ６�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面指頭痕 内面ナデ 床面 ９０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５５球状土錘 ２�４ ２�０ ０�７ １１�２ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

―１３６―



土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量

第１２０図 第２７号住居跡・出土遺物実測図

―１３７―



遺物出土状況 土師器片２３５点（坏２０，高坏３，甕２１２），須恵器片１９点（坏１３，高台付坏１，蓋１，甕４），土

製品１点（紡錘車），石製品１点（紡錘車），金属製品１点（刀子）が出土している。その他，流れ込んだ縄文

土器片１点も出土している。２１７は中央部，Ｑ６は南コーナー部付近，Ｍ８は南西壁付近の床面からそれぞれ

出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第３１号住居跡（第１２１図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｇ６区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第３２・５１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南西部が削平されているため，北西・南東軸は４�８７ｍで，北東・南西軸は４�７０ｍが確認できただ

けである。遺存する壁と竈の位置から主軸方向がＮ－４６°－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は２０～

２５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北西壁から南東壁まで確認されている。

竈 北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９６�，燃焼部幅４５�である。袖部は床面

と同じ高さの地山の上に褐色土を積み上げて構築されている。第６～１０層は袖部の構築土である。煙道部は壁

外に１０�掘り込まれ，火床面から外傾し立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３０～４２�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２７�で，竈と正対

していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。Ｐ６は深さ１５�で，性格は不明である。

覆土 ５層に分層できる。大半の層にロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土ブ
ロック・炭化粒子少量

６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，炭化物少量
１０ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２７号住居跡出土遺物観察表（第１２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２１７ 須恵器 坏 ［１３�７］ ４�５ ８�０ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部外面器面摩滅 底部回転ヘラ切り痕を残す
不定方向のヘラ削り 床面 ５０％

２１８ 須恵器 蓋 １４�９ ３�５ － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 １００％ PL３３

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ６ 紡錘車 ４�０ １�７ ０�８ ４６�４ 蛇紋岩 無文 側面がわずかに膨らむ円錐台形 床面 PL４７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ８ 刀子 （８�４） １�３ ０�４ （６�８） 鉄 刃部断面三角形 片刃 床面 PL４９

―１３８―



遺物出土状況 土師器片７７点（坏２１，甕５６）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片１点も出土して

いる。２１９は南東壁際の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第１２１図 第３１号住居跡・出土遺物実測図

―１３９―



第３５号住居跡（第１２２・１２３図）

位置 調査区中央部のＪ１３ｈ０区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸３�９５ｍ，短軸３�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｅである。壁高は８～１６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。焼土が南コーナー部で確認されている。

竈 北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１４０�である。煙道部は壁外に３０�掘り

込まれ，火床面から外傾し立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック，炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ローム粒

子少量

第１２２図 第３５号住居跡実測図

第３１号住居跡出土遺物観察表（第１２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２１９ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�０ － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 指頭痕 床面 ６０％

２２０ 土師器 坏 ［１２�９］（３�６） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ 内面ナデ 覆土中 １０％

―１４０―



覆土 ５層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１７８点（坏１１，甕１６７），須恵器片４２点（坏２５，高台付坏１，蓋４，高台付皿１，盤１，

甕１０），土製品２点（球状土錘，支脚），石器１点（砥石）が出土している。２２１～２２３は中央部の覆土下層，Ｑ

７は竈の火床部からそれぞれ出土している。

所見 焼土が南コーナー部で確認されていることから焼失住居である。時期は，出土土器から８世紀中葉と考

えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１２３図 第３５号住居跡出土遺物実測図

第３５号住居跡出土遺物観察表（第１２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２２１ 須恵器 坏 ［１４�０］ ４�３ ［９�４］長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
不定方向のヘラ削り 覆土下層 ３５％

２２２ 須恵器 高台付坏 １７�５ ８�３ １１�７ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土下層 ８０％ PL３２

２２３ 須恵器 盤 ［２０�２］ ３�８ ［１３�０］長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土下層 ２５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５６球状土錘 ２�６ ２�４ ０�６ １６�１ 長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ７ 砥石 （６�４） ４�２ ３�３ （７８�８） 凝灰岩 砥面３面 端部欠損 床面 PL４８

―１４１―



第３６号住居跡（第１２４～１２７図）

位置 調査区中央部のＪ１３ｉ０区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸５�００ｍ，短軸４�２３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３７°－Ｗである。壁高は２０～５６�で，ほぼ

直立している。

第１２４図 第３６号住居跡実測図

―１４２―



床 ほぼ平坦である。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅６２�である。袖部および

燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，にぶい黄褐土の上に粘土粒子と砂粒を混ぜたにぶい黄褐色土を積み上げ

て構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込

まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第８～１０層は袖部の構築土，第１１・１２層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２６～３６�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１５�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ２層に分層できる。ほぼ水平に堆積されていることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１�２８６点（坏１２９，皿１，甕１，１５０，小形甕１，甑５），須恵器片３４５点（坏２２５，高台付

坏９，蓋４２，盤４，鉢１，捏鉢１，小壺１，�１，瓶４，長頸瓶１，平瓶ヵ１，甕４８，甑７），土製品２０点（球

状土錘１４，管状土錘２，支脚３，紡錘車１），石器１点（砥石），金属製品１点（刀子），自然遺物１点（種子）

が北部および覆土中から出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片３点も出土している。２３５は竈の火床

部から正位で据えられた状態で出土している。２２８は北西壁際，２２７・２３４・DP６１は中央部の床面からぞれぞれ

出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 色 粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子微量
２ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子

微量
３ 黒 色 炭化物・粘土粒子少量，ロームブロック微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
５ 黒 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
６ 黒 色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
８ にぶい黄褐色 砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子中量，細礫少量
９ にぶい黄褐色 砂粒多量，粘土粒子中量，細礫少量，ローム粒子

微量
１０ にぶい黄褐色 砂粒多量，細礫中量，粘土粒子少量
１１ にぶい黄褐色 砂粒多量，粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１２ 黒 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量 ２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

第１２５図 第３６号住居跡出土遺物実測図�
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第１２６図 第３６号住居跡出土遺物実測図�

―１４４―



第１２７図 第３６号住居跡出土遺物実測図�

第３６号住居跡出土遺物観察表（第１２５～１２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２２４ 須恵器 坏 １４�１ ４�６ ８�３ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
一方向のヘラ削り 二次焼成 覆土中層 ９５％ PL３０

２２５ 須恵器 坏 ［１４�６］ ４�８ ８�３ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 二
次焼成 覆土中層 ６０％

２２６ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�７ ８�０ 長石・石英・雲母・黒色粒子 灰黄 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転糸切り後，多
方向のヘラ削り 覆土上層 ５０％

２２７ 須恵器 高台付坏 １５�５ ６�１ １０�５ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 床面 ８５％ PL３２

２２８ 須恵器 高台付坏［１５�０］（４�７） － 長石・雲母 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す高台貼り付け 高台剥離 床面 ７５％ PL３２

２２９ 須恵器 蓋 １６�０ ２�９ － 長石・石英・雲母 灰白 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 竈火床部 ６０％ PL３３

２３０ 須恵器 蓋 １３�１ ２�４ － 長石・石英・黒色粒子 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中層 ７０％ PL３３

２３１ 須恵器 長頸瓶 － （５�４） ８�１ 長石・石英 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 底部外面ヘラ書き『○』 覆土上層 ２５％

２３２ 須恵器 平瓶ヵ［５�９］（３�４） － 長石・石英 暗灰黄 良好 内・外面器面摩滅 覆土中 ５％

２３３ 須恵器 � － （４�５） － 長石・石英 灰 良好 体部外面櫛歯状工具による波状文 覆土中 １０％ PL４２

２３７ 須恵器 鉢 ［３３�４］（１６�７） － 長石・石英 灰 良好 体部横位の平行叩き 内面ヘラナデ 覆土中層 ３０％

２３４ 土師器 小形甕 １２�７ １３�１ ７�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 工具痕 底部木葉痕 床面 ９５％ PL３８

２３５ 土師器 甕 ２２�４ ３３�６［７�６］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 輪積痕 竈火床部 ６５％

２３６ 須恵器 甕 ［２３�８］（１１�０） － 長石 灰 良好 ロクロナデ 覆土中層 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５７球状土錘 ２�４ ２�２ ０�７ ８�６ 雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中 PL４６

DP５８球状土錘 ２�１ １�８ ０�６ ７�９ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土中 PL４６

DP５９球状土錘 ２�１ １�５ ０�５ ５�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土上層 PL４６

DP６０球状土錘 ３�０ ３�２ ０�９ ２５�２ 雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中 PL４６

DP６１球状土錘 ３�１ ３�２ ０�８ （２６�８）長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 床面 PL４６

DP６２球状土錘 ３�１ ２�８ ０�７ ２５�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中 PL４６

DP６３球状土錘 ３�１ ２�８ ０�９ ２３�８ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土上層 PL４６

DP６４球状土錘 ３�０ ２�５ ０�６ １９�０ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土中 PL４６

DP６５球状土錘 ２�５ ２�２ ０�５ （１２�４）長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 一部欠け 覆土中 PL４６

DP６６球状土錘 ２�６ ２�２ ０�６ １４�５ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

―１４５―



第４０号住居跡（第１２８・１２９図）

位置 調査区中央部のＫ１５ｆ９区，標高１２�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸３�７５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は３０～９０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。壁溝が南西コーナー部を除いて確認されている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０３�，燃焼部幅５０�である。袖部および

燃焼部は地山を１８�ほど掘り込んで，暗褐色土の上に褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床面をや

や掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２２�掘り込まれ，火床面から緩やかに

立ち上がっている。第６～８層は袖部の構築土，第９・１０層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１６～３４�で，規模と位置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ３１�で，南

東壁付近に位置し竈と正対していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。第７層は貼床の構築土であ

る。

遺物出土状況 土師器片２１９点（坏３０，甕１８９），須恵器片１９点（高台付坏１，蓋１，鉢１，長頸瓶１，甕１５），

土製品２点（支脚），自然遺物２点（種子）が中央部から北東部にかけて出土している。その他，流れ込んだ

縄文土器片１点，混入した陶器片１点も出土している。３４５は北西コーナー部付近の床面，３４４・３４６は東壁際

の覆土中層からそれぞれ出土している。DP１２３は竈火床面に据えられた状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・粘土粒

子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量
５ にぶい黄褐色 炭化物・ローム粒子少量，ロームブロック微量
６ 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化

物少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ロームブロック

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量，焼土ブロック

微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物
微量

６ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
７ にぶい赤褐色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP６７管状土錘 ７�１ ４�５ １�３ １６６�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 上面・側面工具痕 二方向からの穿孔後，面取り 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP６８ 支脚 （１７�２）（７�２）（４�２）（３８８�０）長石・石英・雲母 上面赤変 ヘラ削り後，ナデ 下部欠損 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ８ 砥石 １８�７ ８�６ ４�１ ７８�８ 凝灰岩 砥面４面 中央部が薄い 覆土上層 PL４８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ９ 刀子 （８�５） １�５ ０�４ （７�２） 鉄 断面三角形 覆土上層 PL４９

―１４６―



第１２８図 第４０号住居跡実測図

―１４７―



第４５号住居跡（第１３０図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｇ２区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸４�１０ｍ，短軸３�５０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４１°－Ｅである。壁高は８～２５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床はロームブロックを主体とする暗褐色土を埋めて

構築されている。壁溝が北西壁から竈左袖部まで確認されている。

竈 北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７５�，燃焼部幅４６�である。袖部は床面

と同じ高さの地山ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。第９～１１層は袖部の構築土である。火床部

は床面を浅く掘りくぼめ，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床面から外傾し立

ち上がっている。

第１２９図 第４０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 炭化物・粘土粒子少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子少量
４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量，粘土ブロック・炭

化物少量，ローム粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

７ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量，ローム粒子
微量

８ 黒 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
９ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム

粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
１１ にぶい黄褐色 粘土粒子多量

第４０号住居跡出土遺物観察表（第１２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３４４ 須恵器 蓋 － （２�９） － 長石・石英・雲母 灰白 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中層 ７０％

３４５ 須恵器 鉢 ［３５�３］（１６�５） － 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 体部斜位の平行叩き 内面無文の当て具痕 床面 ２５％

３４６ 土師器 甕 － （８�５）［９�８］長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面輪積痕 工具痕 覆土中層 ２０％

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１２３ 支脚 （９�２）（３�５） ５�９ （２４５�０）長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 下端欠損 火床面

―１４８―



覆土 ３層に分層できる。層厚は薄いが，砂質粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。第４・５

層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１８３点（坏１１，甕１７１，甑１），須恵器片２７点（坏１９，蓋６，甕２），金属製品１点（刀

子）が出土している。２３８・２３９・Ｍ１０は覆土中から出土している

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

第１３０図 第４５号住居跡・出土遺物実測図

―１４９―



第４６号住居跡（第１３１～１３３図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｉ２区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第４３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 一辺５�１８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は２０～４５�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅７５�である。袖部および

燃焼部は床面と同じ高さの地山の上に暗褐色土を積み上げ，袖部はさらにその上ににぶい黄褐色土を積み上げ

て構築されている。火床部は床面よりやや高く，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１５�

掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。第２１・２２層は袖部の構築土，第２３層は掘方への埋土であ

る。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４０～５６�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１２�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ１～Ｐ４の底面からは，柱のあたり

が確認されている。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック，砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋

め戻されている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化物少量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
７ 明 黄 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量
８ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
１１ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック少量
１２ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，炭化

粒子微量

１４ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少
量

１５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１６ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化粒子

少量
１８ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１９ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量
２０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物微量
２１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量
２２ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，砂粒中量
２３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ
ロック・炭化物微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

第４５号住居跡出土遺物観察表（第１３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２３８ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�３ ［９�７］長石・石英 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 底部不定方向のヘラ削り 覆土中 １０％

２３９ 土師器 甕 ［１９�９］（６�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明褐 普通 口縁部内・外面横ナデ 二次焼成 覆土中 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１０ 刀子 （３�４） ０�４ １�０ （２�７） 鉄 断面三角形 片刃 覆土中

―１５０―



第１３１図 第４６号住居跡実測図

―１５１―



遺物出土状況 土師器片４６８点（坏９１，高台付坏１，皿４，高坏２，鉄鉢形土器１，甕３６７，小形甕１，甑１），

須恵器片９２点（坏６０，高台付坏２，蓋１０，盤３，壺３，長頸壺１，甕１１，不明２），土製品３点（球状土錘２，

管状土錘１），石器１点（砥石）がＰ２・Ｐ３・Ｐ５付近の覆土下層と北東壁際の覆土中層から出土している。

その他，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。３５３・３５６は南東壁際の覆土下層，３５８は南西壁付近，３５２

は竈の左袖部付近の覆土中層からそれぞれ出土している。３５１・３５７は北東壁際の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第１３２図 第４６号住居跡出土遺物実測図�

―１５２―



第１３３図 第４６号住居跡出土遺物実測図�

第４６号住居跡出土遺物観察表（第１３２・１３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３５１ 土師器 坏 ［１５�５］ ４�９［６�３］赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土上層 ２０％

３５２ 須恵器 坏 １３�７ ４�９ ７�５ 長石・石英・雲母 浅黄 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 覆土中層 ８０％

３５３ 須恵器 坏 １２�８ ４�２ ８�０ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す不定方向のヘラ削り 覆土下層 ７０％

３５４ 須恵器 坏 ［１３�７］ ４�１ ８�２ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 底部回転ヘラ切り後，外周回転ヘラ削り 覆土中層 ５０％

３５５ 須恵器 高台付坏 － （３�８） ６�８ 長石・石英 オリーブ灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 ４０％

３５６ 土師器 皿 １８�３ ２�７ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部不定方向のヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ８０％ PL３４

３５７ 土師器 皿 ［１４�８］ ２�４ － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 底部手持ちヘラ削り 覆土上層 ３０％

３５８ 須恵器 盤 － （２�９）１３�８ 長石・石英 黄灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 ４０％

３５９ 土師器 鉄鉢形
土器 １６�８ ８�８ ９�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土中層 ８０％ PL３６

３６０ 土師器 小形甕 １３�８ １５�５ ７�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面工具痕 木葉痕 覆土下層 ７５％ PL３８

番号 種別 器種 色調 焼成 胎土 文様の特徴 出土位置 備考

TP２ 須恵器 甕 灰 良好 長石・石英 体部擬格子状の叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土中層 PL４４

TP３ 須恵器 甕 灰 良好 長石・石英 体部無文状の叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土中 PL４４

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１２４ 球状土錘 ２�９ ２�７ ０�７ ２０�９ 石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４５

DP１２５ 球状土錘 ３�０ ２�７ ０�６ ２０�１ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土上層 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１２ 砥石 （８�８） ４�９ ４�８ （１９７�１） 凝灰岩 砥面３面 端部片側欠損 中央部が薄い 覆土下層

―１５３―



第５２号住居跡（第１３４・１３５図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｃ２区，標高７�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 南東部を第５３号住居，第２９７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３０ｍ，短軸２�７５ｍの方形または長方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は８～１５

�で，外傾して立ち上がっている。

床 東部に向かってやや傾斜している。中央部が踏み固められている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅５５�である。右袖部は床

面と同じ高さの地山，左袖部は床面より低い高さの地山にそれぞれ積み上げて構築されている。火床部は床面

とほぼ同じ高さで，煙道部は壁外に３７�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は深さが１５～２０�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分層できる。層厚は薄いが，ロームブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック・

砂質粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量

第１３４図 第５２号住居跡実測図

―１５４―



遺物出土状況 土師器片５８点（坏１，甕５７），須恵器片２０点（坏６，高台坏１，蓋８，甕４，甑１）が出土し

ている。２４０・３２１は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第５３号住居跡（第１３６～１３８図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｃ２区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第５２号住居跡を掘り込み，南西壁を第１０６号土坑，西コーナー部を第１０７号土坑，竈付近を第２９７号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２３ｍ，短軸４�９０ｍの方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｅである。壁高は６～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 ２か所。竈１は北東壁のやや東コーナー右寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０８�，

燃焼部幅４５�である。右袖部および燃焼部は地山を８�ほど掘り込んで構築されている。左袖部は竈２の焚口

部の覆土を一部掘り込んで，褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床面を浅く掘りくぼめている。煙

道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第８～１１層が左袖部の構築土である。

竈２は北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１２０�，燃焼部幅は不明である。火

床部は床面とほぼ同じ高さである。煙道部は壁外に７６�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

袖部の遺存状態から，竈２から竈１へ作り替えられている。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量�ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量�焼土粒子・炭化粒子少量

３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第１３５図 第５２号住居跡出土遺物実測図

第５２号住居跡出土遺物観察表（第１３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２１ 須恵器 坏 ［１３�４］（２�７） － 長石・石英 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

２４０ 土師器 甕 － （５�９） ７�８ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラナデ 下端ヘラ削り 内面ナデ 木葉痕 覆土中 １０％

―１５５―



第１３６図 第５３号住居跡実測図

―１５６―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４０～６５�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２５�で，南東壁際

に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ６層に分層できる。層厚は薄いが，ロームブロック・焼土ブロックを含み不自然な堆積状況から埋め戻

されている。

遺物出土状況 土師器片８４３点（坏１５，甕８２８），須恵器片４４９点（坏１９６，高台付坏２２，蓋１５５，高盤１２，長頸瓶

１，甕６１，甑２），土製品３点（球状土錘１，支脚２）が竈および中央部から南部にかけて出土している。２４３

は北東壁際，２４２は竈の焚口部付近，２４５・２４６は中央部，２４１は南西壁際の床面からそれぞれ出土している。２４７

は南部の床面から覆土下層にかけて出土した破片が接合したものである。２４４は南西壁際の覆土下層から出土

している。DP７０は竈１，DP７１は竈２の火床面に据えられた状態で，それぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈１土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物少量
３ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ にぶい褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物・ロー

ム粒子少量

７ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

竈２土層解説
１ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
２ にぶい黄色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロー

ム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
５ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロッ

ク・炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック中

量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量

第１３７図 第５３号住居跡出土遺物実測図�

―１５７―



第１３８図 第５３号住居跡出土遺物実測図�

第５３号住居跡出土遺物観察表（第１３７・１３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２４１ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�２［８�２］長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ３０％

２４２ 須恵器 高台付坏［１４�０］ ５�７ ８�７ 長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後，高台
貼り付け ヘラ書き『×』 床面 ６０％

PL３２・４３

２４３ 須恵器 蓋 １４�８ ３�７ － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 ９０％

２４４ 須恵器 蓋 ［１４�０］ ３�７ － 長石・石英・雲母 灰白 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 内面朱墨痕 覆土下層 ５０％ PL３３

２４５ 須恵器 高盤 － （１２�０）［１３�６］長石・石英 灰白 良好 脚部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り ４孔式脚部 床面 ３０％

２４６ 灰釉陶器 長頸瓶 － （４�０）１３�０ 緻密・長石・石英 にぶい赤褐 良好 体部外面から底面にかけて施釉 原始灰釉 ヘ
ラ書き『×』 床面 １０％ PL４３

鳴海３２号式

２４７ 須恵器 甑 ３４�６ ３１�７ １５�１ 長石・石英 褐灰 普通 体部横位の平行叩き 下端ヘラ削り 底部５孔
式 内面無文の当て具痕を残すヘラナデ 床面～覆土下層 ６０％ PL４１

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP６９球状土錘 ３�０ ２�８ ０�７ ２３�９ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔指頭痕 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７０ 支脚 １７�３ ７�０ ５�３ ９０５�０ 長石・石英・雲母 ヘラ削り後，ナデ 指頭圧痕 竈火床面

DP７１ 支脚 １６�８ ７�４ ５�７ ９９０�０ 長石・石英・雲母 上面工具痕 ヘラ削り後，ナデ 指頭圧痕 竈火床面 PL４７

―１５８―



第５６号住居跡（第１３９・１４０図）

位置 調査区南東部のＭ１５ａ９区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第５５号住居跡を掘り込み，東部を第４号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４５ｍ，短軸３�２７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３６°－Ｗである。壁高は２３～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が全周している。

第１３９図 第５６号住居跡実測図

―１５９―



竈 北西壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８０�，燃焼部幅４８�である。袖部は

床面とほぼ同じ高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第５～９層は袖部の構築土である。火床部

は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床面か

ら緩やかに立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３８～４２�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１８�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２６３点（坏２２，甕２４０，小形甕１），須恵器片３６点（坏１０，蓋１２，甕１４），土製品１点（球

状土錘），石製品１点（紡錘車），金属製品１点（不明鉄製品）が出土している。２４８は中央部の床面，Ｑ９は

南東壁際の壁溝内からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化

物微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子

微量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

６ にぶい橙色 焼土粒子多量，粘土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化物少量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
９ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土

粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

第１４０図 第５６号住居跡出土遺物実測図

―１６０―



第５７号住居跡（第１４１図）

位置 調査区南東部のＭ１６ｂ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 南西コーナー部を第５８号住居，西壁を第６０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１０ｍ，短軸２�８０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｗである。壁高は１４～２８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分では壁溝が巡っている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７８�，燃焼部幅４２�である。左袖部は床面

とほぼ同じ高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第１２・１３層は袖部の構築土である。火床部は床

面をやや掘りくぼめている。煙道部は壁外に２６�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１０�で，性格は不明である。Ｐ２は深さ１８�で，南壁際に位置していることから，

出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ４層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１１９点（坏１７，蓋１，甕１０１），須恵器片１０７点（坏５，蓋１，甕１０１）が出土している。

２５１は東壁付近の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量，炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ
ク・炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第５６号住居跡出土遺物観察表（第１４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２４８ 須恵器 坏 １３�８ ４�８ ８�４ 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ７５％

２４９ 須恵器 坏 ［１４�５］ ４�１ ８�０ 雲母 灰白 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 二次焼成 覆土上層 ５０％

２５０ 須恵器 坏 ［１０�８］ ３�４ ［７�２］長石・石英・赤色粒子 灰白 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７２球状土錘 ３�３ ２�９ ０�５ ２６�８ 長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL４５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ９ 紡錘車 ４�８ １�５ ０�９ （４０�７） 粘板岩 円錐台形 上面一部欠け 床面 PL４７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１１ 不明 （４�２）（４�７） ０�８ （１２�１） 鉄 断面長方形 下部欠損 覆土上層 PL４９

―１６１―



第６１号住居跡（第１４２図）

位置 調査区南東部のＭ１６ａ２区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南東部が調査区域外へ延びているため，北東・南西軸は４�４５ｍで，北西・南東軸は１�２０ｍが確認

できただけである。壁と主柱穴から主軸方向がＮ－４０°－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は１６～３５

�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が西コーナー部から北西壁まで確認されている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５８�・２０�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ３は深さ１６�で，性格は

不明である。

覆土 ６層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第１４１図 第５７号住居跡・出土遺物実測図

第５７号住居跡出土遺物観察表（第１４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２５１ 須恵器 蓋 － （１�４） － 長石・黒色粒子 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土上層 ５％

―１６２―



遺物出土状況 土師器片４０点（坏７，甕３１，甑２），須恵器片１３点（坏５，高台付坏１，蓋２，甕４，甑１）

が出土している。２５２は北コーナー部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第６４号住居跡（第１４３・１４４図）

位置 調査区南東部のＬ１６ｊ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第５５・６３・７７号住居跡を掘り込み，中央部を第１０９号土坑，北東壁を第１２号方形竪穴遺構に掘り込

まれている。

規模と形状 長軸４�５０ｍ，短軸４�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－６０°－Ｅである。壁高は１８～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１４２図 第６１号住居跡・出土遺物実測図

第６１号住居跡出土遺物観察表（第１４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２５２ 須恵器 高台付坏 － （２�１） ９�０ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 ３０％

―１６３―



床 南西部に傾斜しており，中央部が踏み固められている。壁溝が北東壁から南コーナー部まで確認されてい

る。炭化材が全域から放射状に確認されている。

竈 北東壁の中央部に付設されている。上部を第１２号方形竪穴遺構に掘り込まれ，煙道部が撹乱を受けている

ため，規模は焚口部から火床部まで４５�，燃焼部幅２０�が確認できただけである。火床部は床面とほぼ同じ高

さである。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２２�・２５�で，性格は不明である。

覆土 ５層に分層できる。層厚は薄いが，ロームブロック等が含まれていることから，埋め戻されているとみ

られる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第１４３図 第６４号住居跡実測図

―１６４―



遺物出土状況 土師器片２７６点（坏１６，高坏１，甕２５９），須恵器片３２点（坏１８，高台付坏２，蓋３，甕９）が

出土している。２５７・２５８は北東壁際の床面，２５６は南西壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 炭化材が床面全域から出土していることから焼失住居である。漆が付着している坏が出土していること

から，漆塗布と関わりのある住居と考えられる。時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第６６号住居跡（第１４５・１４６図）

位置 調査区中央部のＬ１５ｅ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第１２９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�８５ｍ，短軸４�５８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は８～３７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床である。壁溝がほぼ全周している。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７８�，燃焼部幅４０�である。袖部および燃

焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，暗褐色土の上ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床

面とほぼ同じ高さで，煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第６～８層は

袖部の構築土，第９～１１層は掘方への埋土である。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
２ 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，

ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 炭化材・ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 炭化材多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
５ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子少量，

焼土ブロック微量

第１４４図 第６４号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク微量

５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子少量

第６４号住居跡出土遺物観察表（第１４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２５６ 須恵器 坏 １１�３ ４�２ ７�０ 石英・雲母 暗灰黄 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
手持ちナデ 内・外面漆付着 覆土下層 ９５％ PL３０

２５７ 須恵器 坏 １３�１ ４�４ ７�８ 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転糸切り痕を残す不
定方向のヘラ削り 内面漆付着 床面 ９０％

２５８ 須恵器 高台付坏 － （２�７） １０�０ 長石・石英 暗灰黄 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 床面 ３０％

―１６５―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ６２～７７�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ３０�で，南壁際の

中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １１層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第１２～１６層は貼床

の構築土である。

６ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
９ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子少量

１０ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
少量

１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

第１４５図 第６６号住居跡実測図

―１６６―



遺物出土状況 土師器片３３４点（坏６８，高台付坏１，甕２６３，手捏土器２），須恵器片３９点（坏２１，高台付坏２，

蓋８，短頸壺１，甕７），土製品２点（球状土錘），瓦片１点（軒丸瓦）が貼床および覆土中から出土している。

Ｔ１は中央部の貼床の上層からほぼ正位で出土している。５５３は中央部の覆土中層，３８２は東壁付近の覆土上

層，３８１・５５２は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 国分寺系軒丸瓦が中央部の貼床の上層からほぼ正位で出土しているが，意味・性格は不明である。時期

は，貼床から出土している瓦および出土遺物から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
６ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化物少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量

１０ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微

量
１３ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化材中量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１４６図 第６６号住居跡出土遺物実測図

―１６７―



第７２号住居跡（第１４７・１４８図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ３区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第５４・７１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸４�３５ｍの方形で，主軸方向はＮ－４３°－Ｗである。壁高は６～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで７０�，燃焼部幅５０�である。袖部および

燃焼部は地山を１５�ほど掘り込んで，暗褐色土の上ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は

床面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床面から

緩やかに立ち上がっている。第１４層は袖部の構築土，第１５～１８層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２２～５０�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１７�で，南東壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ３層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
４ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 炭化物多量，焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量

１０ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
１２ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
１４ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，細礫中量
１５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化物微量
１８ 黒 褐 色 炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第６６号住居跡出土遺物観察表（第１４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３８０ 須恵器 坏 ［１５�６］（３�５） － 長石 灰 良好 体部ロクロナデ 覆土中 ５％

３８１ 須恵器 蓋 ［１６�１］ ３�３ － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中 ３０％

５５２ 須恵器 蓋 ［１４�２］（１�５） － 長石 灰 良好 天井部ロクロナデ 覆土中 ５％

３８２ 須恵器 短頸壺 － （６�０） ６�４ 長石・石英 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す不定方向のヘラ削り 覆土上層 ４０％

５５３ 土師器 甕 － （１６�１）［１０�９］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 １０％

３８３ 土師器 手捏土器 ６�７ ２�２ ５�４ 長石・雲母・黒色粒子・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 底部一方向のヘラ削り 覆土中 ８０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１２６ 球状土錘 ２�８ ２�５ ０�６ １９�１ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

DP１２７ 球状土錘 ２�３ ２�０ ０�６ １１�５ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

番号 器種 高さ 幅 厚さ 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

Ｔ１ 軒丸瓦 １８�１（１６�６）（８�７）（２１００�０）長石・石英 素縁複弁十葉花文（常陸国分寺７１０４ｅ型式ヵ） 貼床上層 PL５０

―１６８―



遺物出土状況 土師器片９４点（坏２５，甕６７，手捏土器２），須恵器片１７点（坏１１，高台付坏１，蓋１，長頸瓶

２，甕２）が出土している。２６０は西コーナー部壁際の床面，２５９・２６２はＰ５付近の覆土上層からそれぞれ出

土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第１４７図 第７２号住居跡実測図

―１６９―



第７３号住居跡（第１４９・１５０図）

位置 調査区南東部のＬ１５ｆ６区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の斜面部に位置している。

規模と形状 南東部が削平されているため長軸は推定５�０５ｍ，短軸４�９０ｍで，主軸方向がＮ－１０°－Ｗの方形

と推測される。壁高は８～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９６�，燃焼部幅４２�である。袖部はほぼ同

じ高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第９・１０層は袖部の構築土である。火床部は床面をやや

掘りくぼめている。煙道部は壁外に１２�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ３５～６０�で，規模と配置から主柱穴と考えられる。

第１４８図 第７２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ オリーブ褐色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

７ 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量，炭化物・ローム粒

子・細礫少量
１０ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，細礫少量，ローム粒子微量

第７２号住居跡出土遺物観察表（第１４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２５９ 須恵器 坏 １４�０ ３�４ １０�１ 長石・石英・雲母 灰 良好 底部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土上層 ８０％ PL３０

２６０ 須恵器 高台付坏 １５�６ ５�１ ９�１ 長石・石英・雲母 にぶい赤橙 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 床面 ９５％ PL３２

２６１ 須恵器 蓋 １６�２ ３�０ － 長石・石英・雲母 灰白 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面～覆土上層 ６０％

２６２ 須恵器 長頸瓶 － （１１�０） ８�２ 長石・石英・黒色粒子 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ削り
後，高台貼り付け 覆土上層 ７０％ PL３７

２６３ 土師器 手捏土器 ６�３ ２�８ ４�３ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 指頭痕 削痕 覆土中 ９０％

２６４ 土師器 手捏土器 ４�８ ３�７ ４�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 ナデ 指頭痕 覆土中 ７０％ PL４２

―１７０―



覆土 ５層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

第１４９図 第７３号住居跡実測図

―１７１―



遺物出土状況 土師器片２４７点（坏２６，蓋１，鉢１，甕２１９），須恵器片４８点（坏３３，高台付坏２，蓋５，甕８），

土製品１点（球状土錘）が出土している。その他，混入した陶器片，磁器片も出土している。２６９は中央部の

床面，２６７はＰ３の覆土上層，２６５・２６６は北壁の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第７９号住居跡（第１５１～１５３図）

位置 調査区南東部のＬ１５ａ１区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸３�１３ｍ，短軸３�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－５０°－Ｅである。壁高は３５～４７�で，外傾し

て立ち上がっている。

第１５０図 第７３号住居跡出土遺物実測図

第７３号住居跡出土遺物観察表（第１５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２６５ 土師器 坏 ［１６�４］ ６�８ ［５�２］石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面放射状のヘラ
磨き 二次焼成 覆土下層 ３０％

２６６ 須恵器 坏 １０�８ ３�６ ６�７ 長石・石英・雲母・黒色粒子 灰白 良好 底部不定方向のヘラ削り 覆土下層 ８０％ PL３０

２６７ 須恵器 坏 ［９�４］ ３�９ ５�４ 長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
不定方向のヘラ削り Ｐ３上層 ４０％

２６８ 須恵器 坏 ［１０�０］ ３�５ ［７�１］長石・石英 黄灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ４０％

２６９ 須恵器 坏 ８�５ ３�６ ５�５ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
一方向のヘラ削り 床面 ４５％ PL３０

２７０ 須恵器 蓋 １５�５ （３�７） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面～覆土中層 ８０％

２７１ 須恵器 甕 ［２２�５］（６�５） － 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロ調整 覆土中 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７３球状土錘 ３�１ ２�８ ０�８ ２２�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 Ｐ３上層 PL４５

―１７２―



床 ほぼ平坦で，中央部西寄りが踏み固められている。壁溝が東コーナー部を除いて全周している。

竈 北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１２�，燃焼部幅４３�である。袖部はほ

ぼ同じ高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第１２・１３層は袖部の構築土である。火床部は床面を

やや掘りくぼめている。煙道部は壁外に５６�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～２７�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２６�で，南西壁際

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １７層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量
３ にぶい黄褐色 焼土粒子少量，炭化物微量
４ 灰 黄 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量

８ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック・細礫少量，焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子・砂粒少量

第１５１図 第７９号住居跡実測図

―１７３―



遺物出土状況 土師器片３９０点（坏１１，蓋１，甕３７８），須恵器片１０７点（坏４１，高台付坏９，蓋２０，高台坏皿１，

盤１，高盤２，長頸瓶１，甕３２），土製品２点（球状土錘），金属製品２点（鎌，不明鉄製品）が床面全体から

出土している。２７３・２７４は中央部，２７５は北西壁際，２７６は北東壁際の床面からそれぞれ出土している。２７２は

中央部の床面と覆土中層から出土した破片が接合したものである。DP７４は北西壁際，DP７５は北東壁際の壁溝

内からそれぞれ出土したものである。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
６ 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量

１０ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，炭化物微量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１７ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第１５２図 第７９号住居跡出土遺物実測図�

―１７４―



第８１号住居跡（第１５４・１５５図）

位置 調査区南部のＬ１４ａ０区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 北東壁を第８０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１０ｍ，短軸２�９５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は２８～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床である。壁溝が北コーナー部から西コーナー部まで確認されている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�，燃焼部幅６０�である。火床部は

床面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床面から

緩やかに立ち上がっている。

第１５３図 第７９号住居跡出土遺物実測図�

第７９号住居跡出土遺物観察表（第１５２・１５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２７２ 須恵器 坏 １３�０ ４�３ ７�０ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部ヘラ切り 床面～覆土中層 ７０％ PL３０

２７３ 須恵器 坏 ［１２�５］ ４�４ ７�２ 長石 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り
底部回転糸切り 床面 ６０％

２７４ 須恵器 高台付坏 １１�２ ５�１ ７�０ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 床面 ８０％ PL３２

２７５ 須恵器 蓋 １５�７ ３�６ － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 ６０％ PL３３

２７６ 須恵器 盤 ［２１�０］ ４�３ １０�５ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 床面 ５０％

２７７ 須恵器 高盤 － （２�８）［１３�１］長石・石英 灰 良好 脚部下端ナデ 覆土中 １０％

２７８ 須恵器 長頸瓶 － （６�３） － 長石・石英 灰 良好 体部外面ロクロ目消しのナデ 覆土中層 ６０％

２７９ 土師器 甕 １９�６（２７�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 床面～覆土下層 ７０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７４球状土錘 ２�８ ２�９ ０�８ １９�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 壁溝内 PL４６

DP７５球状土錘 ２�７ ２�６ ０�５ （１８�９）長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 一部欠け 壁溝内 PL４６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１３ 不明 （１３�０） １�９ ０�３ （６８�３） 鉄 断面長方形 覆土中 PL４８

Ｍ１４ 鎌 （４�６） ３�２ ０�３ （２０�６） 鉄 断面三角形 覆土中

―１７５―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ１８�で，性格は不明である。Ｐ２は深さ１６�で，南東壁際の中央部に位置してい

ることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １２層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第１３層は貼床の構築

土である。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子中量

７ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ にぶい黄褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

９ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，

焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１５４図 第８１号住居跡実測図

―１７６―



遺物出土状況 土師器片９２点（坏４，甕８７，甑１），須恵器片１８点（坏５，長頸瓶１，甕１２），土製品１点（球

状土錘），金属製品１点（刀子）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。２８１は

中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第８２号住居跡（第１５６～１５８図）

位置 調査区南部のＬ１４ｂ９区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸４�８３ｍ，短軸４�６５ｍの方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｗである。壁高は３０～６２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が全周している。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０６�，燃焼部幅４３�である。袖部は床

面よりやや高い地山ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。内壁は火を受けて赤変している。第１４層

は袖部の構築土である。火床部は床面をやや掘り下げ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に４０�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

第１５５図 第８１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
２ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量
３ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化物微量
４ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク中量，炭化物少量

６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
７ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
８ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，

焼土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量

第８１号住居跡出土遺物観察表（第１５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２８０ 土師器 坏 － （４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内・外面器面摩滅 覆土中 １５％

２８１ 須恵器 長頸瓶 － （９�０） － 長石・石英・黒色粒子 灰 良好 内・外面ロクロ調整 内面輪積痕 床面 ３０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７６球状土錘 ３�３ ３�０ ０�７ ３０�３ 長石・石英・雲母 丁寧なナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土下層 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１５ 刀子 （１６�０） ５�０ １�１ （１５�３） 鉄 断面三角形 床面 PL４９

―１７７―



１１ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・粘土粒子中量，砂粒少量
１４ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・細礫少量

第１５６図 第８２号住居跡実測図

―１７８―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～２４�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ４０�で，南東壁際

に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ２１層に分層できる。大半の層にロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第２２層

は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片８４２点（坏１４１，甕７０１），須恵器片３３点（坏３０，蓋２，甕１），土製品３３点（土玉１，

球状土錘３２）が北・西・南コーナー部と中央部の床面および覆土中から出土している。２８３・２８６，DP１０４・

１０５は南西壁付近からそれぞれ出土しており，２８４は南西壁付近，北東壁際・北コーナー部の床面から覆土上層

にかけてそれぞれ出土したものが接合したものである。DP８０・８３・１０３は南西壁際の覆土下層から出土してい

る。DP８１・８６は南西壁際，DP８４・９３・１０７～１０９は北西壁際，DP８５・８７・９４・９９・１００は北コーナー部付近，

DP９１・９２は竈前の覆土中層からそれぞれ連なった状態で出土している。

所見 球状土錘が床面・覆土下層・覆土中層から数個ずつ連なった状態で出土していることから廃絶後に遺棄

された漁網のおもりと考えられる。当遺跡が恋瀬川に近い位置に所在していることや球状土錘が大量に出土し

ていることから，漁労と関わりのある住居と考えられる。時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物

少量
３ 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量

１３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ
ク微量

１４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量
１６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
２０ 黒 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１５７図 第８２号住居跡出土遺物実測図�
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第１５８図 第８２号住居跡出土遺物実測図�

第８２号住居跡出土遺物観察表（第１５７・１５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２８２ 土師器 坏 １５�７ ３�７ － 赤色粒子 明赤褐 普通 内・外面器面荒れ 覆土中層 ９０％

２８３ 土師器 坏 １２�２ ３�５ － 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ナデ 内面ナデ 床面 ８５％

２８４ 須恵器 坏 １２�３ ４�２ ８�６ 長石 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す一方向のヘラ削り 床面～覆土上層 ７０％

―１８０―



第８５号住居跡（第１５９・１６０図）

位置 調査区南部のＫ１４ｈ８区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 北壁を第８４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�６４ｍ，短軸２�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－５０°－Ｅである。壁高は１５～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２８５ 須恵器 坏 １３�９ ６�０ ９�６ 長石・黒色粒子 灰白 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 覆土中層～上層 ４０％

２８６ 須恵器 蓋 ［１５�８］（１�７） － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り 内・外面ロクロナデ 床面 ２０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP７７ 土玉 １�８ １�３ ０�５ ４�１ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土中層 PL４６

DP７８ 球状土錘 ２�２ １�７ ０�７ ７�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP７９ 球状土錘 ２�１ １�８ ０�５ ７�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP８０ 球状土錘 ２�７ １�９ ０�５ １３�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP８１ 球状土錘 ２�２ １�８ ０�５ １１�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP８２ 球状土錘 ２�３ ２�０ ０�５ １１�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP８３ 球状土錘 ２�５ １�８ ０�５ （１１�２）長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP８４ 球状土錘 ２�２ １�９ ０�５ ８�５ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP８５ 球状土錘 ２�３ １�８ ０�４ １０�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP８６ 球状土錘 ２�６ ２�１ ０�６ １４�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP８７ 球状土錘 ２�５ ２�２ ０�５ １４�０ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP８８ 球状土錘 ２�６ ２�３ ０�４ １５�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP８９ 球状土錘 ２�６ ２�３ ０�５ １６�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP９０ 球状土錘 ２�８ ２�４ ０�５ ２０�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 二方向からの穿孔後，面取り 未貫通 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP９１ 球状土錘 ２�６ ２�２ ０�５ １５�５ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土中層 PL４６

DP９２ 球状土錘 ２�５ ２�１ ０�４ １５�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP９３ 球状土錘 ２�６ ２�３ ０�６ １５�９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP９４ 球状土錘 ２�６ ２�２ ０�４ １５�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP９５ 球状土錘 ２�６ ２�１ ０�５ １５�８ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP９６ 球状土錘 ２�６ ２�３ ０�５ １５�８ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP９７ 球状土錘 ２�４ ２�３ ０�５ １４�３ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土上層 PL４６

DP９８ 球状土錘 ２�８ ２�４ ０�６ １８�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP９９ 球状土錘 ２�７ ２�３ ０�４ １８�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP１００ 球状土錘 ２�５ ２�２ ０�５ １４�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP１０１ 球状土錘 ２�８ ２�５ ０�５ １９�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP１０２ 球状土錘 ２�５ ２�０ ０�３ １３�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 覆土上層 PL４６

DP１０３ 球状土錘 ２�８ １�９ ０�４ １５�２ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP１０４ 球状土錘 ２�５ ２�３ ０�４ １４�６ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 床面 PL４６

DP１０５ 球状土錘 ２�６ ２�３ ０�４ １５�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 床面 PL４６

DP１０６ 球状土錘 ２�５ ２�２ ０�５ １４�１ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土下層 PL４６

DP１０７ 球状土錘 ２�７ ２�３ ０�４ １７�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP１０８ 球状土錘 ２�５ ２�２ ０�５ １３�９ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

DP１０９ 球状土錘 ２�７ ２�２ ０�５ １４�８ 長石・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４６

―１８１―



竈 北東壁の中央部に付設されている。第８４号住居に掘り込まれているため，右袖部の一部が遺存しているだ

けである。右袖部および燃焼部は地山を５�ほど掘り込んで，にぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。

第４～７層は右袖部の構築土である。

覆土 ４層に分層できる。層厚は薄いが，ロームブロック等を含み不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２４１点（甕），須恵器片５２点（坏２７，高台付坏８，蓋８，盤１，甕８），石器１点（砥

石）が中央部から南東壁にかけての覆土中層を中心に出土している。２８７は東コーナー部，２８８は南東壁付近，

２８９～２９１は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック・ロー

ム粒子少量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量

４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子・砂粒少量
５ にぶい黄褐色 粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・細礫少量
７ 褐 色 粘土粒子多量，砂粒中量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１５９図 第８５号住居跡実測図
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第９１号住居跡（第１６１図）

位置 調査区南部のＫ１４ｈ６区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第９２号住居跡を掘り込み，南西壁を第１３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６２ｍ，短軸３�４６ｍの不整方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は１２～２４�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８２�，燃焼部幅４５�である。袖部および

燃焼部は地山を１０�ほど掘り込んで，にぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床面をやや掘り

くぼめている。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

第１６０図 第８５号住居跡出土遺物実測図

第８５号住居跡出土遺物観察表（第１６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２８７ 須恵器 坏 １３�３ ４�５ ７�４ 長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
一方向のヘラ削り 覆土中層 ８０％ PL３１

２８８ 須恵器 高台付坏 １７�２ ７�４ １１�２ 長石・石英・黒色粒子 灰 良好 底部手持ちヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 ８０％ PL３２

２８９ 須恵器 高台付坏 １３�２ ５�９ ７�６ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け ヘラ書き『□』 覆土中層 ９０％
PL３２・４３

２９０ 須恵器 蓋 ［１６�５］（２�８） － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ３０％

２９１ 須恵器 甕 － （１８�３）［１７�８］長石・石英 黄灰 良好 体部縦位の平行叩き 下端ヘラ削り 底部不定
方向のヘラ削り 内面ナデ 指頭痕 覆土中層 ３０％

―１８３―



覆土 ２層に分層できる。層厚は薄いが，粘土ブロック等を含み不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片３１８点（坏１４，甕３０４），須恵器片１２１点（坏６９，高台付坏１２，蓋２０，高盤４，甕１６）が

覆土中から出土している。２９２は南東壁際の床面から出土している。２９３は南西壁際，２９４は北東壁際の覆土下

層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 炭化粒子中量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量

３ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量 ２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

第１６１図 第９１号住居跡・出土遺物実測図
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第９２号住居跡（第１６２・１６３図）

位置 調査区南部のＫ１４ｈ６区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 北東部を第９１号住居，西部を第１３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�０３ｍ，短軸２�８６ｍの方形で，主軸方向はＮ－６２°－Ｅである。壁高は１５�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３２�・３３�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ３・Ｐ４は深さがともに

３５�で，性格は不明である。

覆土 ２層に分層できる。層厚は薄いが，焼土ブロック・粘土ブロックを含み不自然な堆積状況から埋め戻さ

れている。

遺物出土状況 土師器片４７点（甕４６，甑１），須恵器片３７点（坏２４，高台付坏２，蓋９，鉢１，甕１），土製品

１点（球状土錘），石製品１点（浮子ヵ）が出土している。Ｑ１０はＰ２の床面から出土している。２９６は北西コー

ナー部，２９７は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量 ２ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量

第１６２図 第９２号住居跡実測図

第９１号住居跡出土遺物観察表（第１６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２９２ 須恵器 坏 ［１３�５］ ５�２ ８�１ 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ４０％

２９３ 須恵器 高台付坏 １０�２ ５�８ ６�４ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 ７０％ PL３２

２９４ 須恵器 蓋 １７�２ ４�６ － 長石・石英・雲母 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 不定
方向の手持ちナデ 覆土下層 ８０％ PL３３

２９５ 須恵器 蓋 ［１１�７］ ３�０ － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中 ４０％ PL３３

―１８５―



第９４号住居跡（第１６４・１６５図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｅ４区，標高８�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 北西部を第１２号溝に掘り込まれている。

規模と形状 第１２号溝に掘り込まれているため，長軸４�２４ｍ，短軸は推定４�１０ｍで，主軸方向がＮ－３５°－Ｗ

の方形と推測される。壁高は２０～３０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。第１２号溝に掘り込まれているため遺存状態が悪く，規模や形状は不明

である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山に褐色土を積み上げて構築されている。第１～３層は袖部の構築土

とみられる。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ５０～６０�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ２０�で，南東壁際

に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １８層に分層できる。粘土ブロック等を含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第１６３図 第９２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，粘土ブロック・ローム粒子・焼土

粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土ブロ

ック少量

３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・
炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 細礫多量，炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 細礫多量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

４ にぶい黄褐色 細礫多量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロ
ック微量

５ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

第９２号住居跡出土遺物観察表（第１６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２９６ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�０ ［７�８］長石・石英 灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を
残す一方向のヘラ削り 覆土下層 ２０％

２９７ 須恵器 鉢 ［２６�４］（５�５） － 長石・石英 灰 良好 体部横位の叩き 内面無文の当て具痕 覆土下層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１０ 球状土錘 ２�８ ２�５ ０�８ １８�７ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１０ 浮子ヵ ５�０ ３�３ ２�２ １２�５ 軽石 研磨痕 床面 PL４８

―１８６―



遺物出土状況 土師器片２３０点（坏８，蓋１，高坏１，甕２２０），須恵器片４５点（坏３２，高台付坏１，蓋４，甕

８），土製品２点（球状土錘，支脚），石製品２点（紡錘車）が出土している。２９９は北西壁際，３０１は中央部，

DP１１１は北東壁際，TP１は竈付近の床面からそれぞれ出土している。３００は南東壁際の覆土中層から出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

６ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
炭化粒子少量

７ にぶい黄褐色 焼土ブロック多量，炭化物微量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子少量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

１３ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
１５ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量
１６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量
１７ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
１８ 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第１６４図 第９４号住居跡実測図

―１８７―



第１０２号住居跡（第１６６・１６７図）

位置 調査区中央部のＫ１５ｄ１区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 南西部を第１０号溝に掘り込まれている。

第１６５図 第９４号住居跡出土遺物実測図

第９４号住居跡出土遺物観察表（第１６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２９９ 土師器 坏 ［１１�０］ ３�０ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 床面 １０％

３００ 須恵器 坏 ［１６�２］ ７�１ １２�４ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕を残す
一方向のヘラ削り 覆土中層 ４０％

３０１ 土師器 高坏 － （７�２） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 脚部外面ヘラナデ 内面ヘラ削り 床面 ２０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１１ 球状土錘 ３�１ ２�８ １�０ ２２�６ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 床面 PL４５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１１ 紡錘車 ４�０ １�７ ０�９ ４０�１ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL４７

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

TP１ 須恵器 甕 長石 灰 良好 体部平行叩き 内面同心円状の当て具痕 床面 PL４４

―１８８―



規模と形状 南西壁が削平されているため，北西・南東軸は３�６５ｍで，北東・南西軸は２�８４ｍが確認できただ

けである。遺存する壁と竈から主軸方向がＮ－４３°－Ｅの方形または長方形と推測される。壁高は２６～３８�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面が踏み固められている。壁溝が北西壁から竈左袖部まで確認されている。

竈 北東壁の南東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１４５�，燃焼部幅５５�である。袖部お

よび燃焼部は床面とほぼ同じ高さの地山に暗褐色土を積み上げて構築されている。第１０層は袖部の構築土であ

る。火床部は床面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６５�掘り込まれ，

火床面から緩やかに立ち上がっている。

覆土 １１層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック
微量

８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
９ 黒 褐 色 炭化物多量，焼土ブロック中量
１０ 暗 褐 色 粘土粒子中量，炭化物・砂粒少量，ロームブロッ

ク微量

第１６６図 第１０２号住居跡実測図

―１８９―



遺物出土状況 土師器片２３５点（坏３０，甕２０４，甑１），須恵器片６９点（坏４４，蓋５，高盤１，甕１９），土製品１

点（支脚）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。３０４は南東壁際の覆土中層

から出土している。３０３は南東壁際の覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第１０４号住居跡（第１６８～１７０図）

位置 調査区中央部のＫ１５ｃ１区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１０６号住居跡を掘り込み，南部を第１６号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１５ｍ，短軸３�９４ｍの方形で，主軸方向はＮ－７０°－Ｅである。壁高は１５～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。

竈 北東壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１５�，燃焼部幅４５�である。袖部

および燃焼部は地山を１０�ほど掘り込んで，灰黄褐色土を積み上げて構築されている。第１４～１６層は袖部の構

築土である。火床部は床面とほぼ同じ高さで，煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上が

っている。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１１ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック少量

第１６７図 第１０２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黄 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 灰 色 粘土ブロック・焼土粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

６ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量
１０ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第１０２号住居跡出土遺物観察表（第１６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３０２ 土師器 坏 １４�４ ４�１ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 覆土下層 ７０％

３０３ 須恵器 坏 ［１１�４］ ４�２ ８�３ 長石 灰白 良好 底部回転ヘラ削り 簀子状圧痕 覆土中 ５０％

３０４ 須恵器 蓋 ［１５�５］ ３�９ － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中層 ６０％ PL３３

―１９０―



１１ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量
１２ にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・細礫少量

１５ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量
１６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ

ク微量

第１６８図 第１０４号住居跡実測図

―１９１―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４４～５８�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１５�で，南西壁際

に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １０層に分層できる。粘土ブロック・焼土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片４００点（坏１１５，甕２８５），須恵器片９８点（坏６６，蓋１４，盤２，瓶１，横瓶１，甕１４），

土製品２点（管状土錘，支脚），金属製品４点（刀子２，釘１，椀状滓１）が北東壁付近と中央部の床面から

出土している。３０８・DP１１３は北東壁際の床面からそれぞれ出土している。３０９はＰ３の覆土中層と中央部およ

び北東壁際の床面からそれぞれ出土した破片が接合したものである。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
９ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

第１６９図 第１０４号住居跡出土遺物実測図�
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第１０８号住居跡（第１７１・１７２図）

位置 調査区東部のＫ１５ｃ６区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 北西部を第７号掘立柱建物，北東コーナー部を第２８７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸３�８７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２９°－Ｗである。壁高は５�で，外傾して

第１７０図 第１０４号住居跡出土遺物実測図�

第１０４号住居跡出土遺物観察表（第１６９・１７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３０５ 須恵器 坏 ９�６ ３�０ ７�２ 長石・石英・雲母 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り 覆土上層 ９５％ PL３１

３０６ 須恵器 坏 ［１４�２］ ３�９［１１�４］長石 灰 良好 内・外面ロクロ調整 底部回転ヘラ切り 覆土中 ５％

３０７ 須恵器 盤 ［１５�２］ １�４［１３�５］長石・雲母 暗灰黄 良好 ロクロ成形 覆土中 ５％

３０８ 須恵器 横瓶 － （１５�０） － 長石・石英・黒色粒子 暗灰黄 良好 内・外面ロクロ成形 外面ロクロ目消しのナデ
底部蓋貼り付け 体部に２条の沈線が巡る 床面 １５％

３０９ 土師器 甕 ２１�５ ３２�５［１１�６］長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内・外面輪積痕 内面指頭
圧痕 ヘラナデ Ｐ３中層～床面 ７０％

３１０ 土師器 甕 ２５�０ ３５�０［１３�１］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面器面荒れ 底部木葉痕 床面 ７０％

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１２ 管状土錘（５�５） ２�７ ０�８ （３５�８）長石・石英・雲母 ナデ 二方向からの穿孔後，雑な面取り 一部欠け 覆土中

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１３ 支脚 （１４�７）（８�９） ４�４ （９６６�０）長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 下端欠損 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１８ 刀子 （１１�８） ０�９ ０�３ （１０�１） 鉄 断面三角形 覆土中

Ｍ１９ 釘 （６�２） ０�６ ０�５ （１４�４） 鉄 断面長方形 頭部平 覆土中 PL４９

Ｍ２０ 椀状滓 ６�８ ８�２ ４�０ ２１０�０ 鉄 火熱痕 覆土中 PL４８

―１９３―



立ち上がっている。東壁中央部が撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦な貼床で，北西部が踏み固められている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。撹乱により削平されているため，規模は焚口部から煙道部まで５５�で，

燃焼部幅は４０�が確認できただけである。火床部は床面よりやや高く，火床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ７�・２０�で，規模と配置から主柱穴である。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。第２・３層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片９点（坏３，甕６），須恵器片２点（坏，甕），金属製品１点（不明）が出土している。

３１６は北西壁際の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第１７１図 第１０８号住居跡実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック微量

第１７２図 第１０８号住居跡出土遺物実測図
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第１１０号住居跡（第１７３・１７４図）

位置 調査区東部のＫ１５ｉ７区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 北西部を第１０号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６０ｍ，短軸４�２６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は２８～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床で，竈前面から中央部にかけて踏み固められている。壁溝が西壁から竈左袖部まで確認さ

れている。焼土が東壁から南西コーナー部の壁付近まで確認されている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９６�，燃焼部幅４５�である。袖部および燃

焼部は地山を１５�ほど掘り込んで，暗褐色土の上ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床

面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１５�掘り込まれ，火床面からほ

ぼ直立している。第１２～１４層は袖部の構築土，第１５～１７層は掘方への埋土である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～２８�で，規模と配置から主柱穴である。Ｐ５は深さ１３�で，南壁際に

位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ２８層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第２９

層は貼床の構築土である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

１１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，細礫少量
１３ にぶい黄褐色 粘土ブロック・細礫少量，焼土ブロック微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化物・細礫少量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１６ 黒 褐 色 細礫中量，焼土ブロック・粘土ブロック・ローム

粒子・炭化粒子少量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 細礫多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 細礫中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量
１２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
１４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物少量，焼土ブロック微量
１５ にぶい黄褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・細礫少量，粘土ブロッ

ク微量

１６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１７ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１８ 灰 黄 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・細礫少量，粘土ブロッ

ク微量
１９ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・細礫多量，炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・細礫少量
２１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
２２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
２３ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化物中量
２４ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２６ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２７ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量
２８ 黒 褐 色 炭化粒子中量，粘土ブロック・焼土粒子少量
２９ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量

第１０８号住居跡出土遺物観察表（第１７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３１６ 須恵器 坏 ［１４�２］（４�６） － 長石・石英 黄灰 良好 体部内・外面ロクロ調整 床面 ２０％

―１９５―



遺物出土状況 土師器片４８９点（坏２７，甕４６２），須恵器片２８点（坏１７，高台付坏１，蓋６，鉢１，甕３），陶器

片１点（甕），土製品３点（球状土錘），金属製品１点（釘）が中央部の覆土中層から出土している。３１７・３１９・

DP１１８は中央部，３１８は東壁付近の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 焼土が東壁から南西コーナー部にかけてで確認されていることから焼失住居である。時期は，出土土器

から８世紀前葉と考えられる。

第１７３図 第１１０号住居跡実測図

―１９６―



第１７４図 第１１０号住居跡出土遺物実測図

第１１０号住居跡出土遺物観察表（第１７４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３１７ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�０ － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り後，ヘラナデ 内面ナデ 覆土中層 ２５％

３１８ 須恵器 坏 ［１５�２］ ４�２ ８�６ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 底部回転ヘラ削り 覆土中層 ４０％

３１９ 須恵器 坏 ［１３�８］ ３�８ ９�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部下端に１条の沈線が巡る 底部回転ヘラ削り 覆土中層 ４０％ PL３１

３２０ 須恵器 蓋 ［１７�０］ ２�５ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土中 ８０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１７ 球状土錘 ２�９ ２�３ ０�６ １８�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中 PL４５

DP１１８ 球状土錘 ２�５ ２�０ ０�８ １１�３ 長石・石英 ナデ 一方向からの穿孔後，面取り 指頭痕 覆土中層 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２２ 釘 （４�５） ０�３ ０�４ （３�５） 鉄 断面長方形 両端部欠損 覆土中 PL４９

表４ 竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）主柱穴 出入口

ピット ピット 竈 貯蔵穴

５ Ｉ１３ｅ７ Ｎ－６６°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�５０×（１�８０）４８～５２平坦 一部 ２ － － － － 人為 土師器，須恵器，土製品，

石製品，金属製品，木製品 ８世紀前葉 SI２・１８�本跡

７ Ｉ１３ｄ１ Ｎ－７２°－Ｗ 方形・
長方形 ５�６５×５�２５２８～７５平坦 一部 ２ － ３ １ － 人為 土師器，須恵器，

土製品，金属製品 ８世紀後葉 SI８�本跡�SK７０

１２ Ｋ１５ｉ０ Ｎ－３５°－Ｗ 方形 ３�１２×２�９７１３～３２平坦 一部 － １ － １ － 自然 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ８世紀中葉 SI１１�本跡

１３ Ｌ１６ｄ４ Ｎ－７°－Ｗ 方形 ３�３７×３�３４２０～４０平坦 － ４ １ － １ － 自然 土師器，須恵器 ８世紀前葉 SI１４�本跡�SK６９

２３ Ｊ１５ｊ３ Ｎ－３０°－Ｗ 方形 ４�５４×４�３０１５～４６平坦 全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ８世紀前葉

２７ Ｌ１６ｅ４ Ｎ－３５°－Ｗ 方形 ３�９０×３�６５４０～４５平坦 全周 － ２ － １ － 自然 土師器，須恵器，
石製品，金属製品 ８世紀後葉 SI２８・２９�本跡

３１ Ｊ１４ｇ６ Ｎ－４６°－Ｅ ［方形・
長方形］４�８７×（４�７０）２０～２５平坦 一部 ４ １ １ １ － 人為 土師器 ８世紀前葉 SI３２・５１�本跡

３５ Ｊ１３ｈ０ Ｎ－３２°－Ｅ 方形 ３�９５×３�７５ ８～１６平坦 － － － － １ － 不明 土師器，須恵器，
土製品，石器 ８世紀中葉

３６ Ｊ１３ｉ０ Ｎ－３７°－Ｗ 長方形 ５�００×４�２３２０～５６平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，土製
品，石器，金属製品 ８世紀後葉

４０ Ｋ１５ｆ９ Ｎ－２０°－Ｗ 長方形 ４�４０×３�７５３０～９０平坦 ほぼ
全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，

土製品 ８世紀中葉

―１９７―



� 掘立柱建物跡

第５号掘立柱建物跡（第１７５・１７６図）

位置 調査北部のＩ１３ｄ３区，標高１５�０ｍの河岸段丘上位の傾斜部に位置している。

重複関係 第８号住居跡を掘り込んでいる。その他，第３０８・３０９・３１６・３１７号土坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－６７°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行５�４ｍで，面積は３８�９�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ（６尺），梁行２�７ｍ（９尺）で，柱筋はほぼ

揃っている。

柱穴 ７か所。本来１０本柱で，柱穴は１０か所あったと思われるが，南西側の３か所は第８号住居跡の覆土中を

掘り込んでいたため確認することができなかった。平面形は隅丸方形で，深さは３６～６０�である。土層は，第１

層が柱痕跡，第２～７層が柱抜き取り痕にそれぞれ相当し，第８～１４層が埋土で版築状に突き固められている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・

粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子少量，焼土粒

子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）主柱穴 出入口

ピット ピット 竈 貯蔵穴

４５ Ｊ１４ｇ２ Ｎ－４１°－Ｅ 長方形 ４�１０×３�５０ ８～２５平坦 一部 － － － １ － 人為 土師器，須恵器，
金属製品 ８世紀前葉

４６ Ｊ１４ｉ２ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ５�１８×５�１８２０～４５平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品，石器 ８世紀中葉 SI４３�本跡

５２ Ｋ１４ｃ２ Ｎ－３０°－Ｗ ［方形・
長方形］３�３０×（２�７５）８～１５平坦 － － － ３ １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀後葉 本跡�SI５３，SK２９７

５３ Ｋ１４ｃ２ Ｎ－４５°－Ｅ 方形 ５�２３×４�９０ ６～３２平坦 － ４ １ － ２ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ８世紀後葉 SI５２�本跡�SK１０６・１０７・２９７

５６ Ｍ１５ａ９ Ｎ－３６°－Ｗ 方形 ３�４５×３�２７２３～３５平坦 全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，土製
品，石製品，金属製品 ８世紀後葉 SI５５�本跡�SE４

５７ Ｍ１６ｂ１ Ｎ－２２°－Ｗ 長方形 ３�１０×２�８０１４～２８平坦 ほぼ
全周 － １ １ １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 本跡�SI５８・６０

６１ Ｍ１６ａ２ Ｎ－４０°－Ｅ ［方形・
長方形］４�４５×（１�２０）１６～３５平坦 一部 ２ － １ － ー 人為 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SI６３�本跡

６４ Ｌ１６ｊ１ Ｎ－６０°－Ｅ 方形 ４�５０×４�３０１８～２５平坦 一部 － － ２ １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀中葉 SI５５・６３・７７�本跡�方形竪穴１２，SK１０９
６６ Ｌ１５ｅ５ Ｎ－１８°－Ｗ 方形 ４�８５×４�５８ ８～３７平坦 ほぼ

全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品，瓦 ８世紀後葉 SK１２９�本跡

７２ Ｊ１４ｊ３ Ｎ－４３°－Ｗ 方形 ４�４０×４�３５ ６～５０平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀前葉 SI５４・７１�本跡

７３ Ｌ１５ｆ６ Ｎ－１０°－Ｗ ［方形］［５�０５］×４�９０ ８～２０平坦 － ４ － － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ８世紀前葉

７９ Ｌ１５ａ１ Ｎ－５０°－Ｅ 方形 ３�１３×３�１０３５～４７平坦 ほぼ
全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，

土製品，金属製品 ８世紀後葉

８１ Ｌ１４ａ０ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ３�１０×２�９５２８～３５平坦 ほぼ
全周 － １ １ １ － 人為 土師器，須恵器，

土製品，金属製品 ８世紀中葉 本跡�SI８０

８２ Ｌ１４ｂ９ Ｎ－４０°－Ｗ 方形 ４�８３×４�６５３０～６２平坦 全周 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ８世紀前葉

８５ Ｋ１４ｈ８ Ｎ－５０°－Ｅ 方形 ２�６２×２�４２１５～３０平坦 － － － － １ － 人為 土師器，須恵器，
石器 ８世紀後葉 本跡�SI８４

９１ Ｋ１４ｈ６ Ｎ－３２°－Ｗ 不整方形 ３�６２×３�４６１２～２４平坦 － － － － １ － 人為 土師器，須恵器 ８世紀後葉 SI９２�本跡�SD１３

９２ Ｋ１４ｈ６ Ｎ－６２°－Ｅ 方形 ３�０３×２�８６ １５ 平坦 － ２ － ２ － ー 人為 土師器，須恵器，
土製品，石製品 ８世紀中葉 本跡�SI９１，SD１３

９４ Ｋ１４ｅ４ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形］ ４�２４×（４�１０）２０～３０平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品，石製品 ８世紀後葉 本跡�SD１２

１０２ Ｋ１５ｄ１ Ｎ－４３°－Ｅ ［方形・
長方形］３�６５×（２�８４）２６～３８平坦 一部 － － － １ － 人為 土師器，須恵器，

土製品 ８世紀後葉 本跡�SD１０

１０４ Ｋ１５ｃ１ Ｎ－７０°－Ｅ 方形 ４�１５×３�９４１５～２５平坦 － ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ８世紀中葉 SI１０６�本跡�SD１６

１０８ Ｋ１５ｃ６ Ｎ－２９°－Ｗ 長方形 ４�４０×３�８７ ５ 平坦 － ２ － － １ － 不明 土師器，須恵器，金属製品 ８世紀後葉 本跡�SB７，SK２８７

１１０ Ｋ１５ｉ７ Ｎ－１７°－Ｗ 方形 ４�６０×４�２６２８～５０平坦 一部 ４ １ － １ － 人為 土師器，須恵器，陶器，
土製品，金属製品 ８世紀前葉 本跡�SE１０

―１９８―



遺物出土状況 土師器片１５５点（坏４３，甕１１２），須恵器片４４点（坏２１，高台付坏２，蓋８，盤１，甕１２），土製

品１点（球状土錘）が出土している。３２４・３２５はＰ７の柱抜き取り痕の覆土下層から出土している。また，DP

５３はＰ１の埋土上層から出土している。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から規格性のある中形の側柱建物と想定され，倉庫としての性格を有してい

たものと思われる。時期は，出土土器や重複関係から８世紀後葉と考えられる。

第１７５図 第５号掘立柱建物跡実測図

―１９９―



第６号掘立柱建物跡（第１７７図）

位置 調査区中央部のＫ１４ａ８区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第３８号住居跡を掘り込み，第３３号住居に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－４６°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行５�８５

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は２１�１�である。柱間寸法は，桁行１�９５ｍ（６尺５寸），梁行１�８ｍ（６尺）で，柱筋

はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は円形で，深さは６～４０�である。土層は，第１層が柱痕跡に相当し，第２～４層が埋

土で版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１３点（坏１，甕１２），須恵器片２点（盤，甕）が出土している。３２６はＰ６の埋土から

出土している。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から規格性のある中形の側柱建物と想定され，倉庫としての性格を有してい

たものと思われる。時期は，出土土器や重複関係から８世紀後葉と考えられる。

第１７６図 第５号掘立柱建物跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第５号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２４ 須恵器 高台付坏［１３�４］ ５�３ ８�６ 長石・石英・雲母 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け Ｐ７柱抜き取
り痕覆土下層 ８０％ PL３２

３２５ 須恵器 蓋 ［１４�４］ ３�８ － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け Ｐ７柱抜き取
り痕覆土下層 ６０％ PL３３

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP５３球状土錘 ２�７ ２�４ ０�６ １５�４ 長石・石英・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 Ｐ１埋土上層 PL４５

第６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２６ 須恵器 盤 － （１�８）［１１�４］長石・石英・雲母 灰黄 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け Ｐ６埋土中 １０％

―２００―



第７号掘立柱建物跡（第１７８図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｃ６区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第１０８号住居跡を掘り込んでいる。その他，第３６１・３６２号土坑と重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－２１°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行５�８５

ｍ，梁行３�９ｍで，面積は２２�８�である。柱間寸法は，桁行・梁行ともに１�９５ｍ（６尺５寸）で，柱筋はほぼ

揃っている。

第１７７図 第６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―２０１―



柱穴 １０か所。平面形は円形で，深さは２０～５８�である。土層は，第１・２層が柱抜き取り跡に相当し，第３

層が埋土である。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，甕２），須恵器片３点（坏２，蓋１）が出土している。３２７はＰ９の柱抜

き取り痕の覆土中から出土している。

所見 本跡は，確認できた柱穴群から規格性のある中形の側柱建物と想定され，倉庫としての性格を有してい

たものと思われる。時期は，出土土器や重複関係から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第１７８図 第７号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―２０２―



� 土坑

第１８９号土坑（第１７９図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｆ４区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径２�８０ｍ，短径２�０８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４９°－Ｗである。深さは８６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土 ６層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックや炭化物，及び貝を含んでいることから埋め戻されて

いる。

遺物出土状況 土師器片６点（甕），須恵器片２点（坏，盤），鉄製品１点（不明）が出土している。３２８は底

面から出土している。なお，貝の集中が南西壁寄りに２か所認められる。出土した貝の総数は，ヤマトシジミ

４４０点（右殻２２１，左殻２１９，総量２２８�２９ｇ），カワニナ１点（０�０４ｇ）である。

所見 本跡は，土坑を掘り込んだ後，時間があまり経たないうちに，ヤマトシジミを主体とする貝殻が投棄さ

れている。時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２５８号土坑（第１７９図）

位置 調査区中央部のＫ１３ａ９区，標高７�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

規模と形状 長径０�８８ｍ，短径０�８６ｍの円形である。深さは３８�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２１点（坏４，甕１７），須恵器片１点（坏）が出土している。３２９は覆土上層から出土し

ている。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック・貝少量，炭化物・焼土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２７ 須恵器 蓋 － （２�３） － 長石・石英 灰 良好 天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け Ｐ９柱抜き取
り痕覆土中 １０％

表５ 掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模 柱穴
主な出土遺物 時期

備考
重複関係（古�新）桁×梁

（ｍ）
面積
（�）

桁行柱間
（ｍ）

梁行柱間
（ｍ） 構造 柱穴数 平面形 深さ

（�）
５ Ｉ１３ｄ３ Ｎ－６７°－Ｗ ３×２ ７�２×５�４ ３８�９ １�８ ２�７ 側柱 （７） 隅丸

方形 ３６～６０ 須恵器，球状土錘 ８世紀後葉 SI８�本跡

６ Ｋ１４ａ８ Ｎ－４６°－Ｗ ３×２ ５�８５×３�６ ２１�１ １�９５ １�８ 側柱 １０ 円形 ６～４０ 須恵器 ８世紀後葉 SI３８�本跡�SI３３

７ Ｋ１５ｃ６ Ｎ－２１°－Ｗ ３×２ ５�８５×３�９ ２２�８ １�９５ １�９５ 側柱 １０ 円形 ２０～５８ 須恵器 ８世紀後葉 SI１０８�本跡

―２０３―



３ 平安時代の遺構と遺物

当時代の遺構は，竪穴住居跡２２軒と土坑２基および井戸跡２基が確認された。以下，確認された遺構と遺

物について記述する。

第１７９図 第１８９・２５８号土坑・出土遺物実測図

表６ 土坑一覧表

番号 位置 長径・軸方向 平面形
規模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物 時期
備考

重複関係（古�新）長径・軸×短径・軸（ｍ）深さ（�）

１８９ Ｋ１５ｆ４ Ｎ－４９°－Ｗ 楕円形 ２�８０ × ２�０８ ８６ 平坦 外傾 人為 須恵器，ヤマトシ
ジミ，カワニナ ８世紀後葉

２５８ Ｋ１３ａ９ － 円形 ０�８８ × ０�８６ ３８ 平坦 外傾 人為 須恵器 ８世紀後葉

第１８９号土坑出土遺物観察表（第１７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２８ 須恵器 坏 － （１�９） ７�６ 長石・石英・針状鉱物 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残すヘラナデ 底部外面
ヘラ書き『二』 底面 １０％

第２５８号土坑出土遺物観察表（第１７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３２９ 須恵器 坏 ［１２�６］ ４�６ ７�２ 長石・石英 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す手持ちヘラ削り 覆土上層 ８０％ PL３１

―２０４―



� 竪穴住居跡

第１号住居跡（第１８０・１８１図）

位置 調査区中央部のＩ１３ｄ５区，標高１５�０ｍの河岸段丘上位の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸３�８８ｍ，短軸３�６２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３１°－Ｅである。竈の東側に褐色土で構築し

た棚部が付設されている。奥行き７０�，幅１４０�の不整長方形で，床面からの高さは３０�である。壁高は２４～

４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 やや平坦である。東・西壁際を除いて踏み固められている。壁溝がほぼ全周している。焼土が南東壁付近

で確認されている。

竈 北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３０�，燃焼部幅５５�である。袖部およ

び燃焼部は地山を１４�ほど掘り込んで，褐色土の上に暗赤褐色土を積み上げて構築されている。火床部は床面

をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，火床面から緩や

棚土層解説
１ 明 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量
２ 黒 橙 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量

５ 暗 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化

粒子微量

第１８０図 第１号住居跡実測図

―２０５―



かに立ち上がっている。第１２～１４層は袖部の構築土，第１５～１９層は掘方への埋土である。

覆土 ９層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４２６点（坏５８，椀１，高台付坏４，高台付椀１，甕３６２），須恵器片２２９点（坏６０，高台

付坏１１，蓋１７，高盤１，鉢４，壺９，甕１２６，甑１），土製品５点（土玉３，球状土錘１，支脚１），金属製品

１点（鏃）が中央部の覆土中層および覆土中から出土している。３３０は南東壁際の床面，３３１・３３３は中央部の

覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 焼土が南東壁付近で確認されていることから焼失住居である。時期は，出土土器から１０世紀前葉と考え

られる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

物微量
２ にぶい黄橙色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化粒子

微量
３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子

微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 黄 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック少量，炭化

粒子微量

９ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
１０ にぶい黄褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
１２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
１４ 暗 赤 褐 色 細礫中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，

ローム粒子微量
１５ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１７ 灰 黄 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
１８ 黄 褐 色 ローム粒子多量
１９ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物・ローム粒

子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
炭化物微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１８１図 第１号住居跡出土遺物実測図

第１号住居跡出土遺物観察表（第１８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３３０ 土師器 坏 ［１２�８］ ３�８ － 石英・雲母 明褐 普通 底部回転ヘラ切り 床面 ６０％

３３１ 土師器 坏 １３�３ ３�４ ７�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転ヘラ切り痕を残すナデ 覆土中層 ６０％

―２０６―



第１９号住居跡（第１８２・１８３図）

位置 調査区北西部のＩ１３ｅ２区，標高１５�０ｍの河岸段丘上位の傾斜部に位置している。

重複関係 第８号住居跡を掘り込んでいる。

第１８２図 第１９号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３３２ 土師器 椀 ［１５�０］（５�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 底部回転ヘラ削り 覆土中 ５０％

３３３ 土師器 高台付椀［１４�０］ ３�７ － 長石・石英・雲母 橙 普通 高台剥離 覆土中層 ２０％

３３４ 須恵器 高盤 － （５�５） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 脚部内・外面ロクロ調整 ３孔式脚部 覆土中 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１９ 球状土錘 ２�１ ２�０ ０�５ （８�０）長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

DP１２０ 土玉 １�９ １�１ ０�５ （４�０）長石・雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

DP１２１ 土玉 １�８ １�５ ０�７ ３�８ 長石 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

DP１２２ 土玉 １�６ ２�１ ０�５ ５�３ 赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２３ 鏃 （４�３）（１�７） ０�３ （３�９） 鉄 茎部欠損 鏃身部断面両丸 覆土中 PL４９

―２０７―



規模と形状 南部が削平されているため，北西・南東軸は２�７０ｍ，北東・南西軸は２�２０ｍが確認されただけで

ある。遺存する壁と竈の位置から主軸方向がＮ－４８°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は３５～７０�

で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，遺存している部分では壁溝が確認されている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�，燃焼部幅４７�である。袖部および燃焼部

は地山を１５�ほど掘り込んで，褐色土の上に粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床面は火を受けて

赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床面からほぼ直立している。第９・１０層は袖部の構築

土，第１１層は掘方への埋土である。

覆土 １１層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック少量，炭化

物微量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
１１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，
ロームブロック微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 色 ロームブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量

第１８３図 第１９号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況 土師器片７６点（坏９，甕６７），須恵器片３０点（坏１６，高台付坏１，蓋４，壺１，短頸壺１，甕

７）が出土している。その他，混入した陶器片１点，瓦片１点も出土している。２０７・２０８・２１０・２１１は竈の火

床部から出土している。２０９は北コーナー部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第３３号住居跡（第１８４・１８５図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｂ９区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第３８号住居跡，第６号掘立柱建物跡を掘り込み，北東壁を第３号井戸に掘り込まれている。

第１８４図 第３３号住居跡実測図

第１９号住居跡出土遺物観察表（第１８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

２０７ 須恵器 坏 ［１３�６］ ５�５ ［７�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 底部不定方向のヘラ削り 竈火床部 ２０％

２０８ 須恵器 蓋 － （２�９） － 長石・石英 灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 竈火床部 ２５％

２０９ 須恵器 短頸壺［９�４］（７�０） － 長石・石英 灰褐 良好 体部ロクロナデ 覆土下層 １０％

２１０ 土師器 甕 ［１５�８］（１４�０） － 長石・石英 赤褐 普通 体部内・外面ヘラナデ 輪積痕 竈火床部 ２０％

２１１ 須恵器 甕 ［２４�０］（１１�０） － 長石・石英 灰 良好 体部縦位の平行叩き後，横位の平行叩き 内面
無文の当具痕 輪積痕 竈火床部 １０％

―２０９―



規模と形状 長軸５�０５ｍ，短軸４�２３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｅである。壁高は１０～４５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。焼土が南西壁付近で確認されている。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ１５�・２１�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ３は深さ１２�で，南壁付

近の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ４は深さ１６�で，性格は不明であ

る。

覆土 １３層に分層できる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６７点（坏３１，甕２３５，手捏土器１），須恵器片２３点（坏１５，高台付坏２，蓋１，甕５），

土製品１点（球状土錘）が出土している。その他，混入した土師質土器片１点も出土している。３３９は東コー

ナー部付近の床面，３３５・３３６・３４１は南東壁際，３４０は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 焼土が南西壁付近で確認されていることから焼失住居と見られる。時期は，出土土器から９世紀中葉と

考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量
２ 黒 褐 色 炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 極 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・砂粒

少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 黒 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，炭化物少量，ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂粒中量，粘土ブロ

ック・炭化物少量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
１２ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック・砂粒少量
１３ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量

第１８５図 第３３号住居跡出土遺物実測図

―２１０―



第４１号住居跡（第１８６図）

位置 調査区中央部のＪ１５ｊ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第４４号住居跡を掘り込み，中央部を第７７・９９号土坑，南部を第７８号土坑，西部を第９号溝，第８２・

８３号土坑，北東壁を第３号地下式坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西部が削平されているため，長軸は推定５�５５ｍ，短軸５�５０ｍの方形と推測される。主軸方向は

Ｎ－５０°－Ｗである。壁高は３２～４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。壁溝が北東壁から南コーナー部まで確認されている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ４５～５５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４は深さ３４�で，南壁付近

の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 １０層に分層できる。ロームブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２０１点（坏５４，高台付椀１，高台付坏２，鉢１，甕１４２，小形甕１），須恵器片２１点（坏

６，高台付坏１，蓋１，鉢５，甕８），灰釉陶器片２点（椀，高台付椀），鉄滓１点が出土している。その他，

流れ込んだ縄文土器片１点も出土している。３４７は北東コーナー部の覆土下層，３４８は中央部，３５０は北東壁際

の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

第３３号住居跡出土遺物観察表（第１８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３３５ 土師器 坏 ［１５�８］ ４�１ ７�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り痕を残す
一方向のヘラ削り 覆土下層 ４５％

３３６ 須恵器 坏 １４�２ ４�１ ７�３ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL３１

３３７ 須恵器 坏 １３�３ ４�３ ６�３ 長石・石英 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部不定方向のヘラ
削り 覆土下層 ８０％

３３８ 須恵器 坏 ［１２�８］ ３�８ ６�６ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す不定方向のヘラ削り 灯明皿として使用 覆土中 ６５％

３３９ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�５ ［７�２］長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 床面 ２０％

３４０ 須恵器 高台付坏［１３�３］ ５�１ ５�４ 長石・石英・雲母 灰オリーブ 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 ６０％

３４１ 須恵器 蓋 ［１５�０］ ３�３ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 黄灰 良好 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土下層 ６０％

３４２ 土師器 手捏土器 ４�２ ２�５ ４�３ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部内面ヘラナデ 外面ナデ 覆土中 ８０％ PL４２

第４１号住居跡出土遺物観察表（第１８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３４７ 土師器 坏 ［１３�５］ ３�９ ７�１ 石英・雲母 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ切り痕を残す一方向のヘラ削り 覆土下層 ４０％

５５１ 灰釉陶器 椀 ［１６�４］（２�７） － 緻密・長石・石英 灰黄 良好 体部内・外面をハケで施釉 覆土中 １０％

３４８ 土師器 高台付椀 １７�８ ７�５ ９�５ 長石 橙 普通 底部回転ヘラ切り痕を残し高台貼り付け 覆土中層 ９０％ PL３４

３４９ 灰釉陶器 高台付椀［１３�２］ ４�５ ６�８ 緻密・長石・石
英・黒色粒子 灰白 良好 体部内・外面をハケで施釉 覆土中層 ４５％

３５０ 土師器 小形甕［１２�７］ ９�９ ９�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部下端ヘラ削り 内面ナデ 底部回転ヘラ切
り痕を残す一方向のヘラ削り 覆土中層 ６０％

―２１１―



第１８６図 第４１号住居跡・出土遺物実測図

―２１２―



第５０号住居跡（第１８７・１８８図）

位置 調査区中央部のＪ１４ｊ４区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第４９・７１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�７５ｍ，短軸３�１５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４９°－Ｅである。竈の東側に地山を掘り残

した棚部が付設されている。奥行き４０�，幅６２�の不整長方形で，床面からの高さは２０�である。壁高は８～

２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 竈付近がやや窪んでいる。西部が踏み固められている。壁溝が竈左袖部から北西壁際と南東壁際に確認さ

れている。

竈 北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８０�，燃焼部幅４０�である。火床部は床

面よりやや高い。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック，砂質粘土ブロックなどを含む不自然な堆積状況か

ら埋め戻されている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック少量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量

第１８７図 第５０号住居跡実測図

―２１３―



遺物出土状況 土師器片９１点（坏２６，高台付坏１，甕６３，甑１），須恵器片７点（坏３，高台付坏１，壺１，

甕２）が出土している。３６３は竈の右袖部から出土している。３６４は南東壁際の床面と，竈の右袖部と竈手前の

覆土下層から出土した破片が，それぞれ接合したものである。３６５は竈の右袖部東寄りの覆土下層と床面から

出土した破片がそれぞれ接合したものである。３６４は出土状況から右袖部の構築材として使用されていたと考

えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量，炭化物微量

４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，
ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量

第１８８図 第５０号住居跡出土遺物実測図

―２１４―



第５８号住居跡（第１８９図）

位置 調査区中央部のＭ１６ｂ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

第１８９図 第５８号住居跡・出土遺物実測図

第５０号住居跡出土遺物観察表（第１８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３６３ 土師器 高台付坏 １４�６ ５�６ ８�２ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 体部内面ヘラ磨き 覆土下層 ８５％ PL３２

３６４ 土師器 甕 ２０�６ ２８�９ ７�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面～覆土下層 ５０％

３６５ 土師器 甕 ２０�５（２６�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面～覆土下層 ７０％

３６６ 土師器 甑 ［２２�６］２３�７ ［９�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面工具痕 輪積痕 床面 ３５％

―２１５―



重複関係 第５７・５９・６０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南部が調査区域外へ延びているため，北東・南西軸は４�５０ｍ，北西・南東軸は４�２０ｍが確認でき

ただけである。遺存する壁から主軸方向がＮ－２５°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は２０～４０�で，

外傾して立ち上がっている。

床 平坦である。竈右袖部手前から南部まで踏み固められている。壁溝が北東壁から南東壁まで確認されてい

る。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６０�，燃焼部幅３０�である。袖部および燃焼部は

地山を２３�ほど掘り込んで，暗褐色土の上に砂質粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床部は床面を

掘りくぼめ，煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第４層は掘方への埋土

である。

ピット 深さ２０�で，規模と位置から主柱穴とみられる。

覆土 ８層に分層できる。ロームブロックなどを含む堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片８６点（坏２６，高台付坏２，高台付椀１，蓋１，甕５６），須恵器片２０点（坏１５，蓋２，

甕３）が出土している。３６７・３６８は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀中葉と考えられる。

第５９号住居跡（第１９０・１９１図）

位置 調査区中央部のＭ１５ｂ０区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第６０号住居跡を掘り込み，北東壁を第５８号住居，北西部を第６７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南西部が調査区外へ延びているため，北西・南東軸は３�２５ｍで，北東・南西軸は３�１５ｍが確認で

きただけである。主軸方向がＮ－２６°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は５～４０�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。南部が踏み固められている。壁溝が北東壁から南東壁まで確認されている。

覆土 ２層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物微量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量

３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロック

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第５８号住居跡出土遺物観察表（第１８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３６７ 土師器 坏 ［１３�６］（４�８） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土中 ２０％

３６８ 土師器 高台付椀 － （２�５）［８�５］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土中 １０％

―２１６―



遺物出土状況 土師器片２７７点（坏６８，高台付坏１，高台付椀１，坩１，高坏１，甕２０５），須恵器片１４０点（坏

６４，高台付坏３，蓋５，盤１，高盤１，甕６５，甑１），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品１点（管状土錘）が

出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片７点も出土している。３６９は北東壁付近の覆土下層，３７０・３７１

は覆土中からそれぞれ出土している。３７２は南東壁付近の床面と覆土下層から出土した破片が接合したもので

ある。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第１９０図 第５９号住居跡・出土遺物実測図

―２１７―



第６０号住居跡（第１９２・１９３図）

位置 調査区中央部のＭ１６ｂ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第５５・５７・７７号住居跡を掘り込み，南部を第５８・５９号住居，西部を第６７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西部が掘り込まれているため，北西・南東軸は３�３８ｍで，北東・南西軸は２�００ｍが確認できただ

けである。主軸方向がＮ－３５°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は１２～４０�で，外傾して立ち上が

っている。

床 ほぼ平坦である。確認できた部分の竈１から中央部にかけて踏み固められている。確認された部分では壁

溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は北東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１０５�，燃焼部幅５０�で

ある。左袖部は床面とほぼ同じ高さの地山に積み上げて構築されている。火床部は床面を掘りくぼめ，煙道部

は壁外に２５�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がり端部で直立している。

竈２は北西壁に付設されている。左袖部が第６７号住居に掘り込まれているため，規模は焚口部から煙道部ま

で８０�が確認できただけである。火床部は床面よりやや高い。袖部の遺存状態から，竈２から竈１へ作り替え

られている。

第１９１図 第５９号住居跡出土遺物実測図

竈１土層解説
１ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微

量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・炭化

物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，粘
土粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第５９号住居跡出土遺物観察表（第１９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３６９ 土師器 坏 １４�０ ４�３ ８�５ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内・外面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り痕を
残す不定方向のヘラ削り 油煙付着 覆土下層 ９０％ PL２８

３７０ 須恵器 盤 ［１９�５］ ３�２［１１�５］長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中 １５％

３７１ 灰釉陶器 長頸瓶 － （４�０） ８�８ 緻密・長石・石英 灰 良好 体部から底部にかけて施釉 覆土中 １０％

３７２ 須恵器 甑 － （１０�１）［１５�５］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 良好 体部斜位の平行叩き 下端ヘラ削り 内面ヘラ
ナデ 指頭圧痕 工具痕 床面～覆土下層 １０％

―２１８―



ピット １２か所。Ｐ１～Ｐ１２は深さ５～１３�で，規模と位置から壁柱穴である。

覆土 ２層に分層できる。暗褐色土を基本とする単一層で，一度に埋め戻されている。第２層は壁溝の覆土で

ある。

遺物出土状況 土師器片３０５点（坏６６，椀１，高台付坏５，蓋１，甕２３１，小形甕１），須恵器片８９点（坏４２，

高台付坏３，鉢３９，甕５），金属製品２点（鏃，釘）が北東壁の床面から覆土上層にかけて出土している。そ

の他，混入した陶器片１点も出土している。３７３は東コーナー部の床面，３７５は中央部の覆土下層からそれぞれ

出土している。Ｍ２４は北東壁際付近の覆土中層，３７４は竈１の覆土上層からそれぞれ出土している。

竈２土層解説
１ 灰 褐 色 粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック・ローム粒子

微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，ローム
粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１９２図 第６０号住居跡実測図

―２１９―



所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第６２号住居跡（第１９４図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｃ１区，標高７�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第１０７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 南西部が調査区域外へ延びているため，北東・南西軸は３�１６ｍで，北西・南東軸は３�０５ｍが確認

できただけである。壁と竈から主軸方向がＮ－４８°－Ｗの方形または長方形と推測される。壁高は３６�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分では壁溝が巡っている。

竈 北西壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８０�，燃焼部幅５０�である。袖部は地山を２０�ほ

ど掘り込んで，暗褐色土を積み上げて構築されている。第７・８層は袖部の構築土である。火床部は床面をや

や掘りくぼめ，煙道部は壁外に５５�掘り込まれ，火床面から外傾し端部で直立している。

ピット 深さが１８�で，南東壁際に位置し竈と正対していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

第１９３図 第６０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
２ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
４ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量

５ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
６ 灰 黄 褐 色 炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子中量

第６０号住居跡出土遺物観察表（第１９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３７３ 土師器 坏 １３�７ ４�６ ６�３ 石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ９０％ PL２８

３７４ 土師器 坏 ［１３�５］ ３�７ ８�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロ成形 底部回転ヘラ切り 覆土上層 ６０％

３７５ 土師器 坏 ［１５�４］ ３�５ ［９�２］長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 刻書『×』 内面ヘラ磨き 覆土下層 ２５％ PL４３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 土師器 出土位置 備考

Ｍ２４ 鏃 （１３�０） １�０ ０�５ （３２�４） 鉄 断面長方形 覆土中層 PL４９

Ｍ２５ 釘 （４�９） ０�５ ０�３ （４�１） 鉄 断面長方形 頭部平面形 覆土中層 PL４９

―２２０―



覆土 ６層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

第１９４図 第６２号住居跡・出土遺物実測図

―２２１―



遺物出土状況 土師器片６５点（甕），須恵器４２点（坏２３，蓋９，高盤１，盤１，甕７，捏鉢１），金属製品１点

（刀子）が出土している。３７８・３７９は中央部，３７７は北東壁付近の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第６７号住居跡（第１９５・１９６図）

位置 調査区南東部のＭ１５ｂ０区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第５５・５９・６０号住居跡を掘り込み，南部を第５８号住居に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土

ブロック微量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第１９５図 第６７号住居跡実測図

第６２号住居跡出土遺物観察表（第１９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３７７ 須恵器 坏 １２�８ ４�５ ６�９ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り 床面 ８５％ PL３１

３７８ 須恵器 盤 １６�８ ３�９ ［９�５］長石・石英・雲母 灰黄 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 床面 ７５％ PL３４

３７９ 須恵器 捏鉢 － （９�３） １０�３ 長石・石英 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り ３孔 床面 ６０％ PL３６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ１２ 刀子 （１２�０） １�１ ０�４ （１０�９） 鉄 断面三角形 床面 PL４９

―２２２―



規模と形状 南部を掘り込まれているため，東西軸は３�６５ｍで，南北軸は３�６５ｍが確認できただけである。遺

存する壁と竈から主軸方向がＮ－１５°－Ｗの方形または長方形と推測される。

床 ほぼ平坦である。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１１４�，燃焼部幅５５�である。袖部は床面

とほぼ同じ高さの地山に黒褐色土を積み上げて構築されている。第３～６層は袖部の構築土である。火床部は

床面をやや掘りくぼめ，煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。

覆土 ９層に分層できる。ロームブロックや焼土ブロック，粘土ブロックなどを含む不自然な堆積状況から埋

め戻されている。

遺物出土状況 土師器片９９点（坏１９，高台付坏１，高台坏皿１，甕７８），須恵器片１６点（坏８，蓋４，甕２，

甑２），土製品１点（球状土錘）が出土している。３８５は竈の火床面，DP１２８は北東コーナー部，３８４は中央部

の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 炭化粒子・焼土粒子・細礫微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒

子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
６ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
９ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子少量

第１９６図 第６７号住居跡出土遺物実測図

第６７号住居跡出土遺物観察表（第１９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３８４ 土師器 坏 １２�７ ３�５ ７�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す一方向のヘラ削り 覆土下層 ９５％

３８５ 土師器 高台付皿 １３�１ ２�４ ７�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 ９５％ PL３４

３８６ 須恵器 甑 － （１７�７）［１３�５］石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部縦位の平行叩き 下部ヘラ削り 内面同心
円状の当て具痕 下部ナデ 覆土下層 １０％

―２２３―



第６９号住居跡（第１９７・１９８図）

位置 調査区中央部のＬ１６ｈ１区，標高１１�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

重複関係 第６８・７０号住居跡を掘り込み，北部を第１１６号土坑，東部を第１１８・１２１号土坑，中央部を第１３号方

形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 住居や土坑に掘り込まれているため，床面の一部と竈の一部を確認しただけであるが，状況から

同一住居跡と判断した。確認できた床面は北西・南東軸２�４５ｍ，北東・南西軸１�６５ｍである。主軸方向がＮ－

５３°－Ｅの方形または長方形と推測される。

床 ほぼ平坦である。

竈 北東壁に付設されている。中央部を第１３号方形竪穴遺構に掘り込まれているため，規模は焚口部から煙道

部まで４５�が確認できただけである。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏２，甕１３），土製品１点（支脚）が出土している。DP１２９は竈の火床面に据

えられた状態で出土している。３８７は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロック

微量

第１９７図 第６９号住居跡実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１２８ 球状土錘 ２�９ ２�５ ０�６ １７�７ 雲母 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土下層 PL４５

―２２４―



第７０号住居跡（第１９９・２００図）

位置 調査区中央部のＬ１６ｈ１区，標高１１�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

重複関係 第６８号住居跡を掘り込み，北東コーナー部を第６９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�２０ｍ，短軸２�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－５０°－Ｅである。壁高は６～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。竈手前から東部が踏み固められている。

竈 北東壁の中央部やや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで６２�，燃焼部幅５０�である。

袖部および燃焼部は地山を２０�ほど掘り込んで，黒褐色土の上に砂質粘土ブロックが中量含んだ黒褐色土を積

み上げて構築されている。火床部は床面をやや掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外に５５�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がっている。第４層は袖部の構築土，第５層は掘方への埋

土である。

覆土 ２層に分層できる。粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１０４点（坏１３，椀１，高台付坏１，高台付皿１，甕８８），須恵器片２４点（坏１１，高台付

坏２，鉢１，甕９，甑１），土製品６点（管状土錘１，支脚５），石器１点（砥石），金属製品３点（鉄鏃２，

釘１）が出土している。その他，混入した陶器片１点も出土している。３９０は竈の火床部の覆土上層，３８８は東

第１９８図 第６９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物・ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物・

ローム粒子少量

４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量 ２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６９号住居跡出土遺物観察表（第１９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３８７ 土師器 坏 ［１３�８］（３�５） － 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部内・外面器面摩滅 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１２９ 支脚 １４�５ ９�３ ４�５ ８８５�０ 長石・石英 ナデ 指頭圧痕 火床面 PL４７

―２２５―



コーナー部の覆土下層，３９１は中央部の床面からそれぞれ出土している。Ｑ１３は東コーナー部の床面，Ｍ２６・

Ｍ２７は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第１９９図 第７０号住居跡・出土遺物実測図

―２２６―



第８０号住居跡（第２０１図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｊ０区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 第８１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�６８ｍ，短軸２�５８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｅである。竈の北西側に地山を掘り残

した棚部が付設されている。奥行き５０�，幅７０�の不整長方形で，床面からの高さは１０�である。壁高は８～

１０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竈 北東壁の中央部やや北寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�，燃焼部幅４０�である。

袖部および燃焼部は床面とほぼ同じ高さの地山に積み上げて構築されている。火床部は床面をやや掘りくぼめ，

火床面の端部で，焼土が確認されている。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床面から緩やかに立ち上がって

いる。

第２００図 第７０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化物微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
４ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

５ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
７ にぶい黄褐色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
９ 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第７０号住居跡出土遺物観察表（第２００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３８８ 土師器 坏 ［１５�６］ ５�２ ［８�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 褐 普通 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土下層 ３０％

３８９ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�９ ［７�０］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面器面摩滅 覆土中層 ２０％

３９０ 須恵器 坏 １３�４ ５�０ ６�５ 長石・石英 灰 良好 底部回転ヘラ切り痕を残す不定方向のヘラ削り
ヘラ記号『×』 覆土上層 ９５％

PL３１・４３

３９１ 土師器 高台付皿 １３�１ ３�５ ６�３ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 床面 １００％ PL３４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１３ 砥石 （１０�５） ５�５ ３�２ （１７７�４） 凝灰岩 端部欠損 砥面４面 床面 PL４８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２６ 鏃 （５�２） ０�４ ０�４ （２�３） 鉄 鏃身部欠損 断面長方形 覆土中 PL４９

Ｍ２７ 鏃 （５�３） ０�４ ０�３ （１�９） 鉄 鏃身部欠損 断面長方形 覆土中 PL４９

―２２７―



覆土 ４層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片５０点（甕），須恵器片１１点（坏６，高台付坏１，蓋１，甕３）が出土している。３９２は

東・西コーナー部竈右袖付近の床面，３９３は左袖部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 褐 色 砂質粘土ブロック多量

第２０１図 第８０号住居跡・出土遺物実測図

第８０号住居跡出土遺物観察表（第２０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３９２ 須恵器 坏 １２�０ ４�５ ７�２ 長石・石英 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す不定方向のヘラ削り 床面 ９０％ PL３１

３９３ 須恵器 坏 ［１４�４］ ５�０ ７�０ 長石・石英 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 覆土下層 ５０％

―２２８―



第８４号住居跡（第２０２図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｇ８区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

第２０２図 第８４号住居跡・出土遺物実測図

―２２９―



重複関係 第８５，９３号住居跡を掘り込み，竈の一部を第１６２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１４ｍ，短軸３�９５ｍの方形で，主軸方向はＮ－５０°－Ｗである。壁高は２０～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が北コーナー部から南東壁まで確認されている。

竈 北西壁の中央部に付設されている。第１６２号土坑に掘り込まれているため，規模は焚口部から煙道部まで

８５�，燃焼部幅４２�が確認できただけである。左袖部および燃焼部は地山を５�ほど掘り込み，ローム粒子・

粘土粒子を含むにぶい黄褐土を積み上げて構築されている。火床部は床面をやや掘りくぼめている。第１１～１３

層は袖部の構築土，第１４層は掘方への埋土である。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ２７～５５�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ５は深さ３５�で，南東壁付

近の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。Ｐ６～Ｐ９は深さ１８～３５�で，規模

と位置から補助柱穴とみられる。

覆土 ８層に分層できる。ロームブロック・焼土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第

９層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片３８３点（坏１４，甕３６９），須恵器片２９点（坏１６，高台付坏７，蓋３，甕３），土製品５点

（球状土錘１，管状土錘３，支脚１），金属製品３点（釘）が覆土中から出土している。Ｍ２８はＰ５付近の床

面，DP１３１は中央部の覆土下層，３９４は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物

少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
５ 黒 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化物

少量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
１２ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，炭化物・細礫・砂粒少量
１３ にぶい黄褐色 粘土粒子・細礫中量，砂粒少量
１４ にぶい黄褐色 焼土ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物中量，焼土ブロック

少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

５ 暗 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第８４号住居跡出土遺物観察表（第２０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３９４ 須恵器 坏 ［１２�９］ ５�１ ７�３ 長石・石英 灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中 ３５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３０ 球状土錘 ２�３ ２�３ ０�７ １１�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 一方向からの穿孔 指頭痕 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

DP１３１ 管状土錘 ８�９ ４�８ １�７ １９６�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 二方向からの穿孔後，面取り 覆土下層 PL４６

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３２ 支脚 （１０�０）（５�７）（４�７）（３０６�０）長石・石英・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 下端欠損 覆土中

―２３０―



第８７号住居跡（第２０３・２０４図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｊ９区，標高９�０ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

規模と形状 西側が削平されているため，北西・南東軸は２�５６ｍ，北東・南西軸は２�２５ｍが確認できただけで

ある。遺存する壁と竈から主軸方向がＮ－３５°－Ｗの長方形と推測される。壁高は１５�で，外傾して立ち上が

っている。

床 ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竈 北コーナー部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで５８�，燃焼部幅３０�である。袖部および燃

焼部は床面とほぼ同じ高さの地山に粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さ

で，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外への掘り込みがなく，火床面から外傾し壁内で立ち

上がっている。

ピット 深さ１２�で，北東壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットとみられる。

覆土 ６層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

４ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第２０３図 第８７号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２８ 釘 （５�９） ０�６ ０�５ （１４�７） 鉄 頭部・脚部欠損 断面長方形 床面

―２３１―



遺物出土状況 土師器片３３点（蓋１，甕３２），須恵器片１５点（坏４，高台付坏１，蓋２，盤２，鉢１，長頸瓶

１，甕４），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品１点（球状土錘），金属製品１点（�具）が出土している。３９５・

３９８・ ３９９はＰ１の覆土下層，３９７は竈の火床面，４００は南東壁付近の床面，Ｍ３０は南東壁際の覆土中層からそ

れぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２０４図 第８７号住居跡出土遺物実測図

―２３２―



第８８号住居跡（第２０５図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｉ８区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

第２０５図 第８８号住居跡・出土遺物実測図

第８７号住居跡出土遺物観察表（第２０３・２０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３９５ 須恵器 坏 １３�６ ５�０ ８�０ 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り Ｐ１上層 １００％ PL３１

３９６ 須恵器 坏 １３�０ ４�６ ６�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 黄灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す不定方向のヘラ削り 床面 ８０％

３９７ 土師器 蓋 １３�２ ３�０ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 ９０％ PL３３

３９８ 須恵器 盤 １５�２ ３�９ ９�０ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け Ｐ１上層 ９５％ PL３４

３９９ 須恵器 鉢 ３１�２ ２０�８ １５�０ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部外面縦位の平行叩き後，横位の平行叩き 下
端ヘラ削り 内面無文当て具痕を残すヘラナデ Ｐ１上層 ９０％ PL４１

４００ 須恵器 長頸瓶 － （１６�３）１１�２ 長石・石英・黒色粒子 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ削り
後，高台貼り付け 内面ナデ 床面 ８０％ PL３７

４０１ 灰釉陶器 長頸瓶 ８�９（８�０） － 緻密・長石・石英 灰 良好 口縁部内・外面に釉施 覆土下層 ２０％ PL３７

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３３ 球状土錘 ２�５ ２�５ ０�５ １６�１ 長石・石英・雲母 ナデ 上下穿孔面の両端を面取り 指頭痕 覆土中 PL４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３０ �具 ５�６ ４�５ ０�７ ５８�０ 鉄 ２軸式 覆土中層 PL４９

―２３３―



重複関係 第８９・９８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�６０ｍ，短軸２�４５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は６～１０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北西壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで４５�，燃焼部幅３５�である。袖部および

燃焼部は床面とほぼ同じ高さの地山に粘土ブロックを積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高

さで，煙道部は壁外に２０�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏１３，甕１５），須恵器片５点（坏２，甕３），土製品１点（不明），金属製品１

点（刀子）が出土している。４０２・Ｍ３１は東壁付近の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

第８９号住居跡（第２０６図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｉ８区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第９８号住居跡を掘り込み，北西部を第８８号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北東・南西軸は２�２０ｍで，北西・南東軸は２�０５ｍが確認できただけで，主軸方向がＮ－４３°－Ｅ

の長方形と推測される。壁高は１０～１２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北東壁に付設されている。第８８住居に堀り込まれているため，規模は焚口部から煙道部まで７０�，右袖部

のみ６０�が確認できただけである。袖部および燃焼部は床面とほぼ同じ高さの地山に粘土ブロックを積み上げ

て構築されている。火床部は床面よりやや高い。煙道部は壁外へ２０�掘り込み，火床面から外傾して立ち上が

っている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

５ にぶい黄褐色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
２ にぶい黄褐色 炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量，ロームブロッ

ク少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ にぶい褐色 粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

第８８号住居跡出土遺物観察表（第２０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４０２ 土師器 坏 ［１４�６］ ３�６ ［８�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面，底面ヘラ削り 内面ヘラ磨き 床面 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３１ 刀子 （４�３） １�０ ０�４ （４�０） 鉄 切先・茎部欠損 断面三角形 床面

―２３４―



覆土 １５層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１１９点（坏５１，甕６８），須恵器片２４点（坏６，高台付坏２，蓋２，甕１４），土製品１点

（支脚）が出土している。DP１３４は南西壁際の床面，TP４は覆土中からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物微量
３ 褐 色 粘土ブロック多量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子

少量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

９ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子
微量

１０ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１５ 明 黄 褐 色 炭化粒子微量

第２０６図 第８９号住居跡・出土遺物実測図

―２３５―



第９０号住居跡（第２０７・２０８図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｉ７区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第９８号住居跡，第１５８号土坑を掘り込み，第１５７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３７ｍ，短軸２�７２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２８°－Ｗである。壁高は１２～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで９０�，燃焼部幅５０�である。袖部は床面と同

じ高さの地山の上に暗褐色土を積み上げて構築されている。第９層は袖部の構築土である。火床部は床面を１２

�掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４０�掘り込み，火床面

から緩やかに立ち上がっている。

第２０７図 第９０号住居跡実測図

番号 器種 長さ 最大径 最小径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１３４ 支脚 （１０�５） － － （１１６�０）長石・石英・雲母・赤色粒子 ナデ 指頭圧痕 両端部欠損 床面

第８９号住居跡出土遺物観察表（第２０７図）

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

TP４ 須恵器 甕 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 良好 体部外面縦位の平行叩き 内面無文の当て具痕 覆土中 PL４４

―２３６―



覆土 ３層に分層できる。焼土ブロック・粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片９７点（坏８，甕８９），須恵器片４４点（坏２３，高台付坏２，蓋９，高盤１，甕９）が出

土している。４０５は竈の火床面，４０４は南西壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第９６号住居跡（第２０９・２１０図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｅ６区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の傾斜部に位置している。

重複関係 第９７号住居跡を掘り込み，竈の一部を第１６３号土坑，中央部を第１８２・１８４号土坑，北東部を第１８３号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０４ｍ，短軸３�５２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４６°－Ｅである。壁高は８～１２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 南西側にやや傾斜している。

竈 北東壁東寄りに付設されている。竈煙道部付近を第１６３号土坑に掘り込まれているため，規模は焚口部か

ら４０�，袖部幅４０�が確認できただけである。袖部は地山と同じ高さの床面に粘土ブロックを積み上げて構築

されている。火床部は床面とほぼ同じ高さである。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
６ 黒 褐 色 炭化物多量，粘土ブロック少量

７ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，粘土ブロック
微量

８ 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・

炭化物少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物中量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第２０８図 第９０号住居跡出土遺物実測図

第９０号住居跡出土遺物観察表（第２０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４０３ 須恵器 坏 １３�４ ４�９ ７�３ 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部下端手持ちヘラ削り後，擦れ 底部ヘラ削り 覆土中 ９０％ PL３１

４０４ 須恵器 坏 ［１３�１］ ４�２ ７�４ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り痕
を残す一方向のヘラ削り 床面 ４０％

４０５ 須恵器 高盤 － （８�３） １０�８ 長石 灰 良好 ロクロナデ 床面 ４０％ PL３４

―２３７―



ピット 深さ１０�で，性格は不明である。

覆土 ９層に分層できる。粘土ブロックを含む堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１０６点（坏４２，高台付坏１，甕６３），須恵器片２８点（坏１０，高台付坏４，蓋３，短頸壺

１，甕１０），金属製品１点（刀子）が出土している。４０６～４０９は覆土中からそれぞれ出土している。その他，

流れ込んだ土師器片３点も出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量

４ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 焼土ブロック・炭化粒子微量

６ にぶい黄褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
７ 黄 褐 色 炭化粒子微量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第２０９図 第９６号住居跡実測図

―２３８―



第９９号住居跡（第２１１図）

位置 調査区中央部のＫ１４ｈ５区，標高８�５ｍの河岸段丘下位の平坦部に位置している。

重複関係 北部が第１４号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西側が調査区域外へ延び，北部が第１４号溝に掘り込まれているため，北西・南東軸は２�７０ｍ，北

東・南西軸１�９６ｍが確認できただけである。遺存する柱穴と壁から，主軸方向がＮ－３４°－Ｗの方形または長

方形と推測される。壁高は２０～３０�で，外傾して立ち上がっている。

床 西側へ傾斜している。確認された部分では壁溝が巡っている。

ピット 深さ３４�で，規模と位置から主柱穴とみられる。

覆土 ６層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１点（坏）が覆土中から出土している。

所見 出土土器が少ないため時期判断は難しいが，遺存する遺構の状態や出土土器から１０世紀中葉と考えられ

る。

第２１０図 第９６号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック

微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量

第９６号住居跡出土遺物観察表（第２１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４０６ 土師器 坏 － （１�９）［７�４］長石・石英 橙 普通 底部回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土中 １５％

４０７ 土師器 高台付坏 － （２�６） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り痕を残し高台貼り付け 覆土中 ２５％

４０８ 土師器 坩 － （１０�０） ４�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部下端ヘラ削り 内面器面荒れ 覆土中 ４０％

４０９ 土師器 坩 ［１０�６］（４�５） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ヘラ削り 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ３２ 刀子 （６�４） １�４ ０�５ （１６�５） 鉄 切先・茎部欠損 断面三角形 覆土中

―２３９―



第１０５号住居跡（第２１２・２１３図）

位置 調査区南東部のＫ１５ｇ５区，標高１０�０ｍの河岸段丘中位の傾斜部に位置している。

規模と形状 長軸４�０８ｍ，短軸３�１５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３６°－Ｗである。壁高は１５～４５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。壁溝が全周している。

竈 北西壁中央部のやや北寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１００�，燃焼部幅６５�である。

袖部は床面とほぼ同じ高さの地山ににぶい黄褐色土を積み上げて構築されている。第１０層が袖部の構築土であ

る。火床部は床面を浅く掘りくぼめて使用している。煙道部は壁外へ６０�掘り込み，火床面から外傾して立ち

上がり，端部で外傾して立ち上がっている。

第２１１図 第９９号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
７ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量
９ 黒 褐 色 炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，細礫・砂粒少量

第９９号住居跡出土遺物観察表（第２１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４１０ 土師器 坏 － （１�３）［８�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 体部内・外面器面摩滅 底部回転糸切り 覆土中 ５％

―２４０―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ１０�～２０�で，規模と位置から主柱穴である。Ｐ４は深さ２０�で，南東壁

際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットである。

覆土 ９層に分層できる。砂質粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片２５４点（坏３９，高台付椀２，高台付皿１，甕２１２），須恵器片４９点（坏８，高台付坏１，

蓋１，鉢３，壺３，甕３２，甑１）が出土している。その他，流れ込んだ縄文土器片２点，混入した陶器片１点

も出土している。４１１は南東壁際，４１２は中央部の床面からそれぞれ出土している。４１３は南東壁際の覆土下層

から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子

少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒

子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２１２図 第１０５号住居跡実測図

―２４１―



第１０７号住居跡（第２１４・２１５図）

位置 調査区東部のＫ１５ｅ５区，標高１０�５ｍの河岸段丘中位の平坦部に位置している。

第２１３図 第１０５号住居跡出土遺物実測図

第２１４図 第１０７号住居跡実測図

第１０５号住居跡出土遺物観察表（第２１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

４１１ 土師器 坏 ［１４�４］ ４�９ ６�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部不定方向のヘラ削り 床面 ７５％ PL２８

４１２ 須恵器 坏 － （０�８） ６�６ 長石・雲母 灰 良好 底部不定方向のヘラ削り 孔径０．８� 重量５６ｇ
紡錘車転用ヵ 床面 ２０％ PL３１

４１４ 灰釉陶器 椀 ［１５�８］（２�３） － 緻密・長石・石英・黒色粒子 灰黄 良好 口縁部内面に施釉 覆土中 ５％

４１３ 土師器 高台付椀［１４�８］（４�４） － 石英・雲母・赤色粒子 明褐 普通 底部回転ヘラ削り 高台剥離 覆土下層 ４５％

４１５ 土師器 高台付皿 １３�５ ２�９ ７�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 ７０％ PL３４

―２４２―



規模と形状 長軸３�９０ｍ，短軸３�３４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３５°－Ｗである。壁高は２０～３０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦な貼床である。

竈 北西壁中央部の西寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８５�，燃焼部幅５０�である。袖部

および燃焼部は床面とほぼ同じ高さの地山に暗褐色土を積み上げて構築されている。第４層は袖部の構築土で

ある。火床部は床面をやや掘りくぼめている。煙道部は壁外に１０�掘り込まれ，火床面から直立している。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１０～２４�で，規模と配置から主柱穴である。

覆土 ６層に分層できる。粘土ブロックを含む不自然な堆積状況から埋め戻されている。第７層は貼床の構築

土である。

遺物出土状況 土師器片１９３点（坏１２，蓋１，甕１７９，手捏土器１），須恵器片８３点（坏３６，高台付坏５，蓋２，

盤２，高盤１，甕３７），土製品４点（球状土錘），石器１点（砥石），金属製品１点（刀子）が出土している。

３１１は中央部の覆土中層，３１２・３１３は北東壁際の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２１５図 第１０７号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化
粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量

４ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック・炭化粒子微量

―２４３―



第１０７号住居跡出土遺物観察表（第２１４・２１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴ほか 出土位置 備考

３１１ 須恵器 坏 ［１３�７］ ４�８ ６�３ 長石・石英・雲母 暗灰黄 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ６０％

３１２ 須恵器 高台付坏［１１�４］ ６�０ ［７�５］長石・石英 暗灰 良好 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土上層 ３５％

３１３ 土師器 蓋 ［１５�８］ ４�９ － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土上層 ２５％

３１４ 須恵器 高盤 － （４�９） － 長石・石英 暗灰 良好 脚部内・外面ロクロナデ 覆土上層 ２０％

３１５ 土師器 手捏土器［６�４］ ２�４ ［６�１］長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内・外面ナデ 指頭痕 覆土中 ４０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 胎土 特 徴 出土位置 備考

DP１１４ 球状土錘 ２�１ １�９ ０�６ ７�７ 長石・雲母 ナデ 上下穿孔面の両端を面取り 指頭痕 覆土中 PL４６

DP１１５ 球状土錘 ２�９ ２�８ ０�７ ２０�２ 長石・石英・雲母 ナデ 上下穿孔面の両端を面取り 指頭痕 覆土中 PL４６

DP１１６ 球状土錘 ２�５ ２�３ ０�５ １３�８ 長石・石英・雲母 ナデ 上下穿孔面の両端を面取り 指頭痕 覆土中 PL４６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特 徴 出土位置 備考

Ｍ２１ 刀子 （５�３） １�５ ０�５ （７�５） 鉄 切先・茎部欠損 片刃 覆土中

表７ 竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）主柱穴 出入口

ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴 棚状施設

１ Ｉ１３ｄ５ Ｎ－３１°－Ｅ 方形 ３�８８×３�６２２４～４０平坦 全周 － － － １ － １ 自然 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 １０世紀前葉

１９ Ｉ１３ｅ２ Ｎ－４８°－Ｗ ［方形・
長方形］（２�７０）×（２�２０）３５～７０平坦 一部 － － － １ － － 人為 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SI８�本跡

３３ Ｋ１４ｂ９ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 ５�０５×４�２３１０～４５平坦 － ２ １ １ － － － 自然 土師器，須恵器，
土製品 ９世紀中葉 SI３８，SB６�本跡�SE３

４１ Ｊ１５ｊ１ Ｎ－５０°－Ｗ ［方形］［５�５５］×５�５０３２～４０平坦 一部 ３ １ － － － － 人為 土師器，須恵器，
灰釉陶器 ９世紀後葉 SI４４�本跡�SK７７・７８

・８２・８３・９９，UP３，SD９

５０ Ｊ１４ｊ４ Ｎ－４９°－Ｅ 長方形 ３�７５×３�１５ ８～２０平坦 一部 － － － １ － １ 人為 土師器，須恵器１０世紀前葉 SI４９・７１�本跡

５８ Ｍ１６ｂ１ Ｎ－２５°－Ｗ ［方形・
長方形］（４�５０）×（４�２０）２０～４０平坦 一部 １ － － １ － － 人為 土師器，須恵器１０世紀中葉 SI５７・５９・６０�

本跡

５９ Ｍ１５ｂ０ Ｎ－２６°－Ｗ ［方形・
長方形］［３�２５］×（３�１５）５～４０平坦 一部 － － － － － － 人為 土師器，須恵器，

灰釉陶器，土製品 ９世紀中葉
SI６０�本跡�
SI５８・６７

６０ Ｍ１６ｂ１ Ｎ－３５°－Ｗ ［方形・
長方形］３�３８×（２�００）１２～４０平坦 一部 － － 壁柱

穴１２ ２ － － 人為 土師器，須恵器，金属製品 ９世紀後葉 SI５５・５７・７７�本跡�SI５８・５９・６７
６２ Ｋ１４ｃ１ Ｎ－４８°－Ｗ ［方形・

長方形］（３�１６）×３�０５ ３６ 平坦（全周） － １ － １ － － 人為 土師器，須恵器，
金属製品 ９世紀前葉 SK１０７�本跡

６７ Ｍ１５ｂ０ Ｎ－１５°－Ｗ ［方形・
長方形］（３�６５）×３�６５ － 平坦 － － － － １ － － 人為 土師器，須恵器，

土製品 ９世紀後葉 SI５５・５９・６０�本跡�SI５８
６９ Ｌ１６ｈ１ Ｎ－５３°－Ｅ ［方形・

長方形］（２�４５）×（１�６５） － 平坦 － － － － １ － － － 土師器，土製品１０世紀前葉 SI６８・７０�本跡�方形
竪穴１３，SK１１６・１１８・１２１

７０ Ｌ１６ｈ１ Ｎ－５０°－Ｅ 方形 ３�２０×２�９６ ６～１８平坦 － － － － １ － － 人為 土師器，須恵器，土製
品，石器，金属製品 ９世紀中葉 SI６８�本跡�SI６９

８０ Ｋ１４ｊ０ Ｎ－３４°－Ｅ 方形 ２�６８×２�５８ ８～１０平坦 － － － － １ － １ 人為 土師器，須恵器 ９世紀中葉 SI８１�本跡

８４ Ｋ１４ｇ８ Ｎ－５０°－Ｗ 方形 ４�１４×３�９５２０～３５平坦 一部 ４ １ ４ １ － － 人為 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ９世紀前葉

SI８５・９３�本跡
�SK１６２

８７ Ｋ１４ｊ９ Ｎ－３５°－Ｗ［長方形］２�５６×［２�２５］ １５ 平坦 － － １ － １ － － 人為 土師器，須恵器，
土製品，金属製品 ９世紀前葉

８８ Ｋ１４ｉ８ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ２�６０×２�４５ ６～１０平坦 － － － － １ － － 人為 土師器，須恵器，
土製品 １０世紀前葉 SI８９・９８�本跡

８９ Ｋ１４ｉ８ Ｎ－４３°－Ｅ［長方形］２�２０×（２�０５）１０～１２平坦 － － － － １ － － 人為 土師器，須恵器，
土製品 ９世紀後葉 SI９８�本跡�SI８８

９０ Ｋ１４ｉ７ Ｎ－２８°－Ｗ 長方形 ３�３７×２�７２１２～２０平坦 － － － － １ － － 人為 土師器，須恵器 ９世紀前葉 SI９８，SK１５８�本跡�SK１５７
９６ Ｋ１４ｅ６ Ｎ－４６°－Ｅ 長方形 ４�０４×３�５２ ８～１２平坦 － － － １ １ － － 人為 土師器，須恵器，

金属製品 ９世紀後葉 SI９７�本跡�
SK１６３・１８２～１８４

９９ Ｋ１４ｈ５ Ｎ－３４°－Ｗ ［方形・
長方形］（２�７０）×（１�９６）２０～３０平坦 一部 １ － － － － － 人為 土師器 １０世紀中葉 本跡�SD１４

１０５ Ｋ１５ｇ５ Ｎ－３６°－Ｗ 長方形 ４�０８×３�１５１５～４５平坦 全周 ３ １ － １ － － 人為 土師器，須恵器 ９世紀後葉

１０７ Ｋ１５ｅ５ Ｎ－３５°－Ｗ 長方形 ３�９０×３�３４２０～３０平坦 － ４ － － １ － － 人為 土師器，須恵器，土製
品，石器，金属製品 ９世紀中葉

―２４４―
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